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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
七
十
一
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
芸
術
学
、
文
化
論
、
美
学
、
感
覚
、
知
覚
、
と
り
わ
け
岩
崎
個
人

の
共
感
覚
を
主
と
す
る
様
々
な
知
覚
様
態
に
関
す
る
述
作
を
収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

 

第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

基
本
的
な
共
感
覚
（
二
〇
〇
五
年
の
初
公
表
時
の
内
容
） 

『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』（
電
子
書
籍
版
を
含

む
） 

基
本
的
な
共
感
覚
の
続
編
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
） 

応
用
的
な
共
感
覚
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
） 

挨
拶
文 

～
知
覚
の
不
思
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
～ 

共
感
覚
画
像 

共
感
覚
者
と
し
て
の
自
覚 

共
感
覚
関
連
リ
ン
ク 

共
感
覚
テ
ス
ト
に
挑
戦
＆
あ
る
一
つ
の
発
見 

共
感
覚
・
閃
輝
暗
点
関
連
リ
ン
ク
（
映
像
） 

共
感
覚
の
種
類
一
覧
（
統
計
と
解
説
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
漢
字
に
色
が
見
え
る
共
感
覚 

C
h

in
e
se

 

ch
a

ra
cto

r-co
lo

r sy
n

e
sth

e
sia

） 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
美
術
館
に
て
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
街
中
に
て
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
女
性
に
つ
い
て
１
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
女
性
に
つ
い
て
２
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
女
性
に
つ
い
て
３
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
色
彩
を
表
す
漢
字
） 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
共
感
覚
を
嗜
む
） 

共
感
覚
と
真
摯
に
向
き
合
う 

共
感
覚
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１ 

共
感
覚
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２ 

漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧 

将
棋
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

日
本
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

世
界
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

自
動
車
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

鉄
道
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

元
素
周
期
表
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の
考
案 

五
月 
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サ
イ
ト
大
幅
更
新
＆
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
の
図
解
を
載
せ
ま
し
た
。 

こ
こ
一
週
間
の
訪
問
者
急
増
の
理
由
は
・
・
・
！
？ 

私
の
著
書
が
出
版
さ
れ
ま
し
た 

週
刊
朝
日
に
書
評 

週
刊
朝
日
の
書
評
全
文
掲
載 

共
感
覚
日
本
地
図 

ア
ナ
ロ
グ
に
生
き
る 

サ
イ
ト
に
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。 

拙
著
『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』
に
つ
い
て 

共
感
覚
な
ど
を
め
ぐ
る
私
の
動
向
（
模
式
図
） 

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
に
出
演
し
ま
す
。 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
図
解 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

サ
イ
ト
更
新
情
報
【
仮
想
御
殿
の
名
前
、
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
、
超
音

波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

１) 

「
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

１) 

伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

２) 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

２) 

「
文
字
よ
、
立
て
。
」 

伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

３) 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

３) 

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。」 

「
武
蔵
幻
想
邸
」
の
ペ
ー
ジ
を
更
新 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

４) 

「
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

５) 

「
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ガ
イ
ド

版 

＆ 

３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 

共
感
覚
公
表
十
年
目
の
記
念
コ
ン
テ
ン
ツ
の
公
表
と
多
少
の
不
安 

閲
覧
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

東
京
工
芸
大
学
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

第
四
編 

四
十
歳
～
四
十
九
歳 

 

第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 

第
六
編 

六
十
歳
～
六
十
九
歳 

 

第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 

第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

第
九
編 

著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
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第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

 
私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

  

一
九
九
六
年 
メ
モ
開
始 

 

二
〇
一
一
年
四
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
八
月
十
四
日 
最
終
更
新 

 

一
九
八
二
年 

◆
幼
少
期
の
頃
か
ら
、
現
在
「
共
感
覚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
感
覚
を
自
分
が
持

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
が
、
「
共
感
覚
」
の
語
は
知
ら
な
い
状
態
。 

 

一
九
八
九
年
～
一
九
九
四
年
（
七
～
十
二
歳
） 

小
学
校
時
代 

◆
こ
の
頃
か
ら
、
現
在
に
至
る
様
々
な
学
問
体
系
へ
の
探
究
心
が
芽
生
え
る
。 

◆
中
学
受
験
の
準
備
が
楽
し
く
、
勉
強
に
没
頭
。
塾
に
も
自
分
か
ら
行
き
た
が

り
、
行
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
大
勢
で
の
集
団
行
動
が
苦
手
で
、
フ
ァ
ミ

コ
ン
世
代
で
あ
る
の
に
フ
ァ
ミ
コ
ン
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
勉
強
が
面
白
か
っ
た
。 

 
 

ま
た
、
玩
具
（
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
）
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
自
作
の
言
語
を
話

さ
せ
架
空
世
界
を
創
作
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
「
１+

１
は
な
ぜ
２
で
あ
る
の
か
」

を
教
師
に
尋
ね
た
結
果
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
質
問
す
る
な
」
と
怒
ら
れ
て
泣

い
た
り
す
る
な
ど
、
と
も
か
く
変
わ
っ
た
子
だ
っ
た
。 

 

一
九
九
五
年
～
二
〇
〇
〇
年
（
十
三
～
十
八
歳
） 

中
学
・
高
校
時
代 

◆
上
記
の
共
感
覚
に
つ
い
て
、「
仮
名
・
漢
字
な
ど
、
文
字
の
音
・
形
に
色
が
付

い
て
見
え
る
」
、「
音
に
色
が
付
い
て
見
え
る
」、
「
女
性
が
性
周
期
の
ど
の
時
期

に
い
る
か
（
排
卵
期
・
月
経
期
な
ど
）
が
色
や
音
で
わ
か
る
」
な
ど
と
、
自
分

の
言
葉
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

◆
ま
た
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に
、
視
野
に
色
と
り
ど
り
の
星
の

模
様
が
現
れ
て
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
の
が
見
え
、
そ
れ
が
収
ま
っ
た
後
に
強
烈
な

頭
痛
を
体
験
す
る
よ
う
に
な
る
。
感
覚
が
起
き
る
た
び
に
保
健
室
で
寝
込
み
、

た
び
た
び
早
退
も
し
た
。（
後
述
の
「
閃
輝
暗
点
」） 

 
 
 
  

こ
の
閃
輝
暗
点
は
、
先
の
「
女
性
が
性
周
期
の
ど
の
時
期
に
い
る
か
（
排

卵
期
・
月
経
期
な
ど
）
が
色
や
音
で
わ
か
る
」
共
感
覚
を
感
じ
た
と
き
に
も
し

ば
し
ば
起
き
て
い
た
。 

 

二
〇
〇
一
年
（
十
九
歳
） 

◆
先
述
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
女
性
の
性
周
期
を
感
じ
た
と
き
に
起
き
る
視
野

の
変
化
・
体
調
不
良
・
頭
痛
が
、
偏
頭
痛
の
専
門
分
野
で
「
閃
輝
暗
点
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
既
知
の
症
状
で
あ
る
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
探
し
当
て

る
。 

 
 

古
代
日
本
や
世
界
の
「
月
経
中
の
女
性
の
隔
離
」（
月
経
小
屋
な
ど
）
の
風
習

が
、「
女
性
差
別
」
で
は
な
く
、
「
女
性
や
子
供
の
た
め
に
狩
猟
に
行
く
男
性
が

女
性
の
月
経
前
症
候
群
の
心
理
的
・
肉
体
的
伝
染
を
受
け
て
狩
猟
不
能
に
な
ら

な
い
た
め
の
措
置
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
る
。 
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 
私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

  

二
〇
〇
一
年 
メ
モ
開
始 

 

二
〇
一
一
年
四
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
八
月
十
四
日 
最
終
更
新 

 

二
〇
〇
二
年
（
二
十
歳
） 

◆
自
分
の
「
共
感
覚
」
や
「
閃
輝
暗
点
」
な
ど
を
基
点
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
人

間
の
特
殊
な
感
覚
や
社
会
的
少
数
者
に
関
心
を
抱
き
、
芸
術
系
サ
イ
ト
や
発
達

障
害
者
団
体
の
サ
イ
ト
な
ど
に
書
き
込
ん
だ
り
メ
ー
ル
を
送
っ
た
り
す
る
形
で
、

共
感
覚
者
・
絶
対
音
感
保
持
者
・
発
達
障
害
者
・
精
神
疾
患
者
の
方
々
と
ネ
ッ

ト
上
で
の
交
流
を
始
め
る
。 

◆
文
字
や
音
に
色
が
見
え
る
感
覚
に
つ
い
て
、
す
で
に
欧
米
で
は
科
学
的
に
検

証
さ
れ
、「
共
感
覚
」
と
い
う
名
称
が
付
い
て
い
る
既
知
の
知
覚
現
象
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
、
拍
子
抜
け
す
る
。 

 
 

当
時
、
母
校
の
東
京
大
学
に
は
、
共
感
覚
を
知
っ
て
い
る
先
生
、
共
感
覚
研

究
者
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。 

 

二
〇
〇
三
年
（
二
十
一
歳
） 

◆
自
分
と
し
て
は
、
女
性
の
性
周
期
を
見
る
と
き
も
「
色
で
察
知
」
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
感
覚
を
「
対
女
性
共
感
覚
」
と
自
ら
名
付
け
る
。 

◆
同
じ
頃
、
東
大
そ
の
他
の
精
神
医
学
分
野
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
型
の
疾
病
分

類
法
（
不
安
障
害
、
解
離
性
障
害
、
統
合
失
調
症
、
自
閉
症
な
ど
）
に
違
和
感

を
覚
え
る
。 

 

岩
崎
純
一
が
、
元
々
「
共
感
覚
」
や
「
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
」
な
ど
人
間
の
特

殊
知
覚
や
特
殊
頭
脳
を
研
究
す
る
た
め
、「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ

グ
」
の
運
営
な
ど
の
活
動
を
開
始
。 

 

二
〇
〇
四
年
（
二
十
二
歳
） 

◆
自
分
の
共
感
覚
を
自
分
の
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
上
で
公
表
す
る
こ
と
を
考
え
始

め
る
。
こ
の
年
を
も
っ
て
、
人
間
の
知
覚
・
心
理
全
般
を
扱
う
サ
イ
ト
と
し
て

の
公
開
年
と
す
る
。 

◆
共
感
覚
は
年
齢
と
共
に
衰
え
る
と
の
学
説
を
知
る
が
、
自
分
の
場
合
は
こ
の

頃
も
衰
え
る
様
子
な
し
。 

 
 
 
 

※ 

↓
↓ 

こ
の
と
き
に
触
れ
た
論
文
の
例
。
前
述
の
学
説
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。 

●M
a
rk

s, 
L

a
w

re
n

ce
 
E

. 

“S
y
n

e
sth

e
sia

: 
T

h
e
 
L

u
ck

y
 
P

e
o
p

le
 
w

ith
 

M
ix

e
d

-u
p

 S
e
n

se
s.

” 
P

sy
ch

o
lo

g
y
 T

o
d

a
y
 9

，1
9

7
5
 

●

L
e
w

k
o
v
icz

. 
D

a
v
id

 
a

n
d

 
T

u
rk

e
a
itz

. 
G

e
ra

ld
, 

In
te

rse
n

s
o
ry

 

In
te

ra
ctio

n
 in

 N
e
w

b
o
rn

, C
h

ild
 D

e
v
e
lo

p
m

e
n

t 5
2

, 1
9

8
1
 

●M
a
u

re
r, 

D
a

p
h

n
e
 

a
n

d
 

M
a

u
re

r, 
C

h
a

rle
s, 

T
h

e
 

W
o
rld

 
o
f 

th
e
 

N
e
w

b
o
rn

, N
e
w

 Y
o
rk

 B
a

sic B
o
o
k

s, 1
9

9
2
 

◆
ま
た
、
東
京
大
学
を
中
退
す
る
。
し
か
も
、
中
退
後
に
、
共
感
覚
を
研
究
分
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野
に
掲
げ
る
東
大
の
先
生
方
や
学
生
様
が
現
れ
始
め
、
少
し
が
っ
か
り
す
る
。

も
う
少
し
長
く
在
籍
し
、
か
つ
運
が
良
け
れ
ば
、
共
感
覚
を
分
か
っ
て
下
さ
る

先
生
や
友
人
に
出
会
え
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（
と
思
う
）。 

 

岩
崎
が
、
本
業
の
傍
ら
で
、
さ
ら
に
人
間
そ
の
も
の
を
探
究
す
る
た
め
、
単

身
で
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
の
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
始
。
以
来
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
共
感
覚
者
や
、
世
界
保
健
機
関
（W

H
O

）
の

IC
D

や
ア

メ
リ
カ
精
神
医
学
会
（A

P
A

）
の

D
S

M

に
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
精

神
疾
患
・
発
達
障
害
・
行
動
障
害
者
、
性
被
害
・D

V

被
害
女
性
な
ど
、
二
百
名

以
上
と
面
識
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
、
以
後
の
各
サ
ー
ク
ル
の
発
足
に

携
わ
っ
て
下
さ
る
。 

 

岩
崎
は
、
こ
れ
以
降
、
お
よ
そ
五
十
の
大
学
・
研
究
機
関
な
ど
か
ら
招
聘
さ

れ
、
ゲ
ス
ト
講
師
を
務
め
、
ご
自
身
や
人
間
の
五
感
・
知
覚
の
不
思
議
を
は
じ

め
と
し
て
、
哲
学
・
人
文
学
・
言
語
学
・
社
会
学
・
精
神
病
理
学
・
芸
術
・
美

学
・
数
理
論
理
学
・
物
理
学
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
五
年
（
二
十
三
歳
） 

◆
自
分
の
共
感
覚
を
サ
イ
ト
上
で
初
め
て
公
表
。
現
在
も
、
以
下
の
ペ
ー
ジ
に

当
時
の
ま
ま
掲
載
中
。
基
本
的
な
共
感
覚 

◆
共
感
覚
の
ほ
か
、
知
覚
・
心
理
全
般
（
閃
輝
暗
点
、
鬱
、
対
人
恐
怖
症
、
不

安
障
害
、
解
離
性
障
害
、
統
合
失
調
症
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）

な
ど
に
い
っ
そ
う
関
心
を
深
め
、
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
そ
れ
ら
の
知
覚
・

精
神
様
態
を
有
す
る
方
々
と
面
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。 

◆
欧
米
の
共
感
覚
者
・
共
感
覚
研
究
者
・
精
神
疾
患
者
・
精
神
疾
患
研
究
者
と

の
交
流
も
英
語
で
始
め
る
が
、
自
分
の
共
感
覚
・
日
本
観
・
精
神
病
理
観
な
ど

が
有
機
的
に
結
び
付
い
て
い
る
私
と
し
て
は
、
欧
米
の
合
理
的
・
実
利
的
な
共

感
覚
観
・
精
神
病
理
観
の
利
点
と
問
題
点
の
両
方
を
感
じ
る
。 

◆
ま
た
、
言
語
障
害
が
出
る
ほ
ど
の
強
度
の
共
感
覚
者
や
重
度
の
解
離
性
障
害

者
と
の
出
会
い
に
心
を
打
た
れ
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
と
通
じ
合
え
る
文
法
を
有

す
る
自
作
の
言
語
の
考
案
を
始
め
る
。 

 

二
〇
〇
六
年
（
二
十
四
歳
） 

◆S
N

S

の

m
ix

i

を
始
め
る
。
共
感
覚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
、
急
に
共
感
覚

者
と
の
交
流
が
増
え
る
。 

◆
サ
イ
ト
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
。
共
感
覚
を
中
心
と
す
る
人
間
の
知
覚
・
心
理

全
般
の
サ
イ
ト
と
し
て
の
姿
が
ほ
ぼ
整
う
。 

 

精
神
疾
患
関
連
の
ペ
ー
ジ
も
設
置
す
る
。
現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
の
ペ
ー

ジ
に
は
、
交
流
し
た
皆
様
の
症
状
の
う
ち
許
可
の
得
ら
れ
た
も
の
を
掲
載
。 

◆
上
記
の
言
語
を
「
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
」
（
の
ち
の
「
岩
崎
式
日
本
語
」
）
と
命

名
。 

 
 

主
に
現
代
日
本
女
性
の
解
離
性
障
害
と
太
古
日
本
女
性
の
「
巫
病
」
と
の
共

通
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
言
語
体
系
で
あ
る
た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
「
す
」
と
「
寸
」

と
を
組
み
合
わ
せ
た
鳥
居
の
マ
ー
ク
と
す
る
。「
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
研
究
会
」
も

発
足
。 

 
二
〇
〇
七
年
（
二
十
五
歳
） 

◆
共
感
覚
者
と
積
極
的
に
面
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。 
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◆
和
歌
の
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
解
離
症
状
や
共
感
覚
を
有
す
る
巫
女
歌
人
様
な
ど

と
も
面
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。 

◆
知
覚
全
般
に
関
す
る
会
「
空
木
会
（
う
つ
ぎ
か
い
）」
や
閃
輝
暗
点
者
・
離
人

症
者
・
強
迫
性
障
害
者
の
会
「
花
薄
会
（
は
な
す
す
き
か
い
）」
を
皆
で
ひ
ら
く
。 

◆
ま
た
、
自
分
の
対
女
性
共
感
覚
が
、
神
社
の
巫
女
、
寺
社
関
係
の
女
性
、
農

家
の
女
性
、
医
療
系
ラ
イ
タ
ー
、
助
産
師
、
看
護
師
な
ど
、
専
門
家
の
目
に
触

れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 
 

昔
の
日
本
人
男
性
の
実
像
を
知
る
こ
れ
ら
多
く
の
女
性
か
ら
連
絡
を
受
け
る

中
で
、「
昔
は
、
女
性
の
性
周
期
に
色
が
見
え
る
感
覚
は
多
く
の
男
性
に
広
く
共

有
さ
れ
た
感
覚
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
悩

み
が
薄
れ
、
嬉
し
さ
が
増
し
始
め
た
も
の
の
、
こ
の
感
覚
自
体
が
少
し
ず
つ
衰

え
始
め
て
い
る
こ
と
を
自
覚
。
滑
稽
な
が
ら
、
記
録
を
少
し
急
ぎ
始
め
る
。 

 

二
〇
〇
八
年
（
二
十
六
歳
） 

◆
知
覚
・
神
経
科
学
系
（
共
感
覚
・
閃
輝
暗
点
な
ど
）
、
精
神
病
理
学
系
（IC

D

、

D
S

M

な
ど
）、
言
語
・
言
語
学
（
和
歌
、
自
作
芸
術
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
、

言
語
学
全
般
）
な
ど
を
扱
う
総
合
学
術
サ
イ
ト
の
様
相
と
な
る
。 

◆
鬱
、
不
安
障
害
、
解
離
性
障
害
、
統
合
失
調
症
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
な
ど
の
方
々
と
、
よ
り
多
く
面
識
を
持
つ
。
「
現
代
日
本
社
会
の
歪
み
」

に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
る
。 

◆
こ
の
頃
、「
息
子
に
は
、
あ
な
た
と
同
じ
く
、
女
性
の
性
周
期
が
色
や
音
で
見

え
る
共
感
覚
が
あ
る
よ
う
で
す
」
と
の
ご
報
告
を
多
く
の
主
婦
の
方
々
か
ら
受

け
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
女
性
共
感
覚
は
成
長
過
程
で
多
く
の
現
代
日
本
人
男

性
が
失
っ
た
感
覚
で
は
な
い
か
と
、
以
前
に
も
増
し
て
思
う
に
至
る
。「
擬
娩
（
ク

ー
バ
ー
ド
）」
な
ど
は
、
昔
は
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。 

 

二
〇
〇
九
年
（
二
十
七
歳
） 

◆
上
記
の
よ
う
な
ご
訪
問
者
増
加
に
伴
い
、
よ
り
サ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実

さ
せ
、
現
在
の
サ
イ
ト
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
態
と
な
る
。 

◆
ま
た
、
伝
統
和
歌
詠
者
と
し
て
の
仕
事
も
始
め
る
。 

◆
二
十
五
歳
時
に
書
い
た
論
考
・
日
記
な
ど
を
中
心
に
書
籍
の
形
に
し
た
『
音

に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』
が
出
版
さ
れ
る
。 

 
 

こ
れ
に
よ
り
、全
国
の
共
感
覚
者
か
ら
の
メ
ー
ル
・m

ix
i

な
ど
が
急
増
す
る
。

う
ちm

ix
i

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
た
交
流
は
約
百
三
十
名
を
数
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
が
一
問
一
答
で
、
サ
イ
ト
・m

ix
i

な
ど
ネ
ッ
ト
に
お
け

る
共
感
覚
を
通
じ
た
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
面
識
を
持
っ
た
の
は
、
四
十
名
ほ

ど
。
複
数
回
の
対
面
・
交
流
・
会
合
（「
共
感
覚
の
集
い
」
や
「
岩
崎
純
一
さ
ん

の
お
話
を
聴
く
会
」
な
ど
）
が
続
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
う
ち
十
～
二
十
人
ほ

ど
で
あ
る
。 

 
 

一
方
で
、「
女
性
に
色
が
見
え
る
」
共
感
覚
が
「
人
の
オ
ー
ラ
が
見
え
る
」
予

知
能
力
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
自
己

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と
し
て
の
依
頼
が
来
る
な
ど
、
本
来
の
「
共
感
覚
」
と
は

異
な
っ
た
興
味
の
持
た
れ
方
も
経
験
し
た
。（
全
て
辞
退
。） 

 
 

こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
のS

N
S

サ
イ
ト
の
使
い
方
の
特
徴
、

日
本
人
の
「
共
感
覚
」
に
対
す
る
興
味
の
持
ち
方
、
あ
る
種
の
日
本
社
会
全
体

の
「
飢
え
」
を
表
し
て
お
り
、
社
会
現
象
と
し
て
興
味
深
い
と
感
じ
た
。 
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現
在
の
日
本
に
お
い
て
な
ぜ
こ
こ
ま
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
が
流
行

す
る
の
か
が
よ
く
分
か
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
神
経
科
学
上
の
共
感
覚
の

解
説
を
当
事
者
が
世
に
向
け
て
お
こ
な
う
試
み
が
頓
挫
し
た
と
は
全
く
思
っ
て

い
な
い
。 

 
 

こ
の
本
を
き
っ
か
け
に
色
々
な
ご
依
頼
を
頂
き
、
研
究
機
関
で
の
実
験
へ
の

参
加
、
大
学
で
の
講
演
、
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
対
応
、
雑
誌
へ

の
寄
稿
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
る
。 

 

二
〇
一
〇
年
（
二
十
八
歳
） 

◆
サ
イ
ト
（
メ
ー
ル
）
、
サ
イ
ト
の
オ
フ
会
、
大
学
で
担
当
し
た
授
業
・
講
演
な

ど
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
皆
様
と
交
流
。 

◆
「
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
」
を
日
記
や
私
と
の
メ
ー
ル
で
使
用
す
る
人
が
増
え
る
。 

（
特
に
性
的
虐
待
を
受
け
た
解
離
性
障
害
者
女
性
に
よ
る
使
用
が
目
立
つ
が
、

同
時
に
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
が
考
案
し
た
文
法
の
不
備
も
目
立
つ
。） 

 

二
〇
一
一
年
（
二
十
九
歳
） 

◆
引
き
続
き
皆
様
と
交
流
。
個
人
勉
強
会
・
交
流
会
も
ひ
ら
く
。 

◆
東
日
本
大
震
災
発
生
。
色
々
と
バ
タ
バ
タ
忙
し
い
中
、
著
書
『
私
に
は
女
性

の
排
卵
が
見
え
る 

共
感
覚
者
の
不
思
議
な
世
界
』
が
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
る
影
響
は
前
著
の
時
と
異
な
り
、
共
感
覚
の
話
題
を
離
れ
た
家
政
・
女
性
・

子
育
て
・
保
育
・
日
本
文
化
・
精
神
疾
患
・
社
会
問
題
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

大
き
か
っ
た
。 

◆
対
女
性
共
感
覚
は
、
自
分
で
も
最
も
興
味
が
尽
き
な
い
自
分
の
感
覚
の
一
つ

で
、
一
般
女
性
、
巫
女
、
地
方
の
農
家
の
女
性
、
疫
学
者
の
女
性
、
旧
皇
族
・

旧
華
族
の
女
性
な
ど
に
、
女
性
の
排
卵
や
月
経
の
風
習
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て

は
学
び
、
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
探
究
す
る
日
々
で
あ
る
。 

「
自
ら
の
感
覚
」
の
披
露
だ
け
で
は
、
あ
ま
り
喜
び
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
日
本

人
の
心
身
の
こ
れ
か
ら
」
や
「
子
ど
も
の
命
」
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め

ら
れ
る
機
会
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
嬉
し
い
。 

  

基
本
的
な
共
感
覚
（
二
〇
〇
五
年
の
初
公
表
時
の
内
容
） 

  

二
〇
〇
五
年
三
月
八
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
五
年
三
月
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

  

初
め
て
ネ
ッ
ト
で
共
感
覚
を
公
表
し
た
と
き
の
文
章
で
す
。
そ
の
ま
ま
掲
載

し
て
お
き
ま
す
。（
二
〇
〇
五
年
執
筆
） 

 

こ
れ
以
来
、
新
た
な
共
感
覚
の
紹
介
（
解
説
・
画
像
・
動
画
）
も
続
け
て
い

ま
す
の
で
、
基
本
的
な
共
感
覚
の
続
編
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
）
や
応

用
的
な
共
感
覚
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
）
を
ご
覧
下
さ
い
。 
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【
二
〇
一
五
年
新
設
】 

★
「
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
」
の
ほ
う
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
私
が
共
感
覚
を
使

っ
て
記
憶
・
知
覚
・
認
知
・
認
識
・
思
考
し
て
い
る
物
事
の
一
覧
」
と
題
し
て
、

ま
だ
サ
イ
ト
内
に
具
体
例
（
ペ
ー
ジ
・
フ
ァ
イ
ル
）
を
掲
載
し
て
い
な
い
も
の

も
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
） 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

 

共
感
覚 

～
僕
自
身
の
共
感
覚
体
験
～ 

 

◆
音
に
色
や
形
が
見
え
る 

 

↓
【
二
〇
〇
五
年
の
執
筆
時
に
掲
載
】 

 

「
二
〇
〇
五
年
時
点
の
共
感
覚
」 

 

 

 

↓
【
以
下
は
二
〇
〇
八
年
十
月
三
日
に
追
記
】 

 

「
二
〇
〇
八
年
時
点
の
共
感
覚
」 

（
二
〇
〇
五
年
と
比
べ
て
、
私
の
描
画
技
術
が
進
ん
だ
こ
と
が
最
大
の
違
い
で

す
が
、
消
滅
し
た
図
形
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。） 
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↓
【
以
下
は
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
五
日
に
追
記
】 

 

「
二
〇
一
三
年
時
点
の
共
感
覚
」 

（
二
〇
〇
五
年
・
二
〇
〇
八
年
の
時
か
ら
こ
の
よ
う
に
立
体
に
見
え
て
い
ま
す

が
、
よ
り
正
確
に
立
体
的
に
描
き
ま
し
た
。
） 

こ
ち
ら
（
私
の
ブ
ロ
グ
の
立
体
画
像
ペ
ー
ジ
に
飛
び
ま
す
。） 
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↓
【
以
下
、
二
〇
〇
五
年
に
書
い
た
本
文
に
戻
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
私
の
共

感
覚
に
も
当
て
は
ま
る
内
容
で
あ
る
。】 

 

ま
ず
、「
音
↓
色
」
の
共
感
覚
で
す
。
僕
は
絶
対
音
感
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ

は
ピ
ア
ノ
と
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
を
始
め
た
幼
少
の
頃
か
ら
あ
り
ま
す
。
左
図
の

よ
う
に
、
僕
に
と
っ
て
、
周
波
数2

6
2

H
z

（
ヘ
ル
ツ
）
のC

は
黒
で
、3

1
1

H
z

のE
b

は
深
緑
に
見
え
ま
す
。
オ
ク
タ
ー
ブ
が
違
っ
て
も
、
だ
い
た
い
同
様
で
す

が
、
高
い
音
ほ
ど
、
明
度
が
増
し
ま
す
。 

ま
た
、
鍵
盤
上
の
色
の
形
と
位
置
関
係
に
も
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

・
長
方
形
・
・
・
音
が
鳴
っ
た
時
に
、
角
張
っ
て
聴
こ
え
る
。
眼
前
も
し
く
は

脳
裏
に
四
角
柱
や
三
角
柱
が
走
る
。 

・
角
が
丸
い
長
方
形
・
・
・
少
し
や
わ
ら
か
い
。
比
較
的
落
ち
着
い
て
脳
裏
を

滑
走
す
る
。 

・
楕
円
形
や
円
・
・
・
完
全
な
円
に
近
づ
く
ほ
ど
や
わ
ら
か
い
。
球
状
も
し
く

は
柔
ら
か
い
手
触
り
を
感
じ
る
。 

・
奥
行
き
・
・
・
鍵
盤
表
面
に
近
い
奥
、
か
つ
図
の
下
の
文
字
近
く
に
描
い
て

い
る
色
ほ
ど
、
基
本
的
に
共
感
覚
が
強
い
。
重
な
り
合
っ
て
い
る
部
分
は
、
本

当
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
状
に
な
め
ら
か
に
移
行
す
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
音

楽
理
論
や
、
曲
全
体
の
質
、
ま
た
は
用
い
る
楽
器
に
よ
っ
て
、
花
火
の
よ
う
に

見
え
方
が
変
わ
り
ま
す
。
全
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
だ
と
感
じ
ま
す
。 

 

鍵
盤
が
白
と
黒
で
で
き
て
い
る
こ
と
は
当
然
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
頭
で
は
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確
実
に
聴
覚
と
視
覚
と
が
は
た
ら
い
て
絵
画
的
に
パ
レ
ッ
ト
が
見
え
て
い
る
と

言
い
ま
す
か
、
音
波
と
色
彩
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
十
代

半
ば
ま
で
は
、
あ
る
曲
の
キ
ー
を
簡
単
に
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
、
耐
え

難
い
苦
痛
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
歌
い
や
す
い
よ
う
に
キ
ー
を
変
更
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
が
、
こ
れ
を
他
人
が
簡
単
に
変
更
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
僕
に
と
っ

て
は
音
楽
全
体
の
色
彩
・
形
状
、
そ
の
作
曲
家
の
芸
術
的
意
思
と
美
学
と
が
ご

っ
そ
り
別
の
芸
術
作
品
と
し
て
移
し
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
等
し
か
っ
た
た
め
、

精
神
的
な
立
ち
直
り
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
、
僕
の
音
楽

へ
の
探
究
心
を
、
ピ
ア
ノ
や
音
楽
鑑
賞
以
上
に
、
作
曲
及
び
作
曲
家
の
み
が
理

解
し
う
る
感
性
と
い
う
、
音
楽
芸
術
の
根
源
に
向
か
わ
せ
た
理
由
の
一
つ
で
も

で
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
も
心
か

ら
楽
し
ん
で
聴
く
よ
う
に
な
っ
た
今
現
在
で
は
、
感
覚
と
し
て
は
残
存
し
て
い

る
も
の
の
、
精
神
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
や
は
り
作
曲
、
特
に
純
音
楽
の
作
曲
に
お
い
て
は
全
く
感
覚
が
別

で
あ
り
、
僕
に
と
っ
て
作
曲
が
、「
色
彩
を
作
曲
」
し
、「
形
状
を
作
曲
」
し
、「
質

感
を
作
曲
」
す
る
芸
術
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
が
完
全
に
作

品
に
投
影
で
き
な
い
時
の
苦
痛
は
耐
え
難
い
も
の
で
、
時
に
発
熱
・
吐
き
気
を

伴
う
も
の
で
し
た
が
、
純
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と

D
T

M

と
の
タ
ッ
グ
は
自
分
の

共
感
覚
を
見
事
に
救
っ
て
く
れ
た
上
、
今
で
は
こ
の
感
覚
と
う
ま
く
付
き
合
う

術
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
文
字
に
色
が
見
え
る
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
漢
字
・

数
字
） 

 

 

 

仮
名
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
）
の
見
え
方
は
左
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
文
字
→
色
」
の
共
感
覚
に
つ
い
て
は
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
漢
字
・
数
字
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
文
字
に
つ
い
て
持
っ
て
い
ま

す
。 
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初
め
て
見
た
漢
字
や
言
語
に
も
色
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
た
っ
た

五
十
音
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
な
ど
も
、
文
字
と
色
の
暗
記
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
（
最
初
は
そ
れ
を
自
分
で
疑
っ
て
い
ま
し

た
。
） 

ほ
と
ん
ど
の
共
感
覚
者
は
、
ひ
ら
が
な
の
中
で
も
、
文
字
に
よ
っ
て
は
色
が

見
え
た
り
見
え
な
か
っ
た
り
す
る
そ
う
で
、
ひ
ら
が
な
か
ら
漢
字
・
数
字
ま
で
、

全
て
に
対
し
て
漏
れ
な
く
色
が
見
え
て
い
る
人
は
極
め
て
稀
有
だ
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
い
る
た
め
、
逆
に
「
文
字
に
色
が
見
え
な
い
感
覚
が
分
か
ら
な
い
」

僕
と
し
て
は
、
今
一
歩
踏
み
込
ん
で
探
究
し
て
み
た
い
、
面
白
い
点
で
す
。 

ま
た
、
同
じ
音
を
持
つ
文
字
は
、
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
と
で
ほ
と
ん
ど
同

じ
色
に
見
え
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
は
行
（
ハ
行
）
な
ど
は
、
両
者
の
間
で
著

し
い
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
由
を
探
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ど
う
や
ら
僕
自
身
の
昔
か
ら
の
文
学
的
・
美
学
的
・
言
語
学
的
・
音

声
学
的
な
興
味
や
古
典
趣
味
・
探
究
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。 

現
在
も
日
常
生
活
に
お
い
て
、
日
本
の
古
語
及
び
日
本
語
の
歴
史
に
対
し
て

は
強
い
美
的
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
短
歌
と
り
わ
け
万
葉
集
の
文
体
に
よ
っ
て

自
ら
の
作
曲
技
法
が
変
化
・
感
化
さ
れ
た
り
、
古
語
の
旋
律
線
を
音
楽
に
適
用

し
て
作
曲
を
試
み
る
な
ど
し
て
お
り
ま
す
が
、「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」
が
古

語
に
沿
っ
て
「
ふ
ぁ
・
ふ
ぃ
・
ふ
・
ふ
ぇ
・
ふ
ぉ
」
と
発
音
さ
れ
た
場
合
に
僕

の
脳
裏
に
走
る
色
彩
の
微
細
な
変
化
、
絶
対
音
高
な
ど
が
、
こ
の
共
感
覚
に
影

響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

◆
文
字
や
風
景
や
人
の
姿
か
ら
作
曲
す
る 

 

文
字
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
風
景
そ
の
も
の
か
ら
感
得
し
た
も
の
を
曲
に
写

生
す
る
、
人
の
姿
を
作
曲
す
る
、
と
い
う
僕
の
共
感
覚
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
系
音

楽
の
作
曲
を
す
る
人
の
中
で
も
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
の
意
見

に
よ
る
と
、
ど
う
や
ら
こ
の
辺
り
が
、
先
の
「
文
字
↓
色
」
の
普
遍
性
の
一
方

で
、
一
般
的
な
共
感
覚
と
異
な
る
僕
の
共
感
覚
の
特
殊
性
を
形
作
っ
て
い
る
領

域
の
よ
う
で
す
。 

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
文
学
作
品
や
風
景
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
作
曲
を
す
る
、

と
か
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
オ
ペ
ラ
に
す
る
、
な
ど
と
い
う
感
覚
と
は
全
く
異

な
る
も
の
で
す
。
我
々
が
風
の
強
い
真
冬
に
外
出
し
た
時
に
「
寒
い
」
と
感
じ

る
よ
う
に
、
ま
た
画
家
が
モ
デ
ル
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
き
出
す
よ
う
に
、
僕
が

見
た
も
の
そ
の
も
の
に
、
音
楽
を
感
じ
る
も
の
で
す
。
画
家
が
女
性
の
姿
を
絵

画
に
再
現
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
女
性
の
表
情
・
仕
草
そ
の
も
の
を
音
楽
に

お
い
て
想
起
で
き
る
も
の
で
す
。 

実
際
、
何
人
か
の
方
に
は
、
曲
を
作
っ
て
差
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
僕
の
記
憶
術
と
も
関
わ
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
逆
に

そ
の
音
楽
を
想
起
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
人
の
姿
や
心
に
響
い
た
風
景
を
連
動

さ
せ
て
想
起
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
う
し
ば
し
ば
起
こ
る
共
感
覚
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
あ
る
時
に
お
け
る
、
あ
る
気
温
に
お
け
る
、
あ
る
場
所
に
お
け
る
風
景
・

文
字
・
美
術
作
品
・
人
の
姿
・
女
性
の
表
情
な
ど
、
特
定
の
場
合
に
し
か
、「
作

曲
ス
ケ
ッ
チ
」
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
が
可
能
な
場
合
に
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は
、
非
常
に
壮
大
な
感
動
を
覚
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
そ
の
状
況
が
い
つ

現
わ
れ
る
か
、
そ
の
状
況
に
お
い
て
作
動
す
る
五
感
が
何
で
あ
る
か
を
、
あ
ら

か
じ
め
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。 

理
由
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
描
け
た
り
描
け
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

そ
の
も
の
が
体
験
の
全
て
で
す
。 

以
下
に
、
面
白
い
実
験
と
し
て
、「
共
感
覚
」
と
い
う
文
字
そ
の
も
の
を
曲
に

描
い
た
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
載
せ
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
僕
の
持
つ
「
共

感
覚
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
ま
た
違
う
も
の
で

す
。 

 

↓
「
共
感
覚
」
の
文
字
に
つ
い
て
の
音
源 

『
「
共
感
覚
」
へ
の
共
感
覚
の
音
楽
』 

 

 

 

◆
人
の
声
に
色
や
形
が
見
え
る 

 

前
項
で
書
い
た
よ
う
に
、
人
の
姿
や
表
情
に
も
音
・
色
・
形
を
感
じ
ま
す
が
、

や
は
り
人
の
声
そ
の
も
の
に
色
や
形
を
感
じ
る
感
覚
も
強
い
よ
う
で
す
。
あ
ら

ゆ
る
五
感
に
つ
い
て
共
感
覚
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
音
・
音

声
・
音
楽
を
中
心
と
し
た
共
感
覚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
僕
の
脳
に
は
存
在
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
人
の
声
は
青
色
だ
っ
た
り
、
あ
る
人
の
声

は
円
柱
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
人
の
声
は
ヘ
短
調
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。 

 

◆
壁
の
見
え
な
い
共
感
覚 

 

さ
て
、
最
も
強
く
自
覚
し
て
い
る
共
感
覚
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
た
が
、

そ
も
そ
も
僕
の
共
感
覚
は
、
壁
が
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
感
覚
で
あ
り
、
五
感
を

総
動
員
し
て
感
得
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

僕
の
場
合
、
共
感
覚
の
中
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
「
音
↓
色
」「
文
字
↓
色
」
の

共
感
覚
も
あ
る
一
方
で
、
一
般
の
共
感
覚
に
は
見
ら
れ
な
い
種
類
と
強
度
の
も

の
が
あ
る
よ
う
で
、
ま
た
確
か
に
特
殊
な
も
の
に
お
い
て
は
、
時
に
日
常
生
活

の
中
に
お
い
て
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
の
は
事
実

で
す
。 

幼
少
よ
り
自
覚
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
そ
れ
だ
と
気
付
い

た
共
感
覚
に
は
、
例
え
ば
「
音
↓
匂
い
・
形
」「
人
の
声
↓
色
・
匂
い
・
形
」「
写

真
・
風
景
↓
匂
い
・
音
（
人
の
表
情
や
景
色
を
作
曲
で
き
る
）」
な
ど
、「
匂
い
」
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が
混
在
す
る
共
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
先
述
の
各
共
感
覚
ほ
ど
に
は
頻
繁
で
な
い

に
し
て
も
、
匂
い
が
実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
「
花
の
写
真
を
見
て
花
の
香
り
を
思
い
出
す
」
と

い
う
感
覚
と
は
ま
る
で
違
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
テ
レ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
音

楽
の
特
定
の
和
音
に
花
の
匂
い
が
す
る
、
と
い
う
実
体
験
で
す
。 

以
下
に
、
僕
に
と
っ
て
「
数
字
が
何
色
に
見
え
て
い
る
か
」「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
が
何
色
に
見
え
て
い
る
か
」「
特
定
の
音
高
の
音
が
何
色
と
何
の
映
像
や
質
感

を
眼
前
に
浮
か
ば
せ
る
か
」
を
、
図
に
し
て
み
ま
し
た
。 
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《
そ
れ
ぞ
れ
の
音
に
感
じ
る
共
感
覚
。
数
字
は
、A

1
（
ラ
）
を4

4
0

H
z

で
調
律

し
た
時
の
周
波
数
、
単
位H

z

（
ヘ
ル
ツ
）》 

 

○
レ
＃
は
ド
＃
と
同
じ
だ
が
、
厳
密
に
は
異
な
る
の
で
、
共
感
覚
色
も
違
う
。

ド
＃
の
時
よ
り
、
レ
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
明
度
が
増
し
、「
太
陽
が
昇
り
か
け
た
夜

明
け
」
な
ど
の
感
覚
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
他
の
半
音
に
つ
い
て
も
同
じ
。
ま

た
、
平
均
律
楽
器
で
あ
る
ピ
ア
ノ
で
は
、
レ
＃
と
ド
＃
は
全
く
の
同
音
と
し
て

扱
わ
れ
る
が
、
そ
の
両
者
に
対
す
る
僕
自
身
の
共
感
覚
は
異
な
る
も
の
で
、
僕

の
共
感
覚
が
長
年
の
ピ
ア
ノ
教
育
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
（
論
理
上
も
自
覚
と
し
て
も
）
示
し
て
い
る
。 

 

○
あ
く
ま
で
、
特
定
の
周
波
数
の
音
を
聴
い
た
時
に
、
共
感
覚
と
し
て
想
起
さ

れ
る
色
の
一
部
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
想
起
さ
れ
る
も
の
は
あ
り
、
ま

た
作
曲
を
す
る
時
に
、
こ
れ
ら
以
外
の
色
で
作
曲
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
純
音
楽
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
作
曲
す
る
際
に
は
、
こ
の
共
感

覚
に
従
う
こ
と
を
願
望
す
る
上
に
、
そ
の
よ
う
に
音
符
を
書
く
が
、
バ
レ
エ
音

楽
な
ど
の
依
頼
で
は
、
全
く
異
な
る
要
求
に
沿
っ
て
曲
を
書
い
て
い
る
。 

 

○
各
音
高
の
周
波
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
・
二
分
の
一
倍
す
れ
ば
、
オ
ク
タ
ー

ブ
上
・
オ
ク
タ
ー
ブ
下
の
周
波
数
が
得
ら
れ
る
。 

 

【
シ
・
・
・
約4

9
4

H
z

】 

白
、
桃
色
、
薄
い
桃
色
、
花
、
桜
、
優
し
さ
、
悲
哀
、
哀
愁 

 

【
ラ
＃
（
シ
♭
）・
・
・
約4

6
6

H
z

】 

濃
い
桃
色
、
黄
土
色
、
深
い
桃
色
と
こ
げ
茶
色
の
穏
や
か
な
交
じ
り
合
い
、
深

い
愛
、
安
定 

 

【
ラ
・
・
・
約4

4
0

H
z

】 

茶
色
、
土
、
大
地
、
自
然
、
木
、
山
、
荒
野
、
武
士
道 

 
【
ソ
＃
（
ラ
♭
）・
・
・
約4

1
5

H
z

】 
茶
色
、
こ
げ
茶
色
、
小
麦
色
、
和
室
、
畳
、
仏
教
、
和
服 
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【
ソ
・
・
・
約3

9
2

H
z

】 
白
、
肌
色
、
ク
リ
ー
ム
色
、
は
か
な
さ
、
弱
さ
、
淡
い
光
、
甘
さ 

 

【
フ
ァ
＃
（
ソ
♭
）
・
・
・
約3

7
0

H
z

】 

薄
桃
色
、
薄
肌
色
、
薄
紅
色
、
不
安
定
、
不
安
感
、
白
と
黄
と
赤
の
花
畑 

 

【
フ
ァ
・
・
・
約3

4
9

H
z

】 

赤
、
紅
、
桃
色
、
心
臓
、
血
液
、
赤
い
薔
薇
、
華
や
か
、
生
命
、
生
命
力
、
燃

焼 

 

【
ミ
・
・
・
約3

3
0

H
z

】 

青
緑
、
水
色
、
水
色
と
薄
緑
の
穏
や
か
な
交
じ
り
合
い
、
水
、
清
涼
、
聡
明
、

湖
、
霧
、
涙 

 

【
レ
＃
（
ミ
♭
）・
・
・
約3

1
1

H
z

】 

深
緑
、
黄
緑
、
深
緑
の
季
節
、
自
然
、
山
、
森
、
林
、
川
の
中 

 

【
レ
・
・
・
約2

9
4

H
z

】 

黄
、
オ
レ
ン
ジ
色
、
太
陽
、
炎
、
輝
き
、
権
力
、
意
志
、
ま
ぶ
し
さ
、
光
明 

 

【
ド
＃
（
レ
♭
）・
・
・
約2

7
7

H
z

】 

濃
い
灰
色
、
濃
い
茶
色
、
濃
い
紫
色
、
暗
黒
の
中
の
光
明
、
夜
明
け
、
神
仏 

 

【
ド
・
・
・
約2

6
2

H
z

】 

黒
、
暗
黒
、
大
地
、
落
ち
着
き
、
宇
宙
、
最
高
神
、
ト
ン
ネ
ル
、
夜
、
無
、
無

我
、
涅
槃
、
武
士
道 

 

【
追
記
】 

 

私
のG

ra
p

h
e
m

e
-co

lo
r sy

n
e
sth

e
sia

の
う
ち
、私
に
と
っ
て
最
も
面
白
く
、

味
わ
い
深
い
も
の
の
一
つ
が
、
漢
字
に
色
を
見
る
共
感
覚
で
す
。 

 

二
〇
〇
五
年
時
点
の
画
像 
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二
〇
〇
九
年
に
、
色
相
を
細
か
く
修
正
し
つ
つ
、
全
体
を
や
や
彩
度
の
低
い
色

で
描
き
直
し
た
画
像 

 

 

 

○
部
首
を
付
け
た
時
と
付
け
な
い
時
で
、
漢
字
の
色
が
ど
う
変
わ
る
か
を
試
す

の
が
面
白
い
。 

○
実
際
に
見
え
て
い
る
模
様
の
細
部
ま
で
は
描
け
な
い
の
で
、
便
宜
上
、
明
確

に
塗
り
分
け
て
い
ま
す
。 

○
ご
覧
の
通
り
、
全
く
規
則
性
が
な
く
、
漢
字
を
実
際
に
見
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
の
で
す
。 

○
見
た
こ
と
も
な
い
難
し
い
漢
字
に
つ
い
て
も
、
す
ぐ
に
色
を
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

○
つ
ま
り
、
漢
字
に
つ
い
て
も
、
数
の
少
な
い
仮
名
文
字
や
数
字
に
つ
い
て
も
、

文
字
と
色
と
の
対
応
を
あ
ら
か
じ
め
記
憶
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
そ
こ
で
、
パ
ー
ツ
ご
と
に
切
り
離
し
た
状
態
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
近
づ

け
て
い
く
と
ど
う
見
え
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、

「
恋
」
を
例
に
と
り
ま
す
。 

 

 

 

つ
ま
り
、「
注
視
点
ま
た
は
注
視
点
に
近
い
範
囲
に
ど
う
い
っ
た
形
の
も
の
が

見
え
て
い
る
か
」
で
色
が
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
と
、
私
自
身
は
分
析
し
て
い
ま

す
。 
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「
恋
は
水
色
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
半
分
納
得
！
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

  

『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』（
電
子
書
籍
版
を
含

む
） 

 

岩
崎
純
一 

著 

 

二
〇
〇
五
年
六
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
九
年
九
月
十
五
日 

出
版
、
発
売 

 

新
書
本
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
書
籍
用
各
デ
ー
タ
） 

 

書
店
、
電
子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
、
出
版
社
、
国
会
図
書
館
、
公
立
図
書
館 

 

有
料
（
国
会
図
書
館
、
公
立
図
書
館
を
除
く
） 

株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書 

 
IS

B
N

 9
7

8
-4

-5
6

9
-7

7
1

0
9
-0

 

 

著
作
者
が
出
版
社
に
権
利
の
一
部
を
譲
渡 

 

著
作
者
及
び
著
作
権
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要 

 

 

  

目
次 

■
序 

私
が
こ
の
本
を
執
筆
し
た
理
由 

■
第
１
章 

共
感
覚
と
は
何
か 

 

共
感
覚
と
は
何
か/

共
感
覚
で
は
な
い
感
覚/

私
の
感
覚
世
界
の
模
式
図/

文
字

に
対
す
る
共
感
覚/

数
字
に
対
す
る
共
感
覚/

音
に
対
す
る
共
感
覚/

女
性
に
対
す

る
共
感
覚/

対
女
性
共
感
覚
を
も
た
ら
す
の
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
か
？/

共
感
覚
者

は
非
共
感
覚
者
の
見
て
い
る
世
界
が
見
え
な
い
の
か
？/

共
感
覚
者
ど
う
し
は
同

じ
世
界
を
見
て
い
る
の
か
？/

「
赤
は
熱
く
、
青
は
冷
た
い
」
の
は
感
覚
で
は
な

い/

共
感
覚
者
は
記
憶
力
が
い
い
の
か
？ 

■
第
２
章 

日
本
文
化
の
原
風
景
と
し
て
の
共
感
覚 

 

私
の
前
言
語
的
記
憶/

文
字
の
創
作/

日
本
語
へ
の
確
信/

日
本
文
化
論
と
し
て

の
共
感
覚
論/

日
本
の
伝
統
色
と
色
名/

現
代
日
本
人
の
共
感
覚
者
の
実
験/

日
本

語
に
は
も
と
も
と
「
あ
か
・
あ
を
・
し
ろ
・
く
ろ
」
し
か
な
か
っ
た/

色
彩
語
の

変
遷/

同
じ
色
を
見
て
い
て
も
、
世
界
の
「
見
え
方
」
が
違
う/

女
性
の
「
に
ほ
ひ
」

/

感
覚
動
詞
の
欧
米
化/

「
き
く
」
も
あ
ら
ゆ
る
身
体
感
覚
を
含
ん
で
い
た/

外
国

語
の
感
覚
動
詞/

日
本
人
に
と
っ
て
の
「
色
」/

聴
覚
言
語
か
ら
視
覚
言
語
へ
の
変

化
が
共
感
覚
を
失
わ
せ
た/

そ
れ
で
は
漢
字
は
不
要
な
の
か
？/

現
代
日
本
語
で

共
感
覚
を
語
る
と
い
う
こ
と 

■
第
３
章 

共
感
者
覚
男
性
と
し
て 

 
共
感
覚
の
共
時
的
考
察/

共
感
覚
者
に
女
性
が
多
い
理
由/

共
感
覚
は
障
害
で

は
な
い/
対
女
性
共
感
覚
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
か
？/

男
性
は
な
ぜ
対

女
性
共
感
覚
を
失
っ
た
の
か/

日
本
語
の
「
唇
」
と
英
語
の
「lip

」/

恋
と
は
何
か
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/

男
性
の
共
感
覚
者
と
し
て 

■
あ
と
が
き 

  

基
本
的
な
共
感
覚
の
続
編
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
） 

  

二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
十
八
日 
公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
三
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

  

基
本
的
な
共
感
覚
（
二
〇
〇
五
年
の
初
公
表
時
の
内
容
）
の
詳
し
い
続
編
で

す
。 

 

必
要
に
応
じ
、
ユ
ー
ザ
ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
共
に
「iw

a
sa

k
i-j

」
で
ご
覧
下

さ
い
。 

 

さ
ら
な
る
応
用
編
は
、
応
用
的
な
共
感
覚
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
）

を
ご
覧
下
さ
い
。 

  
 
 
 

漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧 

 
 
 
 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

１) 

「
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 
 
 
 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

２) 

「
文
字
よ
、
立
て
。
」 

 
 
 
 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

３) 

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。」 

 
 
 
 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

４) 

「
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 
 
 
 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

５) 

「
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 

【
参
考
】 

  
 
 
 

私
の
知
覚
世
界
の
解
説
な
ど 

 
 
 
 

直
観
像
記
憶
と
共
感
覚 

 
 
 
 

喪
失
し
た
共
感
覚 

 
 
 
 

私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

 

【
二
〇
一
五
年
新
設
】 

★
「
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
」
の
ほ
う
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
私
が
共
感
覚
を
使

っ
て
記
憶
・
知
覚
・
認
知
・
認
識
・
思
考
し
て
い
る
物
事
の
一
覧
」
と
題
し
て
、

ま
だ
サ
イ
ト
内
に
具
体
例
（
ペ
ー
ジ
・
フ
ァ
イ
ル
）
を
掲
載
し
て
い
な
い
も
の

も
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

20 

 

 

 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
） 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

 

漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧 

 

●
漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧
（
解
説
）（P

D
F

） 

●
漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧
（
約
三
千
字
）（P

D
F

） 

  

共
感
覚
立
体
画
像 

(

１) 

「
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 

●
共
感
覚
立
体
画
像 

(

１) 

「
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」（
ブ
ロ
グ
記
事
） 

●
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
当
サ
イ
ト
内
の
動
画
） 

●
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（Y

o
u

T
u

b
e

動
画
） 

●
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（S

k
e
tch

fa
b

で
の
３
Ｄ
手
動
映
像
。S

k
e
tch

U
p

で
制
作
。） 

 
 

 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

２) 

「
文
字
よ
、
立
て
。」 

 

●
共
感
覚
立
体
画
像 

(

２) 

「
文
字
よ
、
立
て
。」（
ブ
ロ
グ
記
事
） 

●
「
文
字
よ
、
立
て
。」
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
当
サ
イ
ト
内
の
動
画
） 

●
「
文
字
よ
、
立
て
。」
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（Y

o
u

T
u

b
e

動
画
） 

●
「
文
字
よ
、
立
て
。」
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（S

k
e
tch

fa
b

で
の
３
Ｄ
手
動
映

像
。S

k
e
tch

U
p

で
制
作
。） 
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共
感
覚
立
体
画
像 

(

３) 

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。」 

 

●
共
感
覚
立
体
画
像 

(

３) 

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。
」
（
ブ
ロ
グ
記
事
） 

●
「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。
」
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
当
サ
イ
ト
内
の
動
画
） 

●
「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。
」
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（Y

o
u

T
u

b
e

動
画
） 

●
「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。」
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（S

k
e
tch

fa
b

で
の
３
Ｄ
手
動

映
像
。S

k
e
tch

U
p

で
制
作
。） 

 
 

 

共
感
覚
立
体
画
像 

(

４) 

「
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 

●
共
感
覚
立
体
画
像 

(

４) 

「
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」（
ブ
ロ
グ
記
事
） 

●
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
当
サ
イ
ト
内
の
動
画
） 

●
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（Y

o
u

T
u

b
e

動
画
） 

●
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚（S

k
e
tch

fa
b

で
の
３
Ｄ
手
動
映
像
。Sk

e
tch

U
p

で
制
作
。） 
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共
感
覚
立
体
画
像 

(

５) 

「
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 

●
共
感
覚
立
体
画
像 

(

５) 

「
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」（
ブ
ロ
グ
記
事
） 

●
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
当
サ
イ
ト
内
の
動
画
） 

●
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（Y

o
u

T
u

b
e

動
画
） 

 
 

  

応
用
的
な
共
感
覚
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
） 

  

二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
十
八
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
三
日 

最
終
更
新 

 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

   

基
本
的
な
共
感
覚
（
二
〇
〇
五
年
の
初
公
表
時
の
内
容
）
お
よ
び
基
本
的
な

共
感
覚
の
続
編
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
）
の
応
用
編
で
す
。 

 

必
要
に
応
じ
、
ユ
ー
ザ
ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
共
に
「iw

a
sa

k
i-j

」
で
ご
覧
下

さ
い
。 

  
 
 
 

将
棋
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 
 
 
 

日
本
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 
 
 
 

世
界
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 
 
 
 

自
動
車
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
日
産
自
動
車
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
例
に
） 

 
 
 
 

鉄
道
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
、
丸
ノ
内
線
を

例
に
） 
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ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
の
証
明
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 
 
 
 

元
素
周
期
表
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 
 
 
 

音
域
表
と
聴
覚
・
共
感
覚 

 
 
 
 

和
歌
を
詠
む
際
に
脳
内
に
出
現
す
る
風
景
の
Ｃ
Ｇ
画
像
化 

 
 
 
 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
図
解 

 
 
 
 

対
女
性
共
感
覚
に
関
す
る
種
々
の
試
み 

 
 
 
 

音
楽
『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

 

【
参
考
】 

  
 
 
 

私
の
知
覚
世
界
の
解
説
な
ど 

 
 
 
 

直
観
像
記
憶
と
共
感
覚 

 
 
 
 

喪
失
し
た
共
感
覚 

 
 
 
 

私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

 

【
二
〇
一
五
年
新
設
】 

★
「
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
」
の
ほ
う
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
私
が
共
感
覚
を
使

っ
て
記
憶
・
知
覚
・
認
知
・
認
識
・
思
考
し
て
い
る
物
事
の
一
覧
」
と
題
し
て
、

ま
だ
サ
イ
ト
内
に
具
体
例
（
ペ
ー
ジ
・
フ
ァ
イ
ル
）
を
掲
載
し
て
い
な
い
も
の

も
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
） 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

 

将
棋
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

●
将
棋
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
盤
面
上
に
お
け
る
共
感
覚
お
よ
び
文
字
に
つ
い

て
の
共
感
覚
色
と
の
比
較
表
）（P

D
F

） 

 

日
本
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 
●
日
本
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（P

D
F

） 

 

世
界
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

24 

 

 
●
世
界
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（P

D
F

） 

 

自
動
車
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

●
自
動
車
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
日
産
自
動
車
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
例
に
）（P
D

F

） 

 

鉄
道
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

●
鉄
道
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
、
丸
ノ
内
線
を
例

に
）
（P

D
F

） 

 

ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
の
証
明
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

●
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
お
よ
び
そ
の
証
明
へ
の
私
の
共
感
覚
に
よ
る
理

解
方
法
の
解
説
（P

D
F

） 

 

元
素
周
期
表
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

●
元
素
周
期
表
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（P

D
F

） 

 

音
域
表
と
聴
覚
・
共
感
覚 

 

●
音
域
表
と
聴
覚
・
共
感
覚
（P

D
F

） 

 

和
歌
を
詠
む
際
に
脳
内
に
出
現
す
る
風
景
の
Ｃ
Ｇ
画
像
化 

 

●
伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

１) 

●
伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

２) 

●
伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

３) 

 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
図
解 

 

●
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
図
解
（P

D
F

） 

 

対
女
性
共
感
覚
に
関
す
る
種
々
の
試
み 

 

●
私
の
対
女
性
共
感
覚
記
録
（P

D
F

） 

●
対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の
考
案
（
解
説
）（P

D
F

） 

●
対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の
考
案
（
色
目
一
覧
）（P

D
F

） 

●
交
響
組
曲 

『
月
ノ
巡
リ
』 

 

音
楽
『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

 
●
音
楽
『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 
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挨
拶
文 

～
知
覚
の
不
思
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
～ 

  

二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
、
共
感
覚
と
呼
ば
れ
る
知
覚
を
持
っ
て
い
る
、
一
九

八
二
年
生
ま
れ
の
男
性
で
す
。
二
〇
〇
三
年
頃
に
、
自
ら
の
持
つ
感
覚
が
「
共

感
覚
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ネ
ッ
ト
上
で
見
出
し
、
二
〇
〇
六
年

頃
よ
り
、
最
近
話
題
の
「m

ix
i

」
の
中
で
も
し
ば
し
ば
こ
の
共
感
覚
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
同
じ
く
共
感
覚
者
の
方
々
や
、
私

の
感
覚
に
関
心
を
持
っ
て
下
さ
る
方
々
に
出
会
い
、
ま
た
共
感
覚
を
研
究
さ
れ

て
い
る
方
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

共
感
覚
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ

れ
で
、
理
解
者
が
増
え
て
嬉
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
普
段
の

生
活
の
中
で
語
る
機
会
、
理
解
さ
れ
る
状
況
が
な
い
じ
れ
っ
た
さ
を
契
機
に
、

こ
の
ブ
ロ
グ
を
始
め
た
わ
け
で
、
皮
肉
だ
な
と
苦
笑
し
て
い
ま
す
。
共
感
覚
と

は
、
私
が
思
う
に
、
一
人
の
人
間
の
人
生
哲
学
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
こ
こ
で
語

ら
せ
て
も
ら
う
以
上
は
、
た
だ
「
文
は
や
り
た
し
書
く
手
は
持
た
ぬ
」
で
は
い

け
な
い
と
い
う
意
識
を
、
自
分
に
対
し
て
課
す
つ
も
り
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の

ブ
ロ
グ
で
は
、
共
感
覚
を
日
記
調
で
語
る
の
で
は
な
く
、
広
く
人
間
の
知
覚
の

不
思
議
で
あ
っ
た
り
、
人
文
的
見
地
か
ら
日
本
や
東
洋
の
文
化
、
人
の
感
性
の

美
し
さ
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
な
ぜ
共
感
覚
の
告
白
の
場
をm

ix
i

の
み
に
限
っ
て
い
た
か
と
言
え

ば
、
私
の
中
に
、
相
手
と
共
感
覚
を
語
る
と
い
う
以
前
に
、
お
互
い
に
「
人
」

対
「
人
」
と
し
て
、
真
剣
に
静
か
に
物
事
を
語
っ
て
い
け
る
関
係
で
い
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
、
ま
ず
は
見
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
閲
覧
者
を
あ
え
て

選
び
た
か
っ
た
た
め
で
す
。
そ
う
い
っ
た
有
意
義
な
関
係
で
い
ら
れ
て
こ
そ
、

初
め
て
「
私
は
共
感
覚
者
で
す
。」
と
、
お
互
い
に
確
信
と
誇
り
を
持
っ
て
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
ブ
ロ
グ
で
は
、
私
の
共
感
覚
を
、
自
分
自
身
に
対
す
る
、
一
生
を
通
じ
た

確
認
の
形
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

 

「
共
感
覚
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
か
ら
も
そ
う
で
す
が
、
私
の
中
に
は
、
幼

い
頃
よ
り
ず
っ
と
、
「
私
は
世
界
の
見
え
方
が
人
と
違
う
。
」
と
い
う
不
安
感
や

恐
怖
感
が
あ
り
ま
し
た
。
共
感
覚
が
私
に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
深
い
も
の
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
深
い
洞
察
と
広
い
視
野
と
を
持
っ
て
語
り
た
い
も
の
で
す
。
子
ど

も
や
か
つ
て
の
全
て
の
ヒ
ト
、
か
つ
て
の
日
本
人
と
日
本
文
化
が
持
っ
て
い
た

は
ず
の
共
感
覚
が
忘
れ
ら
れ
、
人
間
の
豊
か
な
感
性
が
失
わ
れ
ゆ
く
昨
今
を
見

せ
付
け
ら
れ
る
に
つ
け
、「
共
感
覚
者
」
の
唯
一
の
定
義
は
、「
自
分
自
身
の
感

性
に
能
動
的
に
苦
労
し
、
感
動
し
つ
つ
生
き
る
人
」
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
方
と
今
後
も
っ
と
出
会
っ
て
、
有
意
義
な
人

間
関
係
を
築
け
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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●
以
下
が
、
共
感
覚
関
連
の
文
献
・
最
新
の
共
感
覚
情
報
・
海
外
の
科
学
関
連

サ
イ
ト
の
記
事
な
ど
に
基
づ
い
て
私
の
書
い
た
、
共
感
覚
の
解
説
で
す
。 

 h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/4
8

3
8
5

3
9

.h
tm

l 

  

●
以
下
が
、
私
自
身
の
共
感
覚
の
う
ち
、
ご
く
一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
共
感

覚
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
共
感
覚
を
は
じ
め
て
知
っ
た
方
は
、

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
。 

 h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/sy
n

a
e
sth

e
sia

/m
y
_
sy

n
a

e
sth

e
sia

.h
tm

l 

  

●
ネ
ッ
ト
百
科
事
典
の
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
の
「
共
感
覚
」
の
項
も
参
考
に

し
て
み
て
下
さ
い
。 

 h
ttp

://ja
.w

ik
ip

e
d

ia
.o

rg
/w

ik
i/%

E
5

%
8

5
%

B
1

%
E

6
%

8
4
%

9
F

%
E

8
%

A
6

%

9
A

（
共
感
覚
） 

  

■
厳
守
事
項 

 

●
超
常
現
象
・
オ
カ
ル
ト
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
新
興
宗
教
関
連
の
メ
ー
ル
は

一
切
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
返
信
も
致
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
学

問
的
研
究
に
関
す
る
も
の
の
み
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
管
理
人
で
あ

る
私
の
共
感
覚
や
文
章
を
オ
カ
ル
ト
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
方
面
に
利
用
・
紹
介

す
る
こ
と
も
お
や
め
下
さ
い
。
メ
ー
ル
を
お
送
り
い
た
だ
く
際
に
は
、
社
会
的

常
識
を
ご
遵
守
下
さ
い
。 

 

●
心
理
学
等
の
研
究
者
・
専
門
家
と
の
交
流
を
中
心
に
、
学
問
・
文
化
の
た
め

と
の
思
い
で
共
感
覚
研
究
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
個
人

は
い
か
な
る
心
理
学
の
学
派
・
潮
流
に
も
与
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

了
承
下
さ
い
。 

 

●
当
ブ
ロ
グ
や
サ
イ
ト
の
画
像
等
を
無
断
で
転
載
・
使
用
し
て
い
る
サ
イ
ト
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
一
切
許
可
は
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

  

共
感
覚
画
像 

 

二
〇
〇
七
年
五
月
三
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 
十
二
平
均
律
鍵
盤
楽
器
の
音
高
色
と
形 
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上
記
の
音
高
を
基
本
周
波
数
で
掲
げ
る 

 

 

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
色 

 

 

ア
ラ
ビ
ア
数
字
色 

 

 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
色 



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

28 

 

 

  

共
感
覚
者
と
し
て
の
自
覚 

  

二
〇
〇
七
年
六
月
六
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

今
や
「
心
脳
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
者
が
挑
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

一
番
有
名
な
と
こ
ろ
で
言
う
と
、
脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏
の
「
ク
オ
リ
ア
」

に
つ
い
て
の
考
え
方
に
は
、
共
感
覚
者
の
立
場
か
ら
見
て
、
あ
る
程
度
の
共
感

を
覚
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
男
性
共
感
覚
者
と
し
て
の
自
分
を

満
足
さ
せ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
は
、
過
去
の
哲
学
者
か
、
仏
教
か
、
そ
の

あ
た
り
し
か
な
い
、
な
ん
て
率
直
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
そ
れ
ま
で
だ
け

れ
ど
、
や
は
り
外
の
学
術
分
野
が
気
に
な
っ
て
覗
い
て
し
ま
う
、
こ
れ
は
け
っ

こ
う
大
切
な
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い
る
。 

 

「
ク
オ
リ
ア
」
に
は
、「
感
覚
質
」
と
い
う
訳
語
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
僕
は
「
主

観
的
体
験
」
と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
術
語
が
好
き
で
、
先
日
、
自
分
の
共
感
覚

に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
し
た
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
も
、「
主
観
的
体
験
と

し
て
の
共
感
覚
、
及
び
共
感
覚
の
芸
術
的
表
現
」
な
ん
て
、
タ
イ
ト
ル
に
こ
だ

わ
っ
て
み
た
。 

 

「
ク
オ
リ
ア
」
と
い
う
の
は
、
人
間
の
知
覚
の
解
明
に
自
然
科
学
的
態
度
で
挑

む
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
意
味
で
使
わ
れ
る
か
ら
、
哲
学
と
芸
術
に
力
点
を

置
く
僕
は
、「
主
観
的
体
験
」
と
言
っ
て
み
た
か
っ
た
だ
け
だ
け
れ
ど
。
そ
れ
は

前
置
き
と
し
て
・
・
・
。 

  

「
脳
が
分
か
れ
ば
、
心
が
分
か
る
か
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
答
え
を
与
え

よ
う
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
諸
分
野
で
の
研
究
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
僕
だ
っ
て

興
味
が
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
「
共
感
覚
者
」
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
知
覚
の
仕
方
は
、「
共
感
覚
」

と
言
う
よ
り
は
、
個
性
の
う
ち
だ
か
ら
、
本
当
は
「
共
感
覚
」
と
い
う
言
葉
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
人
間
と
の
知
覚
に
差
を
設
け
る
な
ん
て
こ
と
は
し

た
く
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、「
音
楽
を
聴
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
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い
実
際
の
嗅
覚
と
し
て
、
匂
い
が
す
る
」
と
い
っ
た
感
覚
を
、
き
ち
ん
と
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
共
感
覚
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
し

か
な
い
。 

 

し
か
し
、「
共
感
覚
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
自
体
が
、
同
時
に
「
共
感
覚

を
持
た
な
い
人
間
の
群
」
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
で
あ
る

以
上
（
「
共
感
覚
」
な
る
言
葉
を
僕
ら
共
感
覚
者
が
拝
借
し
て
い
る
以
上
）、
他

の
学
術
分
野
の
動
向
も
き
ち
ん
と
追
っ
て
い
く
知
的
態
度
と
教
養
は
、
共
感
覚

者
に
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 

突
然
、
人
に
向
か
っ
て
、
前
回
の
ブ
ロ
グ
の
よ
う
に
「
僕
は
景
色
に
音
が
聴
こ

え
る
」
だ
と
か
、「
手
で
触
ら
ず
に
人
や
物
を
触
れ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
も
、
パ

ッ
と
理
解
す
る
人
が
、
共
感
覚
者
以
外
に
ま
ず
い
な
い
の
は
当
然
で
、
し
か
し
、

そ
こ
で
そ
れ
な
り
に
論
拠
を
も
っ
て
、「
こ
れ
は
共
感
覚
と
言
っ
て
、
す
で
に
学

際
的
な
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
っ
て
し
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
は

非
共
感
覚
者
に
対
し
て
説
得
力
が
あ
る
。
で
も
、
こ
れ
は
よ
く
考
え
た
ら
、
寂

し
い
こ
と
で
も
あ
る
と
思
う
。 

 

「
う
つ
」
に
し
て
も
、「
今
日
は
嫌
い
な
人
と
話
し
て
い
て
、
チ
ョ
ー
う
つ
状
態

で
・
・
・
」
な
ど
と
、
皆
が
「
う
つ
」
の
語
を
日
常
で
多
用
し
て
い
る
た
め
に
、

本
当
に
「
う
つ
」
で
悩
ん
で
い
る
人
が
陰
に
隠
れ
て
し
ま
う
社
会
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
「
う
つ
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
、
「
う
つ
」
の
真
相
を
ど
こ
か
に
追

い
や
る
と
い
う
、
本
末
転
倒
の
こ
と
が
起
こ
り
や
す
い
。 

 

共
感
覚
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
共
感
覚
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

共
感
覚
の
イ
ン
フ
レ
が
起
こ
っ
て
、
真
性
の
共
感
覚
が
隠
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
、

や
は
り
避
け
な
い
と
い
け
な
い
。「
共
感
覚
は
、
イ
メ
ー
ジ
・
比
喩
・
連
想
・
想

念
・
想
像
な
ど
で
は
な
い
。
ク
オ
リ
ア
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と

も
き
ち
ん
と
定
義
と
し
て
守
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

  

し
か
し
、
か
と
言
っ
て
、
多
く
の
共
感
覚
者
に
し
て
み
れ
ば
、「
そ
ん
な
こ
と
言

っ
た
っ
て
、
そ
も
そ
も
人
と
違
う
自
分
の
こ
の
感
覚
が
、
本
当
に
脳
の
表
象
と

し
て
、
全
て
を
言
語
化
し
て
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
を
持
つ

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
僕
だ
っ
て
そ
う
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
「
共
感
覚
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
人
と
は
違
う
自
分
の
知
覚
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
自
体
が
、
自
分
の
感
性
を
狭
め
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
制
約
だ
と
思
う
。 

 

僕
が
、
自
分
の
共
感
覚
も
含
め
て
、
本
当
に
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
体

的
な
人
間
の
生
・
自
我
と
い
う
も
の
の
自
己
同
一
性
・
一
回
性
・
唯
一
性
を
、

最
小
単
位
と
し
て
の
”
個
体
”
そ
の
も
の
に
宿
る
も
の
と
見
て
、
東
洋
的
な
「
生

の
哲
学
」
を
志
向
す
る
こ
と
に
あ
る
。 
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言
い
換
え
る
と
、
重
視
し
て
い
る
の
は
、
「
脳
が
分
か
れ
ば
、
心
が
分
か
る
か
」

よ
り
も
、「
心
が
分
か
っ
て
、
脳
が
分
か
ら
な
い
の
が
、
人
間
の
現
実
存
在
性
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
最
初
か
ら
前
提
と
し
て
、
い
わ
ば
「
身
心
一
如
」（
＝
体

と
心
と
は
一
体
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
）
を
追
求
す
る
こ
と
だ
。 

 

「
失
恋
し
た
ら
、
本
当
に
病
気
に
な
っ
た
」「
緊
張
し
て
腹
が
痛
く
な
っ
た
」
と

言
う
よ
う
に
、「
身
心
一
如
」
な
ん
て
、
人
間
に
と
っ
て
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
案
外
当
た
り
前
の
こ
と
に
は
な
っ
て

い
な
い
と
思
う
。 

 

で
も
、
一
つ
の
提
案
と
し
て
、
真
摯
に
自
分
の
感
性
と
日
々
向
き
合
っ
て
い
る

共
感
覚
者
に
は
、
何
も
推
論
や
思
弁
と
し
て
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
実
感
と
し

て
「
身
心
一
如
」
を
理
解
で
き
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
自
分

の
共
感
覚
を
心
か
ら
楽
し
ん
だ
り
、
共
感
覚
と
懸
命
に
闘
っ
て
生
き
て
い
る
と

思
え
る
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ

て
、
い
つ
も
嬉
し
く
な
る
。 

  

共
感
覚
関
連
リ
ン
ク 

 

二
〇
〇
七
年
六
月
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
し
ば
し
ば
見
て
い
る
松
岡
正
剛
氏
の
サ
イ
ト
に
、
共
感
覚
の
本
（C

y
to

w
ic

著
）
に
つ
い
て
非
常
に
的
確
な
解
説
が
あ
っ
た
の
で
、
リ
ン
ク
。
本
自
体
は
も

う
古
い
け
れ
ど
・
・
・
。 
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（
引
用
）「
な
ぜ
一
部
の
人
々
は
共
感
覚
を
も
っ
て
い
る
の
か
」
と
問
う
こ
と
が

間
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
な
ぜ
一
部
の
人
々
は
共
感
覚
が
意
識
に

の
ぼ
る
の
か
」
と
問
う
べ
き
だ
っ
た
。（
中
略
） 

 

問
題
は
共
感
覚
の
ア
リ
バ
イ
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
わ
れ
わ

れ
の
自
己
意
識
は
い
つ
の
ま
に
共
感
覚
を
使
わ
な
い
よ
う
に
発
達
し
て
し
ま
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。（
引
用
終
） 

 

前
々
回
の
僕
の
ブ
ロ
グ
と
た
い
だ
い
同
じ
で
す
。 

 

こ
れ
に
加
え
て
、
音
楽
理
論
や
民
族
や
男
女
差
の
観
点
で
、「
日
本
人
男
性
は
、

な
ぜ
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
共
感
覚
を
失
っ
た
の
か
。」
「
な
ぜ
共
感
覚
者

の
う
ち
、
圧
倒
的
多
数
を
女
性
が
占
め
て
い
る
の
か
。
」「
日
本
や
東
洋
の
音
楽

理
論
や
文
化
観
の
絶
対
的
な
共
感
覚
性
は
、
ヒ
ト
の
進
化
の
過
程
の
ど
こ
で
生

じ
た
か
。」
を
追
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
僕
の
考
え
で
す
。 
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●
他
に
も
共
感
覚
関
連
リ
ン
ク 

 
（
素
晴
ら
し
い
共
感
覚
の
記
述
） 
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（
芭
蕉
と
共
感
覚
） 

  

な
ん
だ
か
、
大
伴
家
持
が
万
葉
集
で
、「
振
り
放
け
て
三
日
月
見
れ
ば
一
目
見
し

人
の
眉
引
き
思
ほ
ゆ
る
か
も
」
と
、
三
日
月
を
女
性
の
眉
に
た
と
え
て
詠
ん
だ

こ
と
を
、「
日
本
人
男
性
が
本
来
持
っ
て
い
た
、
太
古
以
来
の
共
感
覚
性
」
を
物

語
っ
て
い
る
と
言
っ
て
し
ま
う
の
も
、
決
し
て
暴
論
で
も
な
い
と
、
ふ
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
昨
夜
。 

  

共
感
覚
テ
ス
ト
に
挑
戦
＆
あ
る
一
つ
の
発
見 

 

二
〇
〇
七
年
六
月
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●h
ttp
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w
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a
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） 

 

先
日
僕
が
参
加
し
た
、
ネ
ッ
ト
上
で
で
き
る
共
感
覚
テ
ス
ト
の
サ
イ
ト
で
す
。

（
英
語
で
す
。） 

 

文
字
や
曜
日
・
月
の
名
前
が
、
ラ
ン
ダ
ム
に
３
回
ず
つ
出
て
き
て
、
そ
れ
が
何

色
に
見
え
る
か
を
、
自
分
で
パ
レ
ッ
ト
上
で
作
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
く
テ
ス

ト
で
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
非
共
感
覚
者
に
は
ど
の
文
字
・
単
語
と
も
黒
色
に
し
か
見
え
ず
、

こ
の
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。 

→ 
h

ttp
://w

w
w

.sy
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sth
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R
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共
感
覚
者
な
ら
、
見
え
て
い
る
色
を
そ
の
ま
ま
作
れ
ば
よ
い
の
で
、
３
回
と
も

類
似
し
た
結
果
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
観
点
の
よ
う
で
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

結
果
の
数
値
が1

.0
0

を
下
回
れ
ば
、
真
性
の
共
感
覚
者
で
あ
る
と
定
義
し
て
い

る
よ
う
で
す
。 

 

一
つ
、
教
訓
な
の
で
す
が
、
も
し
試
さ
れ
る
場
合
は
、
同
じ
部
屋
で
（
部
屋
の

電
気
を
同
じ
状
態
に
し
て
）、
同
じ
パ
ソ
コ
ン
で
、
同
じ
天
気
の
日
に
、
同
じ
時

刻
あ
た
り
に
、
落
ち
着
い
て
解
き
ま
し
ょ
う
。
と
言
い
ま
す
の
が
、
テ
ス
ト
が

長
か
っ
た
の
で
、
日
を
分
け
て
し
ま
い
、
作
曲
専
用
パ
ソ
コ
ン
で
つ
い
で
に
解



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

32 

 

い
た
り
、
解
像
度
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
違
う
別
の
パ
ソ
コ
ン
で
解
い
た
り
、
途

中
で
電
話
が
鳴
っ
た
り
、
か
な
り
邪
念
が
入
っ
た
（
！
）
の
で
、
自
分
に
見
え

て
い
る
色
が
変
化
し
て
し
ま
い
、
画
面
上
の
色
を
作
り
き
れ
ず
、
こ
れ
は
じ
れ

っ
た
い
な
あ
、
困
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
、
仕
方
な
く
諦
め
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。 

 

こ
う
い
っ
た
細
か
い
事
態
は
、
研
究
者
側
は
想
定
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
し
、

文
字
や
単
語
に
見
え
る
細
か
い
色
の
違
い
や
模
様
な
ど
を
考
慮
し
て
い
な
い
点

が
不
十
分
で
す
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
な
か
な
か
面
白
い
試
み
だ
と
思

い
ま
す
。（
部
屋
の
電
気
や
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
・
解
像
度
・
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
違

い
は
、
さ
す
が
に
盲
点
で
し
た
・
・
・
。
一
つ
勉
強
で
す
。） 

 

僕
の
結
果
→ 

g
cj.jp

g
 

m
cj.jp

g
 

  

共
感
覚
・
閃
輝
暗
点
関
連
リ
ン
ク
（
映
像
） 

  

二
〇
〇
七
年
六
月
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
共
感
覚
映
像 

 

h
ttp

://sy
n

a
e
sth

e
sia

.u
w

a
te

rlo
o
.ca

/G
lo

b
a
l_

sm
a
ll.w

m
v

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル

ー
大
学
） 

 h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

q
Q

cq
z
tQ

Q
Iu

4

（
神
経
科
医
ラ
マ
チ

ャ
ン
ド
ラ
ン
氏
） 

 h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

D
v
w

T
S

E
w

V
B

fc 

（D
r. E

A
G

L
E

M
A

N
'S

 L
A

B

） 

 h
ttp

://w
w

w
.n

e
tru

sh
.jp

/k
a
n

s
e
i_

a
rch

iv
e
s/k

a
n

se
i_

0
1

/p
la

y
e
r.h

tm
l?u

rl

=
k

a
n

se
i_

0
1

_
0

.a
sx

 

（
感
性
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

「
共
感
覚
」 

工
学
院
大
学 

椎
塚
久
雄
氏
） 

（
二
分
三
十
秒
あ
た
り
の
司
会
の
女
性
の
間
違
っ
た
発
言
に
、
思
わ
ず
「
そ
う

で
す
ね
。」
と
答
え
て
し
ま
う
場
面
に
苦
笑
し
ま
す
が
、
共
感
覚
者
の
皆
さ
ん
は
、

気
を
楽
に
し
て
聞
き
流
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
共
感
覚
は
、”
単
語
の
上
で

は
”
い
わ
ゆ
る
「
共
感
」
と
は
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
な
の

で
、
念
の
た
め
付
記
。） 

  

●
閃
輝
暗
点
映
像 

 
（
こ
の
症
状
を
お
持
ち
の
方
へ
。
映
像
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
影

響
か
ら
症
状
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ご
自
分
の
意
志
で
お
願
い
し
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ま
す
。
そ
う
言
う
僕
は
見
た
わ
け
で
す
が
。
） 

 h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b
e
.co

m
/w

a
tch

?v
=

w
Y

0
-u

Y
m

m
3
N

A
 

（h
ttp

://w
w

w
.M

ig
ra

in
e
A

rch
iv

e
.co

m
/

よ
り 

閃
輝
暗
点
・M

ig
ra

in
e
 

A
u

ra

） 

 

こ
れ
は
閃
輝
暗
点
と
い
う
症
状
で
す
。
僕
の
場
合
、
こ
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
時
、

視
野
の
ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
、
そ
の
後
の
頭
痛
の
最
中
は
、
言
葉
が
す
ば
や
く

思
い
出
せ
な
い
、
呂
律
が
回
ら
な
い
、
頭
痛
と
は
反
対
側
の
半
身
が
し
び
れ
る
、

言
葉
の
意
味
が
分
か
っ
て
い
な
が
ら
文
字
が
一
時
的
に
読
め
な
く
な
る
、
嘔
吐

す
る
、
と
い
っ
た
症
状
が
出
る
の
で
、
前
兆
が
あ
っ
た
時
点
（
頭
痛
の
一
日
前

～
数
時
間
前
）
で
、
か
つ
て
は
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
、
次
の
数
日
間
の

予
定
を
う
ま
く
取
り
計
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
（
高
校
の
頃
が
、
最
も
重
症
） 

 

こ
れ
も
女
性
に
多
く
、「
共
感
覚
者
の
女
性
」
と
「
閃
輝
暗
点
・
偏
頭
痛
持
ち
の

女
性
」
と
が
か
な
り
重
な
る
こ
と
か
ら
（
日
本
・
海
外
を
問
わ
ず
）、
こ
の
視
点

で
も
探
究
中
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
ら
が
合
併
す
る
こ
と
は
、
十
分
に

あ
り
得
る
と
い
う
の
が
、
僕
の
視
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
母
親
が
閃
輝
暗
点
持

ち
で
、
そ
の
娘
が
共
感
覚
者
」
と
い
う
例
（
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
）
も
、
か
な

り
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
両
方
を
持
つ
女
性
だ
と
、
こ
れ
ま
で
十

数
人
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。
僕
と
同
様
・
同
程
度
の
感
覚
・
症
状
を
持
つ
男
性

に
は
、
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
概
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
閃
輝
暗
点
・
失
読
症
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま

た
詳
し
く
語
っ
て
み
ま
す
。
今
日
は
と
り
あ
え
ず
、
映
像
の
紹
介
ま
で
。 

 

（
※ 

閃
輝
暗
点
は
、
眼
球
の
異
常
で
も
脳
卒
中
で
も
そ
れ
ら
の
前
兆
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
痛
み
自
体
は
、
全
く
伴
わ
な
い
人
か
ら
、
ク
モ
膜
下
出
血
ほ
ど
の

人
ま
で
様
々
。） 

  

●
共
感
覚
・
偏
頭
痛
関
連
団
体 

 

海
外
に
は
、「
共
感
覚
協
会
」
な
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
。 

 h
ttp

://w
w

w
.u

k
sy

n
a

e
sth

e
sia

.co
m

/

（
イ
ギ
リ
ス
） 

 h
ttp

://sy
n

e
sth

e
sia

.in
fo

/

（
ア
メ
リ
カ
） 

 h
ttp

://w
w

w
.sy

n
e
sth

e
sia

.co
m

.a
u

/

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
） 

 h
ttp

://w
w

w
.d

o
cto

rh
u

g
o
.o

rg
/sy

n
a

e
sth

e
sia

/in
d

e
x
.h

tm

（
ベ
ル
ギ
ー
） 

 
閃
輝
暗
点
協
会
な
る
も
の
ま
で
存
在
し
ま
す
。 

 h
ttp

://w
w

w
.m

ig
ra

in
e
-a

u
ra

.o
rg

/ 
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共
感
覚
の
種
類
一
覧
（
統
計
と
解
説
） 

 

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

上
か
ら
順
に
、 

 

・
感
覚
刺
激
→
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
覚 

 

・
僕
自
身
の
共
感
覚
の
強
度
を
６
段
階
で
表
記
。 

 

●
：
時
と
場
合
に
よ
る
～
●
●
●
●
●
●
：
最
も
強
い 

 

・
参
考
ま
で
に
、
欧
米
の
共
感
覚
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
統
計
を
付
記
。「--

」

は
統
計
な
し
、
ま
た
は
不
明
。 

R
ich

a
rd

 E
. C

y
to

w
ic 

氏 
2

0
0

2

年
の
統
計
（
被
験
者
総
数3

6
5

） 

S
e
a

n
 A

. D
a

y
 

氏 
2

0
0
5

年3

月
の
統
計
（
被
験
者
総
数7

7
8

） 

S
e
a

n
 A

. D
a

y
 

氏 
2

0
0
7

年1

月
の
統
計
（
被
験
者
総
数8

7
1

） 

い
ず
れ
も
、
約
半
数
が
複
数
の
共
感
覚
を
保
持
。 

  

○G
ra

p
h

e
m

e
s

→C
o
lo

rs/

書
記
素
→
色 

●
●
●
●
●
● 

6
6

.8
%
 

6
6

.5
%
 

6
4

.9
%

 

 

い
わ
ゆ
る
「
文
字
に
色
が
見
え
る
」
共
感
覚
。
言
語
学
的
に
言
う
と
、
対
象
は

書
記
素
。
日
本
語
な
ら
、
例
え
ば
「
か
」
に
色
が
見
え
る
感
覚
。
表
音
文
字
文

化
圏
の
共
感
覚
者
の

7

割
近
く
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
。
日
本
人
で
も
、
お
そ

ら
く
最
多
。
圧
倒
的
に
女
性
に
多
し
。
個
人
的
に
は
、
仮
名
文
字
（
音
節
文
字
）

文
化
を
背
負
っ
て
き
た
日
本
人
女
性
の
占
め
る
割
合
に
、
今
後
注
目
し
た
い
。 

 

←
僕
の
共
感
覚 

 

  

○P
h

o
n

e
m

e
s

→C
o
lo

rs/

音
素
→
色 

●
●
●
●
●
● 

9
.6

%
 

9
.9

%
 

9
.2

%
 

 

「k

」
（
ク
ッ
）
や
「a

」
（
ア
）
の
「
音
」
に
色
が
見
え
る
感
覚
。
表
音
文
字
言
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語
圏
独
特
の
分
類
な
の
で
、
統
計
が
取
ら
れ
る
。「
ん
」
と
「
っ
」
以
外
は
全
て

開
音
節
で
あ
る
日
本
語
に
音
素
を
認
め
な
い
（
音
節
「
か
」
の
み
最
小
単
位
と

し
て
認
め
る
）
説
あ
り
。
従
っ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、「
外
国
語
の
音
素
文

字
を
見
て
何
が
見
え
る
か
」
と
い
う
議
論
に
な
る
。
日
本
人
女
性
共
感
覚
者
の

ほ
と
ん
ど
が
、「
か
」
の
形
と
「
か
」
と
い
う
音
声
に
見
え
る
色
が
一
致
し
て
い

る
と
答
え
る
の
は
そ
の
た
め
。 

 

僕
と
し
て
は
、
共
感
覚
の
実
体
験
者
の
立
場
か
ら
、
言
語
文
化
の
根
本
的
な
違

い
は
重
視
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
環
境
的
要
因
が
入
り
込
め
な
い
生
得
的
要
因
が

あ
る
と
い
う
輻
輳
説
（C

o
n

v
e
rg

e
n

ce
 T

h
e
o
ry

）
に
立
っ
て
、
日
本
人
女
性
共

感
覚
者
が
仮
名
文
字
を
書
い
た
り
話
し
た
り
す
る
時
の
、
色
彩
の
知
覚
や
脳
の

動
き
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
僕
に
と
っ
て
も
、「
か
」
は
「
紅
色
」

で
あ
る
と
表
象
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
「
レ
ッ
ド
（re

d

）」
の
指
し

示
す
概
念
に
当
た
る
色
に
は
見
え
な
い
。
逆
に
、
「A
」
は
オ
レ
ン
ジ
な
の
に
、

「a

」
が
青
に
見
え
る
の
は
、
音
素
で
は
な
く
、
文
字
の
形
状
に
視
覚
が
反
応
し

て
い
る
と
言
え
る
。
文
字
に
見
え
る
色
が
、
自
分
が
生
ま
れ
持
っ
た
人
種
的
・

民
族
的
体
質
に
左
右
さ
れ
る
か
否
か
は
、
僕
の
最
大
の
注
目
点
で
、
日
本
人
女

性
が
、
漢
字
の
形
態
素
か
ら
音
素
文
字
を
生
み
出
さ
ず
に
、
全
て
開
音
節
で
あ

る
音
節
文
字
文
化
を
育
ん
だ
感
覚
と
、
現
在
の
日
本
人
女
性
共
感
覚
者
の
書
記

素
と
音
節
に
一
定
の
色
を
感
じ
る
共
感
覚
と
は
、
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。 

 

←
僕
の
共
感
覚 

 

   

○M
u

sica
l so

u
n

d
s

→C
o
lo

rs/

音
楽
・
楽
音
→
色 

●
●
●
●
●
● 

1
4

.5
%
 

1
8

.5
%
 

1
9

.5
%

 

 

「
色
聴
（co

lo
r h

e
a

rin
g

）」
と
呼
ば
れ
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。
男
女
比1

:6

、

1
:7

、1
:2

0

な
ど
諸
説
あ
っ
て
信
用
な
ら
な
い
が
、
特
に
著
し
い
男
女
差
が
言
わ

れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
実
際
に
「
見
え
る
」
感
覚
か
ら
、「
そ
う
感
じ
る
」
感

覚
ま
で
を
含
め
て
、「
色
聴
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
狭
め
た
ほ
う

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。 

  

○G
e
n

e
ra

l 
so

u
n

d
s

→C
o
lo

rs/

噪
音
・
一
般
的
な
音
→
色 

●
●
●
●
●
● 
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1
2

.1
%
 

1
4

.5
%
 

1
4

.9
%

 

 
例
え
ば
、
日
産
ス
カ
イ
ラ
イ
ンR

3
4

型
の
エ
ン
ジ
ン
音
は
、
僕
に
と
っ
て
は
灰

色
と
青
色
の
波
線
の
流
動
、
と
い
っ
た
感
覚
。
こ
だ
わ
り
・
嗜
好
の
あ
る
も
の

に
は
快
感
を
感
じ
る
が
、
う
る
さ
い
街
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
色
が
見
え
す
ぎ

て
脳
が
飽
和
状
態
を
起
こ
し
、
気
分
が
悪
く
な
る
の
は
、
色
聴
者
の
難
点
か
・
・
・
。 

  

○M
u

sica
l 

n
o
te

s

→C
o
lo

rs/
音
符
（1

オ
ク
タ
ー
ブ1

2

音
）
→
色 

●
●
●

●
●
● 

1
0

.4
%
 

9
.6

%
 

9
.0

%
 

 

こ
れ
も
「
色
聴
」。 

 

←
僕
の
共
感
覚 

 

  

な
お
、
逆
に
物
の
色
・
形
や
風
景
、
人
の
姿
を
見
る
な
ど
し
た
時
、
そ
れ
に
対

応
し
た
音
や
音
楽
が
聴
こ
え
る
共
感
覚
を
「
音
視
（to

n
e
 se

e
in

g

）」
と
呼
び
、

下
の
ほ
う
の
「
視
覚
→
音
」
の
感
覚
が
そ
の
一
つ
に
当
た
る
。（
脳
波
測
定
で
、

視
覚
刺
激
が
入
っ
た
と
こ
ろ
、
聴
覚
野
が
一
緒
に
光
る
。） 

  

○T
im

e
 

u
n

its

→C
o
lo

rs/

時
間
（
単
位
）
→
色 

●
●
●
●
● 

1
9

.2
%
 

2
2

.8
%
 

2
3

.1
%

 

 

欧
米
の
統
計
で
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
か
、
い
ま
だ
に
不
明
。
欧
米
で
は
常

に
全
共
感
覚
の
う
ち
第
二
位
の
座
を
占
め
る
。
東
洋
・
西
洋
の
暦
を
含
め
て
探

究
中
。 

  

○P
e
rso

n
a

litie
s

→C
o
lo

rs/

個
性
・
人
格
→
色 

●
●
●
●
●
● 

4
.4

%
 

5
.5

%
 

5
.4

%
 

 

い
わ
ゆ
る
オ
ー
ラ
と
は
、
こ
の
共
感
覚
と
の
説
あ
り
。 

参
照
：h

ttp
://ij-a

rt-m
u

sic.sb
lo

.jp
/a

rticle
/4

3
5

4
2

1
6

.h
tm

l 
（
オ
ー
ラ
は
共
感
覚
の
一
種
か
否
か
） 
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女
性
の
場
合
、
男
性
の
声
に
色
を
感
じ
る
と
い
う
例
か
な
り
多
し
。 

  

○P
e
rso

n
a
litie

s

→S
o
u

n
d

s/

個
性
・
人
格
→
音 

●
●
●
●
●
● 

--  
--  

-- 

 

僕
と
し
て
は
、
人
の
姿
や
人
格
を
見
る
と
、
色
と
音
と
が
一
緒
に
浮
か
ん
で
く

る
の
だ
が
・
・
・
。 

  

○P
e
rso

n
a
litie

s

→S
m

e
lls/

個
性
・
人
格
→
匂
い 

●
●
●
●
● 

--  
0

.4
%
 

0
.3

%
 

  

○P
e
rso

n
a
litie

s

→T
o
u

ch
e
s/

個
性
・
人
格
→
触
感 
●
●
●
●
●
● 

--  

0
.1

%
 

0
.1

%
 

 

一
時
期
、
文
字
や
物
の
外
形
・
人
の
姿
を
表
象
す
る
脳
の
部
位
と
、
色
を
司
る

部
位
と
が
、
物
理
的
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
文
字
→
色
」
「
人
の
姿
→

色
」
の
共
感
覚
者
の
多
さ
が
説
明
さ
れ
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
頭
頂
連
合

野
（
体
性
感
覚
野
）
を
一
切
介
さ
ず
に
、
視
覚
野
や
聴
覚
野
に
お
い
て
体
性
感

覚
と
の
統
合
が
起
こ
る
（
ヒ
ト
の
原
初
的
な
知
覚
形
態
で
あ
る
視
覚
野
や
聴
覚

野
で
の
知
覚
統
合
が
、
連
合
野
で
の
統
合
に
先
行
す
る
）
こ
と
が
分
か
り
つ
つ

あ
る
。 

 

先
述
の
、「
男
性
の
声
に
色
が
見
え
る
」
女
性
共
感
覚
者
が
い
る
以
外
に
も
、「
手

で
触
っ
て
い
な
い
の
に
、
男
性
を
見
た
だ
け
で
触
っ
た
感
じ
が
す
る
」
と
い
う

女
性
共
感
覚
者
が
い
る
こ
と
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
が
説
明
で
き
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
い
っ
た
共
感
覚
は
、
高
次
の
脳
領
域
で
起
こ
る
の
で
は
な
く
、

ヒ
ト
本
来
の
潜
在
能
力
の
働
き
の
み
で
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、

「
女
性
を
見
た
だ
け
で
、
手
で
触
っ
て
い
な
い
の
に
、
触
っ
た
感
覚
が
あ
る
」

と
い
う
僕
の
感
覚
も
、
同
じ
こ
と
で
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

先
述
の
「
色
聴
」
の
話
で
も
そ
う
だ
が
、
コ
ウ
モ
リ
に
向
か
っ
て
「
超
音
波
を
”

聴
く
よ
う
に
感
じ
て
い
る
”
の
か
、”
見
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
”
の
か
」
と
尋

ね
た
と
し
て
、「
感
じ
て
い
る
」
事
実
ま
で
は
科
学
で
証
明
で
き
て
も
、
体
験
し

な
い
限
り
分
か
ら
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
共
感
覚
者
と
い
う
の
は
、
実
は
そ

う
い
う
領
域
に
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

現
代
科
学
が
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
行
き
過
ぎ
た
脳
の
機
能
局
在
性
に
つ
い

て
、
あ
え
て
僕
も
共
感
覚
者
の
立
場
か
ら
疑
問
を
呈
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

逆
に
脳
の
面
白
さ
を
見
て
い
き
た
い
。
む
し
ろ
、
個
人
を
そ
れ
以
上
分
断
し
て

脳
の
細
部
へ
と
迫
る
よ
り
も
、
脳
の
個
人
差
・
男
女
差
・
人
種
差
・
民
族
差
そ

の
も
の
が
言
語
や
文
化
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
ほ
う
に
興
味
が
あ

る
。 
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○T
a

ste
s

→C
o
lo

rs/

味
→
色 

●
●
● 

6
.3

%
 

6
.6

%
 

6
.3

%
 

 
和
食
の
ほ
う
が
、
非
原
色
的
だ
が
、
色
の
種
類
が
多
種
多
様
。 

  

○P
a
in

s

→C
o
lo

rs/
痛
み
→
色 

●
●
● 

4
.4

%
 

5
.8

%
 

5
.5

%
 

 

閃
輝
暗
点
の
後
の
頭
痛
は
、
ほ
と
ん
ど
黄
土
色
の
激
痛
。
最
近
は
鎮
静
化
。 

  

○S
m

e
lls

→C
o
lo

rs/

匂
い
→
色 

●
● 

5
.8

%
 

6
.8

%
 

6
.8

%
 

 

時
と
場
合
と
物
に
よ
る
。 

  

○T
o
u

ch
e
s

→C
o
lo

rs/

触
感
→
色 

●
● 

1
.9

%
 

4
.0

%
 

4
.0

%
 

  

○T
e
m

p
e
ra

tu
re

s

→C
o
lo

rs/

温
度
→
色 

●
●
●
●
● 

2
.2

%
 

2
.4

%
 

2
.5

%
 

 

こ
れ
は
、
温
度
が
高
い
と
「
赤
」
、
低
い
と
「
青
」
と
い
う
よ
う
な
、
一
般
的
な

感
覚
と
は
全
く
別
の
こ
と
を
言
っ
て
い
て
、
僕
の
場
合
は
、
人
の
体
温
に
色
彩

を
言
え
る
こ
と
が
多
い
。
上
の
「
個
性
・
人
格
→
～
」
と
は
、
自
分
の
中
で
は

区
別
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。 

  

○O
rg

a
sm

→C
o
lo

rs/

オ
ー
ガ
ズ
ム
→
色 

●
●
●
●
●
● 

--  
1

.0
%
 

2
.1

%
 

 

女
性
か
ら
の
報
告
多
し
。
数
年
前
か
ら
、
き
ち
ん
と
世
界
的
に
統
計
が
出
始
め

た
。
今
後
、
研
究
が
進
ん
で
ほ
し
い
。
僕
に
と
っ
て
は
、
琥
珀
色
で
あ
っ
た
り
、

山
吹
色
で
あ
っ
た
り
、
蓬
色
で
あ
っ
た
り
す
る
。
次
の
「
音
楽
・
音
」
と
峻
別

せ
ず
、
色
と
音
が
融
合
し
て
滑
走
・
流
動
す
る
と
い
う
言
い
方
が
最
も
ふ
さ
わ

し
い
。 

 

女
性
共
感
覚
者
の
意
見
は
何
人
も
聞
い
た
が
、
そ
も
そ
も
根
本
的
に
違
う
も
の

を
比
較
す
る
こ
と
は
無
意
味
な
こ
と
だ
ろ
う
。
常
に
男
女
別
々
に
統
計
を
取
る

べ
き
項
目
で
あ
る
。
研
究
者
に
は
留
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

  

○O
rg

a
sm

→S
o
u

n
d

s/

オ
ー
ガ
ズ
ム
→
音
楽
・
音 

●
●
●
●
●
● 

--  
--  

-- 

 
女
性
に
多
い
か
。
ま
だ
統
計
な
し
。
色
聴
と
合
わ
せ
て
、「
オ
ー
ガ
ズ
ム
→
音
楽

→
色
」
と
い
う
多
重
の
共
感
覚
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
女
性
に
多
い
の
は
当
然
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か
。 

 
僕
の
場
合
、
陰
旋
法
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
ホ
短
調
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
神

秘
和
音
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
当
然
、
あ
と
か
ら
そ
う
い
う
名
前
で
呼

ん
で
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
、
何
か
一
概
に
音
楽
的
で
は
な
い
、
純

粋
自
然
音
の
響
き
を
持
っ
て
聴
こ
え
て
い
る
。
個
人
的
に
、
周
辺
の
日
本
人
男

性
の
報
告
皆
無
。
欧
米
の
男
性
の
報
告
あ
り
。 

  

○M
e
n

s
tru

a
l cy

cle
s, P

M
S

→C
o
lo

rs/

月
経
（
周
期
）
→
色 

-------  
--  

--  

-- 

 

ま
だ
統
計
な
し
。 

参
照
：h

ttp
://ij-a

rt-m
u

sic.sb
lo

.jp
/a

rticle
/4

3
1

0
2

5
8

.h
tm

l 

（
女
性
の
月
経
周
期
と
共
感
覚
） 

  

○G
ra

p
h

e
m

e
s

→P
e
rso

n
ifica

tio
n

/

書
記
素
→
個
性
・
人
格
（
擬
人
化
） 
●

●
●
●
●
● 

--  
--  

デ
ー
タ
不
十
分
に
よ
り
保
留 

 

個
人
的
に
好
き
な
感
覚
な
の
に
、
何
が
調
べ
に
く
い
の
だ
ろ
う
。「
”
な
”
は
い

じ
わ
る
で
あ
ま
り
使
い
た
く
な
い
、”
に
”
は
書
い
て
い
て
可
愛
い
」「
”2

”
は

お
姉
さ
ん
だ
が
、
”3

”
は
男
前
な
の
で
、
書
い
て
い
て
恥
ず
か
し
い
」
と
言
う

女
性
共
感
覚
者
が
い
た
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
だ
わ
り
に
は
非
常
に
共
感
を
覚
え

る
。 

  

○N
o
n

-g
ra

p
h

e
m

ic 
o
rd

in
a
l 

se
q
u

e
n

ce
s

→P
e
rso

n
ifica

tio
n

/

非
書
記
素
文

字
の
羅
列
→
個
性
・
人
格
（
擬
人
化
） 

●
●
●
●
●
● 

--  
--  

デ
ー
タ
不

十
分
に
よ
り
保
留 

  

○O
b

je
cts

→P
e
rso

n
ifica

tio
n

/

物
体
→
個
性
・
人
格
（
擬
人
化
） 

●
●
●
●

● 
--  

--  

デ
ー
タ
不
十
分
に
よ
り
保
留 

  

○L
e
x
e
m

e
s

→T
a
ste

s/

語
彙
素
→
味 

●
●
●
●
● 

--  
--  

0
.6

%
 

 

例
え
ば
、「
書
く
」
と
「
書
か
」
は
、
同
じ
語
彙
素
で
あ
る
。
僕
に
と
っ
て
は
、

「
赤
紫
色
」
の
動
詞
で
あ
る
。「
味
」
以
外
が
い
な
い
の
が
不
思
議
。L

e
x
e
m

e

→C
o
lo

r

、S
m

e
ll

な
ど
が
あ
っ
て
も
良
い
気
が
・
・
・
。 

  
○S

o
u

n
d

s

→T
o
u

ch
e
s
/

音
→
触
感 

●
●
●
●
●
● 

2
.7

%
 

4
.0

%
 

3
.9

%
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○S
o
u

n
d

s

→T
a

ste
s/

音
→
味 

●
●
●
● 

2
.7

%
 

6
.2

%
 

6
.1

%
 

  

○S
o
u

n
d

s
→S

m
e
lls/

音
→
匂
い 

●
●
●
● 

1
.1

%
 

1
.8

%
 

1
.6

%
 

 

上
の
二
つ
の
区
別
が
、
僕
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
紅
茶
の
味
が
す

る
曲
が
あ
る
が
、
同
時
に
紅
茶
の
匂
い
を
感
じ
な
い
は
ず
が
な
い
の
だ
が
。 

  

○S
o
u

n
d

s

→K
in

e
tics/

音
→
運
動 
●
●
●
●
●
● 

--  
0

.5
%
 

0
.6

%
 

 

あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
の
が
残
念
。
音
楽
を
聴
い
て
い
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
模
様

や
図
形
が
移
動
・
滑
走
す
る
。 

  

○S
o
u

n
d

s

→T
e
m

p
e
ra

tu
re

s/

音
→
温
度 

●
●
●
● 

0
.5

%
 

0
.5

%
 

0
.6

%
 

  

○T
a

ste
s

→S
o
u

n
d

s/

味
→
音 

●
● 

0
.3

%
 

0
.1

%
 

0
.1

%
 

  

○T
a

ste
s

→T
o
u

ch
e
s
/

味
→
触
感 

●
● 

1
.1

%
 

0
.5

%
 

0
.6

%
 

  

○T
o
u

ch
e
s

→T
a
ste

s/

触
感
→
味 

●
● 

0
.5

%
 

0
.6

%
 

1
.1

%
 

  

○T
o
u

ch
e
s

→S
m

e
lls/

触
感
→
匂
い 

●
● 

0
.3

%
 

0
.3

%
 

0
.3

%
 

  

○T
o
u

ch
e
s

→S
o
u

n
d

s/

触
感
→
音 

●
●
● 

0
.5

%
 

0
.4

%
 

0
.3

%
 

  

○V
isio

n

→T
a
ste

s/

視
覚
→
味 

●
●
●
●
● 

1
.9

%
 

2
.1

%
 

2
.8

%
 

 

以
下
六
項
目
は
、
例
え
ば
、
日
本
庭
園
を
眺
め
て
い
て
も
起
こ
る
し
、
都
会
の

中
を
歩
い
て
い
て
も
起
こ
る
。
都
会
だ
と
、
い
ら
な
い
情
報
・
感
覚
が
過
多
気

味
で
、
気
分
が
悪
く
な
る
が
。 

  

○V
isio

n

→K
in

e
tics/

視
覚
→
運
動 

●
●
●
●
● 

--  
--  

0
.1

%
 

  
○V

isio
n

→S
o
u

n
d

s/

視
覚
→
音 

●
●
●
●
●
● 

1
.1

%
 

1
.5

%
 

2
.6

%
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「
音
視
」
と
呼
ぶ
。 

  

○V
isio

n
→S

m
e
lls/

視
覚
→
匂
い 

●
●
●
●
● 

1
.1

%
 

1
.0

%
 

1
.1

%
 

  

○V
isio

n

→T
o
u

ch
e
s
/

視
覚
→
触
感 

●
●
●
●
●
● 

0
.8

%
 

1
.0

%
 

1
.5

%
 

  

○V
isio

n

→T
e
m

p
e
ra

tu
re

s/

視
覚
→
温
度 

●
●
● 

--  
--  

0
.2

%
 

  

○S
m

e
lls

→S
o
u

n
d

s/

匂
い
→
音 

●
● 

0
.3

%
 

0
.5

%
 

0
.5

%
 

  

○S
m

e
lls

→T
o
u

ch
e
s/

匂
い
→
触
感 

●
● 

1
.1

%
 

0
.6

%
 

0
.6

%
 

  

僕

の

共

感

覚

体

験

記

（

漢

字

に

色

が

見

え

る

共

感

覚 
C

h
in

e
se

 

ch
a

ra
cto

r-co
lo

r sy
n

e
s
th

e
sia

） 

 

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
前
回
の
「
共
感
覚
一
覧
」
で
す
が
、
ま
た
新
し
い
統
計
な
ど
出
た
ら
、
更
新

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
今
日
は
少
し
休
憩
タ
イ
ム
で
す
。
僕
のG

ra
p

h
e
m

e
-co

lo
r sy

n
e
s
th

e
sia

の

う
ち
、
僕
に
と
っ
て
最
も
面
白
く
、
味
わ
い
深
い
も
の
の
一
つ
が
、
漢
字
に
色

を
見
る
共
感
覚
で
す
。 
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○
部
首
を
付
け
た
時
と
付
け
な
い
時
で
、
漢
字
の
色
が
ど
う
変
わ
る
か
を
試
す

の
が
面
白
い
。 

○
実
際
に
見
え
て
い
る
模
様
の
細
部
ま
で
は
描
け
な
い
の
で
、
便
宜
上
、
明
確

に
塗
り
分
け
て
い
ま
す
。 

○
ご
覧
の
通
り
、
全
く
規
則
性
が
な
く
、
漢
字
を
実
際
に
見
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
の
で
す
。 

○
見
た
こ
と
も
な
い
難
し
い
漢
字
に
つ
い
て
も
、
す
ぐ
に
色
を
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

○
つ
ま
り
、
漢
字
に
つ
い
て
も
、
数
の
少
な
い
仮
名
文
字
や
数
字
に
つ
い
て
も
、

文
字
と
色
と
の
対
応
を
あ
ら
か
じ
め
記
憶
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

さ
て
、
そ
こ
で
、
パ
ー
ツ
ご
と
に
切
り
離
し
た
状
態
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ

け
て
い
く
と
、
ど
う
見
え
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
で

は
、「
恋
」
を
例
に
と
り
ま
す
。 
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つ
ま
り
、「
注
視
点
ま
た
は
注
視
点
に
近
い
範
囲
に
ど
う
い
っ
た
形
の
も
の
が
見

え
て
い
る
か
」
で
色
が
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
と
、
僕
自
身
は
分
析
し
て
い
ま
す
。 

 

「
恋
は
水
色
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
僕
に
と
っ
て
は
半
分
納
得
！
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

  

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚 

  

二
〇
〇
七
年
七
月
十
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

他
人
の
身
体
を
借
り
て
第
三
者
を
触
っ
た
り
、
他
人
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
を

見
て
自
分
が
触
れ
ら
れ
た
と
感
じ
た
り
、
他
人
の
痛
み
を
自
分
の
痛
み
と
し
て

も
知
覚
す
る
「
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
」（m

irro
r-to

u
ch

 
sy

n
e
s
th

e
sia

）
に

つ
い
て
の
記
事
で
す
。（
英
語
で
す
。） 

 

 

（
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
二
日
に
画
像
を
正
確
な
も
の
に
差
し
替
え
。
後
掲
の

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
の
解
説
に
伴
う
。） 
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僕
の
場
合
、
自
分
の
共
感
覚
を
あ
え
て
分
類
す
る
な
ら
、
「
文
字
→
色
」
「
音
→

色
」「
音
→
形
」「
人
→
色
」
な
ど
、
常
に
感
じ
て
し
ま
う
共
感
覚
と
、「
景
色
→

触
覚
」「
景
色
→
音
」「
人
→
触
覚
」「
音
→
匂
い
」
な
ど
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て

感
じ
る
共
感
覚
（
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
瞬
間
に
感
じ
る
の
で
、
予
想
が
つ
か

ず
、
そ
れ
ゆ
え
自
分
で
驚
く
こ
と
も
あ
る
し
、
初
め
て
味
わ
う
感
覚
の
た
め
に

感
動
す
る
こ
と
も
あ
る
）
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
」
も
後

者
に
入
る
も
の
で
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
感
じ
る
も
の
で
す
。 

 

そ
れ
ゆ
え
に
、
後
者
に
当
た
る
共
感
覚
を
感
じ
た
と
き
は
、「
何
か
特
別
な
意
味

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
「
今
、
僕
が
こ
れ
を
感
じ
る
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ

っ
て
、
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
」
な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
、
そ
の
不
安
感

と
恐
怖
感
の
た
め
に
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
は
、

「
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
」
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昔
に
比
べ
れ
ば
、
の
ん
き
な
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
リ
ン
ク
に
書
か
れ
て
い
る
実
験
の
内
容
や
結
果
も
、
毎
度
の
こ
と
、

鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
も
の
を
感
じ

て
い
る
人
も
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

そ
れ
に
し
て
も
、「
人
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
が
触
れ
ら
れ
た
と

感
じ
る
」
共
感
覚
と
、「
人
の
姿
を
見
て
、
自
分
が
そ
の
人
に
触
れ
た
と
感
じ
る
」

共
感
覚
と
で
は
、
僕
は
後
者
の
共
感
覚
が
主
で
す
の
で
、
そ
の
あ
た
り
に
関
し

て
も
、
興
味
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、「
景
色
に
触
れ
た
と
知
覚
す
る
」
共
感
覚
と

は
違
っ
て
、「
人
に
触
れ
た
と
知
覚
す
る
」
共
感
覚
を
語
る
こ
と
に
際
し
て
生
じ

て
く
る
、
一
切
の
倫
理
的
問
題
を
意
識
す
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
の
な
ら
、
僕
も
ま
だ
ま
だ
語
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
も
語
れ
る

の
で
す
が
、
そ
の
点
を
ま
だ
僕
自
身
が
意
識
し
て
い
る
が
た
め
に
、
じ
れ
っ
た

い
限
り
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
い
つ
も
気
に
な
る
の
が
、
い
ざ
実
験
と
い
う
と
き
に
、
日
常
生
活

の
中
で
体
験
し
て
い
る
よ
う
な
共
感
覚
を
本
当
に
そ
の
ま
ま
発
揮
で
き
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
あ
た
り
が
今
一
つ
疑
問
で
、
僕
だ
っ
た
ら
、
お
そ
ら

く
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
言
い
ま
す
か
、
今
こ
う
し
て
ブ
ロ
グ
を
載
せ
た
り
、

普
段
の
生
活
の
中
で
人
の
姿
を
見
た
り
、
景
色
を
見
た
り
、
そ
の
中
で
感
じ
る

共
感
覚
こ
そ
が
、
最
も
味
わ
い
深
く
、
程
度
も
強
く
、
感
動
的
で
あ
っ
た
り
、

悩
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
の
に
、
そ
れ
を
い
ざ
実
験
と
い
う
場
に
お
い

て
、
一
切
の
余
計
な
精
神
的
緊
張
な
く
、
生
活
の
中
で
花
を
見
た
り
、
山
を
見

た
り
し
て
い
る
の
と
全
く
同
じ
精
神
状
態
で
い
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
が

ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
。 

 
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
共
感
覚
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
い
の
だ

か
ら
、
実
験
結
果
は
参
考
に
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
最
初
か
ら
そ
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う
は
な
ら
な
い
よ
う
な
人
（
実
験
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
取
り
乱
し
た
り
、
極
度

の
不
安
に
陥
っ
た
り
せ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
共
感
覚
が
変
化
し
な
い
精
神
状
態
で
い

ら
れ
る
程
度
の
共
感
覚
の
み
を
持
つ
共
感
覚
者
）
を
集
め
て
こ
な
け
れ
ば
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
意
味
で
は
、
共
感
覚
の
研
究
と
い
う
の
は
、
常
に
真
性
の
共
感
覚
者
の
知

覚
の
仕
方
と
は
、
微
妙
に
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
自
分
の
共
感
覚
が
少
し
で
も
歪
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
、
本
能
的
な

恐
怖
感
や
不
安
感
・
罪
悪
感
を
感
じ
る
共
感
覚
者
で
あ
る
場
合
、
最
初
か
ら
そ

う
い
っ
た
場
に
際
し
て
、
本
当
の
共
感
覚
現
象
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
い
う
共
感
覚
者
（
ま
さ
に
僕
の
よ
う

な
）
は
、
ま
ず
被
験
者
と
し
て
は
、
最
初
か
ら
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
べ
き
か
、

あ
る
い
は
、
最
初
か
ら
自
ら
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
を
選
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

点
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
美
術
館
に
て
） 

 

二
〇
〇
七
年
七
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

僕
の
共
感
覚
な
ど
の
体
験
記
。
（
初
め
て
来
ら
れ
た
方
へ
。
こ
こ
に
あ
る
話
は
、

夢
や
空
想
に
関
す
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

 

 

●
（「
触
覚
か
ら
得
る
共
感
覚
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
」
と
の
質
問
に
答
え
て
。） 

 

僕
は
、
触
覚
か
ら
色
や
音
や
味
な
ど
、
様
々
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。 

例
え
ば
、

絵
画
が
好
き
で
、
よ
く
美
術
館
に
行
く
の
で
す
が
、
な
る
べ
く
手
ぶ
ら
で
行
く

か
、
荷
物
を
極
端
に
少
な
く
し
て
行
き
ま
す
。 

 

 

と
言
い
ま
す
の
が
、
例
え
ば
、
傘
を
手
に
持
っ
て
い
る
状
態
で
絵
画
を
見
て
し

ま
い
ま
す
と
、
そ
の
傘
の
感
触
自
体
が
色
な
り
音
な
り
を
引
き
起
こ
し
て
、
絵

画
鑑
賞
よ
り
も
優
位
に
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
気
が
散
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
今
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
昔
、

荷
物
が
多
す
ぎ
て
、
知
覚
が
飽
和
状
態
に
な
り
、
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
満
足
に
鑑
賞
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
帰
っ
て
画
集
を
見

た
り
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
な
ど
し
て
、
ど
ん
な
絵
画
だ
っ
た
か
思
い
出
し
て
補
う
、

な
ど
と
い
う
本
末
転
倒
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

で
す
か
ら
、
美
術
館
に
限

ら
ず
、
と
に
か
く
芸
術
鑑
賞
す
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
に
打
ち
込
め
る
環
境

を
作
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
家
で
音
楽
を
聴
く
と
き
も
、
本
を
読
ん
だ
り
何

か
他
の
こ
と
を
し
な
が
ら
聴
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。 

 

 

美
術
館
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
入
り
口
で
、
色
ん
な
も
の
を
手
渡
さ
れ
る
と

い
う
の
が
、
も
の
す
ご
く
体
質
に
合
い
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
な
ら
避
け
た
い
の

で
す
が
、
し
か
し
、
絵
画
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
鑑
賞
し
た
く
て
行
っ
て
い
る
わ
け

で
、
我
な
が
ら
苦
笑
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 
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●
あ
る
日
、
渋
谷
駅
で
電
車
を
降
り
た
と
き
、
降
り
た
位
置
か
ら
約5

0
m

先
に

改
札
口
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
歩
き
始
め
た
ら
、
な
ぜ
か
改
札
口
が

1
0

k
m

く
ら

い
先
に
な
っ
て
い
る
。「
あ
あ
、
ま
た
来
た
か
。
」
と
思
う
。「
な
ぜ
あ
ん
な
に
果

て
し
な
い
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
」「
時
間
内
に
辿
り
着

け
る
だ
ろ
う
か
。」
と
考
え
る
。 

 

と
り
あ
え
ず
、
「
こ
こ
は
渋
谷
だ
。
」
「
僕
は
今
、
電
車
か
ら
降
り
た
。」
と
い
う

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。「
他
の
人
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
か
ら
改
札
口
ま
で5

0
m

ほ
ど
し
か
な
い
こ
と
」、
そ
し
て
「
こ
う
い
う
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
の
は
、
さ
し

あ
た
り
僕
だ
け
で
あ
る
こ
と
」
も
分
か
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ど
う
考
え
て
も
、

今
か
ら

1
0

k
m

も
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
気
が
す
る
。
ど
う
や
っ
て
行
く
べ
き
だ

ろ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
、
歩
い
て
み
れ
ば
よ
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
駄
目
だ
と
い
う
気
も
す
る
。
ま
ず
ち
ょ
っ
と
休
憩
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
、
端
に
寄
る
。 

 

そ
ば
を
歩
い
て
ゆ
く
人
々
を
見
て
、
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
が
、
う
ら
や
ま
し

い
と
い
う
の
と
は
少
し
違
う
気
が
し
て
、
な
ぜ
か
心
の
中
に
妙
な
自
負
心
と
勇

気
が
湧
い
て
き
た
。
こ
れ
で
よ
い
の
だ
、
こ
れ
で
よ
い
の
だ
、
と
思
っ
て
み
る
。

自
分
が
見
て
い
る
世
界
を
一
言
で
言
う
な
ら
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
が
、
し
か
し
、
こ
れ
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
自
体
が
、

他
人
の
目
が
自
分
を
見
る
と
き
の
言
い
方
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自

分
に
と
っ
て
は
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
な
、
と
思
う
。
ふ
と
大
好
き
な
ス
ピ
リ
ア
ー
ル

ト
や
ド
ゥ
・
ヌ
ン
ク
の
象
徴
絵
画
を
思
い
出
す
。
今
ま
さ
に
僕
が
見
て
い
る
の

は
、
そ
う
い
っ
た
光
景
で
あ
る
。
他
に
も
色
々
と
考
え
ご
と
を
す
る
。
今
か
ら

歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
ん
な
暇
は
な
い
の
だ
が
。 
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こ
の
発
作
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、「
こ
こ
で
５
秒
間
背
伸
び
を
す
る
」
だ
と
か
、

「
こ
の
感
覚
の
と
き
は
ど
う
い
う
体
勢
で
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
、
と
に

か
く
、
言
葉
で
言
う
の
は
不
可
能
だ
が
、
こ
の2

0

年
間
こ
の
感
覚
に
対
し
て
磨

き
上
げ
て
き
た
、
僕
な
り
の
ワ
ザ
と
コ
ツ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
用
い
る
わ
け
で

あ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
く
ら
い
効
く
か
は
時
と
場
合
に
よ
る
の
で
、
や
っ
て
み
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な
い
と
分
か
ら
な
い
。 

 
こ
の
あ
と
、
お
そ
ら
く
５
分
く
ら
い
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
か
の
拍
子
に
”
普

通
の
人
間
か
ら
見
て
常
識
的
な
”
現
実
感
と
時
空
感
覚
を
取
り
戻
し
、
と
り
あ

え
ず
歩
く
こ
と
は
可
能
と
な
っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
物
心
付
い
て
以
来2

0

年
間
、
こ
の
感
覚
と
付
き
合
っ
て
い
る
。
最
近
は
ほ
と
ん
ど
、
爽
快
な
「
諦
め
」

や
「
恬
淡
」
あ
る
い
は
「
能
動
的
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
境
地
で
あ
る
。 

  

●
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
よ
う
と
思
っ
て
、
リ
モ
コ
ン
を
手

に
持
っ
た
ら
、
そ
の
リ
モ
コ
ン
が
巨
大
船
舶
の
大
き
さ
に
な
っ
た
。
「
ま
た
来

た
・
・
・
。
」
と
思
っ
た
が
、
な
か
な
か
面
白
い
の
で
、「
こ
こ
に
子
ど
も
が
座

っ
て
い
て
長
旅
を
喜
び
、
こ
こ
の
甲
板
に
二
人
の
人
が
い
て
・
・
・
」
な
ど
と
、

浮
か
ん
で
き
た
こ
と
を
正
直
に
考
え
て
、
そ
の
仮
想
の
船
に
人
間
を
配
置
し
て

み
た
。
小
さ
い
頃
は
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
始
め
た
ら
夜
ま
で
や
め
な
い
子
ど
も

で
、
あ
あ
、
勝
手
に
二
隻
の
船
を
つ
な
げ
て
巨
大
な
海
賊
船
を
作
っ
た
な
、
と

思
い
出
す
。 

 

首
の
後
ろ
が
重
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
自
分
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
よ
う
と
手
を

持
ち
上
げ
る
が
、
そ
の
手
を
持
ち
上
げ
る
感
覚
に
現
実
感
が
な
い
。
た
だ
し
、「
現

実
感
が
な
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
」「
こ
れ
は
病
気
で
は
な
い
か
と
思
っ
」
て
い

た
の
は
、
子
ど
も
の
頃
の
自
分
で
、
今
は
「
現
実
感
が
な
い
こ
と
に
び
っ
く
り

し
て
い
る
自
我
を
自
覚
し
」「
病
気
と
思
え
ば
病
気
で
あ
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い

と
思
っ
」
て
い
る
の
で
、
び
っ
く
り
す
る
自
分
に
は
び
っ
く
り
し
な
い
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
体
が
し
ん
ど
く
な
っ
て
き
て
、
汗
が
ダ
ラ
ダ
ラ

出
始
め
た
の
で
、
こ
れ
は
い
か
ん
、
気
を
失
っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
意

図
的
に
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
て
み
た
。
そ
の
立
っ
た
り
座
っ
た
り
の
動
作
を

す
る
の
に
、1

0

秒
く
ら
い
費
や
し
た
気
が
す
る
が
、
周
り
の
時
間
は
ま
だ
１
秒

し
か
経
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
。
こ
れ
は
お
か
し
い
。
し
か
し
、
結
果
的
に
自

分
の
動
き
と
周
り
の
様
子
と
の
間
に
、
視
覚
の
上
で
は
ズ
レ
が
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
あ
あ
、
同
じ
時
間
だ
け
経
っ
た
の
だ
な
と
理
解
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
う
い
う
発
作
の
最
中
で
あ
っ
て
も
、
僕
に
は
普
段
と
同
じ
よ
う
に
、

リ
モ
コ
ン
に
書
か
れ
て
い
る
数
字
に
色
が
付
い
て
見
え
、
音
に
風
景
が
見
え
、

匂
い
が
し
、
人
に
色
が
付
い
て
見
え
る
。
つ
ま
り
、
も
の
の
見
事
に
、
時
空
感

覚
変
容
の
発
作
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
僕
の
共
感
覚
は
一
切
失
わ
れ
な
い
。

こ
の
事
実
に
は
、「
共
感
覚
」
と
い
う
名
を
知
る
ず
っ
と
以
前
、
５
歳
頃
か
ら
気

付
い
て
い
た
。
い
や
、
失
わ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
共
感
覚
だ
と
か
、
ナ
ン
ト
カ

症
候
群
だ
と
か
、
ナ
ン
ト
カ
病
だ
と
か
、
ナ
ン
ト
カ
障
害
だ
と
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
は
、
僕
の
体
に
お
い
て
は
最
初
か
ら
区
別
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
あ
ら
ゆ
る
繊
細
さ
と
大
仰
さ
と
を
持
っ
て
構
成
さ
れ
た
”
常
識
的
で
は
な
い

僕
な
り
の
現
実
感
”
は
、
極
め
て
名
状
し
が
た
い
恐
怖
感
と
不
安
感
を
伴
う
と

同
時
に
、
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
で
も
あ
り
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
も
あ
り
、
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
で
さ
え
あ
る
。 
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僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
街
中
に
て
） 

 

二
〇
〇
七
年
七
月
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
街
を
歩
い
て
い
て
、
黄
色
と
緑
色
の
三
角
錐
の
音
が
聴
こ
え
て
き
た
た
め
に
、

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
歩
く

方
向
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
三
角
錐
の
頂
点

か
ら
底
面
に
下
ろ
し
た
垂
線
に
平
行
に
歩
く
と
、
向
か
い
風
に
対
峙
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
、
ど
う
に
も
体
が
耐
え
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。（
三
角
錐
は
、
こ
の

垂
線
が
地
面
と
平
行
に
な
る
よ
う
に9

0

度
倒
れ
て
お
り
、
大
量
に
空
中
に
浮
い

て
、
滑
走
し
て
い
る
。
） 

現
実
に
耐
え
切
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
か
対
処

す
べ
き
で
、
方
向
転
換
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
鳥
の
鳴
き
声
や
木
が

風
に
揺
れ
る
音
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
男
が
狩
り
を
し
て

い
た
時
代
の
、
異
質
な
音
に
対
す
る
何
ら
か
の
防
衛
本
能
が
脳
に
残
っ
て
い
る

の
か
と
考
え
た
が
、
む
し
ろ
共
感
覚
一
つ
で
そ
こ
ま
で
発
想
す
る
こ
と
自
体
が
、

共
感
覚
者
特
有
の
知
的
活
動
で
あ
り
、
あ
と
で
苦
笑
し
て
気
分
が
楽
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。 

 

●
一
時
停
止
線
の
手
前
に
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
「
止
ま
れ
」。
僕
に
と
っ
て
は

「
止
」「
ま
」「
れ
」
は
、
順
に
「
薄
い
灰
色
」「
赤
紫
色
」「
山
吹
色
」
で
あ
り
、

何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
人
工
的
で
無

機
質
な
書
体
が
僕
に
と
っ
て
は
大
変
な
疲
労
感
を
生
む
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
三

文
字
が
も
の
す
ご
く
グ
ロ
テ
ス
ク
で
ま
ぶ
し
い
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
「
止
ま
れ
」
の
寸
法
・
太
さ
な
ど
が
僕
の
体
に
影
響
し
て
い
る
の
だ
と
子
ど

も
な
が
ら
に
思
い
、「
将
来
、
免
許
を
取
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
が
気
に
な
ら
ず
に

運
転
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
怒
涛
の
不
安

感
は
、
や
が
て
十
代
後
半
あ
た
り
に
無
用
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
だ
い
た
い
体

験
を
記
憶
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
再
び
そ
の
知
覚
を
誘
発
し
そ
う
な
も
の
だ
。

今
思
え
ば
、
道
交
法
と
い
う
も
の
は
、
最
初
か
ら
「
ど
の
人
に
と
っ
て
も
、
世

界
の
見
え
方
は
一
緒
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
。
僕

が
ど
う
こ
う
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
な
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
が
、
な
か

な
か
面
白
い
も
の
だ
。 

 

●
何
年
か
前
の
桜
の
季
節
に
、
２
本
の
桜
の
木
を
見
て
、
片
方
は
ほ
と
ん
ど
コ

ー
ドG

M
7

の
響
き
で
、
も
う
一
方
は
コ
ー
ドB

su
s
4

の
響
き
だ
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
僕
が
コ
ー
ド
理
論
を
知
っ
て
い
る
人
間
で
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
、
そ
れ
が
先
に
あ
っ
て
、
桜
の
姿
を
そ
れ
に
結
び
付
け
て
言
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
桜
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
僕
個
人
が
聞
い
た

も
の
を
淡
々
と
述
べ
た
ら
、
そ
れ
がG

M
7

だ
と
かB

su
s4

と
呼
ば
れ
る
音
の

並
び
で
あ
っ
た
、
と
い
う
だ
け
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
桜
が
散
る
と
い
う
こ
と

は
、
僕
のG

M
7

やB
su

s
4

も
一
緒
に
散
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

無
性
に
寂
し
く
、
な
ぜ
散
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
っ
て
涙
が
出
た
。
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昔
の
日
本
人
男
性
は
コ
ー
ド
な
ど
知
ら
な
い
に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う

知
覚
の
仕
方
で
桜
の
散
逸
を
惜
し
み
称
え
た
男
は
い
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か

と
思
っ
て
、
強
烈
な
感
慨
に
襲
わ
れ
た
。
毎
年
、
桜
は
美
し
い
に
決
ま
っ
て
い

る
が
、
こ
の
と
き
は
僕
の
中
で
何
か
が
ち
ょ
う
ど
マ
ッ
チ
し
て
い
た
の
だ
。 

  

共
感
覚
者
が
、「
音
に
色
が
見
え
る
」「
景
色
に
触
覚
を
覚
え
る
」「
人
に
色
が
見

え
る
」
と
い
っ
た
自
ら
の
感
覚
を
語
る
と
き
、「
共
感
覚
」
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル

タ
ー
ム
を
持
ち
出
す
よ
り
前
に
、「
こ
れ
ら
の
感
覚
が
紛
れ
も
な
く
現
実
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
確
信
」
か
ら
物
事
を
語
る
態
度
は
、
本
当
に
大
切

だ
と
思
う
。
僕
が
い
つ
も
感
じ
て
い
る
の
は
、「
畢
竟
、
共
感
覚
は
、
言
語
化
し

た
時
点
で
ウ
ソ
に
な
る
」
と
い
う
実
感
だ
。
そ
れ
は
、
悔
し
さ
や
じ
れ
っ
た
さ

を
飛
び
越
え
て
、
ほ
と
ん
ど
罪
悪
感
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
共
感
覚
を
語
る
こ

と
は
、
ど
う
も
感
性
の
矮
小
化
で
あ
り
、
妥
協
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
否
め
な

い
。
言
葉
に
す
る
以
前
の
も
の
が
、
最
も
完
璧
な
姿
で
あ
る
。
感
じ
て
い
る
も

の
が
完
璧
す
ぎ
て
、
言
葉
も
出
な
い
。 

 

そ
れ
は
、
人
に
対
す
る
罪
悪
感
で
も
あ
り
、
何
よ
り
自
分
の
共
感
覚
に
ウ
ソ
を

つ
い
て
い
る
と
い
う
不
甲
斐
な
さ
と
直
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。
こ
れ
に
耐
え

る
こ
と
に
は
、
か
な
り
の
精
神
の
疲
労
が
伴
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
人
の
本
質

的
な
寂
し
さ
」
や
「
疎
外
感
」
、
「
虚
無
感
」
、
「
人
が
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
と
い
う
問
い
」
と
無
縁
の
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

は
、
物
心
付
い
た
と
き
か
ら
何
ら
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
し
か
し
な
が

ら
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
る
「
人
の
つ
な
が
り
」
は
、
共
感
覚

と
同
様
に
、
捨
て
が
た
い
も
の
だ
。 

  

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
女
性
に
つ
い
て
１
） 

 

二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

以
下
は
、
何
人
か
の
女
性
に
つ
い
て
の
僕
の
共
感
覚
を
書
い
た
も
の
。
皆
、
今

ま
で
に
出
会
っ
た
、
同
世
代
（
二
十
代
）
の
女
性
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
本
当
は

何
人
挙
げ
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
迷
う
わ
け
に
い
か
ず
、
載
せ
る

も
の
を
思
い
切
っ
て
選
ん
だ
ら
こ
う
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
す
。
と
は
言
う
も

の
の
、
い
ざ
何
人
か
を
選
ん
で
載
せ
て
し
ま
う
と
、
他
の
例
が
惜
し
く
て
な
ら

ず
、
そ
れ
が
ど
う
に
も
心
苦
し
い
で
す
。 

  

●
女
性A

さ
ん
の
姿
は
、
特
に
何
の
所
作
も
な
く
じ
っ
と
し
て
い
る
と
き
に
は
、

僕
の
中
で
は
、
彼
女
の
左
耳
の
後
方
か
ら
首
の
後
ろ
を
回
っ
て
右
側
を
通
り
、

右
肩
に
軽
く
掛
か
っ
た
後
、
右
手
首
に
向
か
っ
て
流
れ
落
ち
て
い
る
黄
朽
葉
色

の
帯
を
纏
っ
た
状
態
を
保
っ
て
い
る
。
帯
の
両
端
は
、
お
よ
そ

3
0

cm

を
か
け

て
次
第
に
半
透
明
と
な
り
、
や
が
て
は
消
え
る
と
い
う
様
子
で
、
彼
女
の
周
り

に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
。
左
手
に
も
帯
を
纏
っ
て
は
い
る
が
、
左
右
が
シ
ン

メ
ト
リ
ー
で
あ
る
の
は
、
彼
女
の
肘
の
高
さ
か
ら
手
首
に
か
け
て
の
部
分
の
み
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で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
姿
を
醸
し
て
い
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
そ
の
黄
朽
葉
色
や
梔
子
色
と
い
っ
た
色
彩
が
許
す
範
囲
で
、
効
果
的

に
少
し
ば
か
り
の
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
を
彼
女
に
与
え
て
い
る
だ
け
の
こ
と
だ
、

と
い
う
実
感
が
あ
る
。
あ
る
と
き
、
何
か
の
拍
子
に
彼
女
が
驚
い
た
よ
う
に
右

を
向
い
た
が
、
そ
れ
は
、
帯
の
右
手
首
に
近
い
部
分
だ
け
が
水
に
濡
れ
、
左
耳

の
後
方
に
あ
る
帯
の
先
端
あ
た
り
に
お
い
て
、
深
緑
色
な
い
し
萌
葱
色
の
コ
ッ

プ
を
僕
が
右
手
で
持
ち
上
げ
た
と
き
の
よ
う
な
感
触
を
僕
が
覚
え
る
と
こ
ろ
の
、

彼
女
の
身
の
こ
な
し
方
だ
っ
た
。
右
手
首
の
帯
が
濡
れ
た
の
が
、
そ
の
コ
ッ
プ

か
ら
落
ち
た
水
に
よ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
定
か
で
は
な
い
が
（
お
そ
ら
く

違
う
と
思
う
）
、
と
に
か
く
彼
女
が
ふ
と
右
を
向
く
と
、
帯
が
何
か
の
水
に
浸
さ

れ
る
。（
左
を
向
い
た
と
き
に
、
も
し
同
じ
よ
う
に
左
の
帯
が
濡
れ
た
ら
、
実
に

美
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
出
く
わ
し
て
い
な
い
の
で
、
よ

く
知
ら
な
い
。
と
に
か
く
、
お
そ
ら
く
は
彼
女
の
髪
の
癖
か
体
の
癖
か
、
何
か

の
理
由
で
、
彼
女
自
身
の
中
に
髪
と
顔
の
位
置
関
係
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
た
め

に
、
右
を
向
く
と
そ
う
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
僕
に
は
印
象
深
い
。） 

 

●
女
性B

さ
ん
の
姿
は
、
い
つ
も
頭
の
先
か
ら
腰
の
辺
り
の
高
さ
ま
で
の
、
両

腕
の
外
側
の
空
間
に
、
紅
茶
に
限
り
な
く
近
い
、
か
な
り
細
か
い
砂
状
の
肌
色

や
淡
香
色
の
匂
い
と
、
綿
の
束
を
僕
の
右
手
の
親
指
以
外
の
四
本
の
指
が
、
少

し
圧
力
を
加
え
る
よ
う
に
触
れ
た
と
き
の
感
触
と
を
保
っ
て
い
る
。
彼
女
が
座

っ
て
い
る
と
き
に
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
女
は
よ
く
た
め
息
を
つ
い

て
、
腕
を
膝
に
投
げ
る
が
、
そ
の
様
は
、
ほ
と
ん
ど
角
が
と
れ
た
丸
い
形
に
近

い
直
方
体
状
の
、
二
つ
三
つ
の
文
庫
本
大
の
薄
い
緋
色
の
空
気
圧
が
僕
に
当
た

る
と
こ
ろ
の
、
彼
女
の
動
き
方
だ
。
た
だ
し
、
そ
の
緋
色
の
流
れ
と
い
う
も
の

が
、
僕
の
近
く
ま
で
来
て
、
消
え
て
い
る
の
か
、
跳
ね
返
っ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
は
分
か
ら
ず
、
僕
の
目
が
彼
女
を
見
て
い
る
と
き
は
、
僕
の
目
が
僕
を
見
て

い
る
わ
け
が
な
い
か
ら
、
知
り
よ
う
が
な
い
の
だ
が
、
と
も
か
く
彼
女
は
そ
う

い
う
女
性
で
、
淡
い
緋
色
な
い
し
淡
い
牡
丹
色
に
該
当
す
る
時
空
の
拡
が
り
を

抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
彼
女
の
根
本
的
な
魅
力
で
あ
る
。
彼
女
の
姿
と
、
彼

女
が
発
す
る
そ
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
風
船
の
あ
い
の
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
は
、

様
々
な
音
が
あ
る
が
、
と
り
わ
けF

やB

♭
に
近
い
音
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ

り
、
無
理
を
し
て
言
葉
に
す
る
な
ら
、
彼
女
は
も
と
も
と
、
ヘ
音
（F

音
）
を

少
し
だ
け
高
め
た
音
を
核
音
と
す
る
陰
旋
法
か
フ
リ
ジ
ア
ン
・
モ
ー
ド
に
当
た

る
構
成
音
を
持
っ
て
い
る
女
性
で
、
僕
は
そ
れ
を
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
緋
色
の
空
気
と
同
時
に
、
少
し
紅
茶
の
匂
い
が
よ
り
甘
く
な
っ
た
も
の
が
、

そ
の
文
庫
本
大
の
空
気
圧
に
乗
っ
て
、
な
だ
ら
か
な
波
線
を
描
い
て
や
っ
て
来

る
た
め
、
そ
れ
が
い
つ
も
印
象
的
な
女
性
だ
、
と
思
っ
て
い
る
。 

 

●
女
性C

さ
ん
の
姿
は
、
梅
雨
の
時
期
に
、
青
や
紫
の
紫
陽
花
の
真
下
の
土
の

道
に
で
き
る
よ
う
な
、
楕
円
形
に
近
い
形
の
穏
や
か
な
水
溜
り
の
中
に
、
そ
の

青
や
紫
の
紫
陽
花
と
葉
が
映
っ
て
い
る
の
を
な
ん
と
な
く
見
な
が
ら
、
傍
ら
の

紫
陽
花
の
花
に
触
れ
て
い
る
と
き
の
感
触
を
し
て
い
る
。（
僕
が
触
っ
て
い
る
花

や
僕
の
手
が
水
溜
り
に
映
っ
て
い
る
の
を
見
る
の
で
は
な
い
。
紫
陽
花
が
映
っ

て
い
る
の
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
視
界
の
端
に
見
な
が
ら
、
そ
の
水
溜
り
の
傍
ら

で
別
の
花
に
触
れ
て
い
る
、
と
い
う
状
況
と
手
の
感
触
が
、
最
も
よ
くC

さ
ん

の
姿
形
を
表
し
て
い
る
。） 

た
だ
、
時
々
、
そ
の
紫
陽
花
の
触
感
の
中
に
、
彼
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女
自
身
を
触
っ
て
い
る
と
自
覚
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
が
入
り
込
む
こ
と
が
あ
り

（
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
彼
女
自
身
を
触
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
女

と
い
う
女
性
の
、
ま
さ
に
そ
の
人
肌
の
感
覚
が
、
彼
女
の
姿
を
”
見
る
”
こ
と

に
お
い
て
僕
の
中
に
は
存
す
る
、
と
い
う
だ
け
な
の
だ
が
）、
そ
の
感
覚
は
、
紫

陽
花
の
感
覚
か
ら
人
肌
の
感
覚
へ
と
連
続
的
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

な
ん
と
な
く
彼
女
に
申
し
訳
な
い
、
と
思
う
。
彼
女
も
、
帯
状
の
も
の
や
、
あ

る
一
定
の
旋
律
や
和
音
を
纏
っ
て
は
い
る
が
、A

さ
ん
やB

さ
ん
よ
り
も
、
少

し
帯
が
細
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
時
々
、
ほ
と
ん
ど
糸
と
言
っ
て
よ
い

流
れ
がC

さ
ん
を
包
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
髪
に
平
行
に
な
っ
て
お

り
、（
青
い
紫
陽
花
の
花
弁
を
、
そ
こ
に
落
ち
た
雨
粒
を
通
し
て
見
て
い
る
、
ま

さ
に
そ
の
青
の
よ
う
な
）
透
き
通
っ
た
青
碧
色
で
、（
ガ
ラ
ス
と
ま
で
は
い
か
な

い
が
）
ほ
と
ん
ど
透
明
で
あ
り
、
ま
た
髪
の
動
き
と
同
時
に
そ
の
青
碧
の
糸
も

揺
ら
め
く
の
が
、
本
当
に
魅
力
的
で
、
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
だ
い
た
い
、C

さ
ん
に
限
ら
ず
、A

さ
ん
やB

さ
ん
も
、
そ
の
髪
の
長
さ
、
と
ど
ま
っ
て
い
る

位
置
、
ま
た
は
あ
る
所
作
に
よ
っ
て
髪
が
動
い
た
、
そ
の
動
き
方
に
よ
っ
て
、

僕
が
目
に
す
る
色
も
音
も
変
わ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
よ
く
考
え
れ
ば
当
た
り
前

の
こ
と
な
の
で
、
別
段
不
思
議
な
気
は
し
な
い
。 

  

こ
れ
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
メ
タ
フ
ァ
ー
で
言
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
し
、
文
学
を

書
い
て
い
る
の
で
も
な
い
し
、「
彼
女
は
こ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
女
性
だ
（
女
性

で
あ
っ
て
ほ
し
い
）
」
と
い
う
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
で
も
な
く
、
僕
が
知
覚
し

た
も
の
を
た
だ
述
べ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
逆
に
「
”
僕
に
は
こ
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
”
か
ら
、
そ
の
女
性
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち

ろ
ん
あ
り
得
る
。
女
性
共
感
覚
者
の
中
に
も
、「
男
性
に
色
が
見
え
る
」
と
い
う

人
が
い
る
し
、（
そ
し
て
、
共
感
覚
を
持
た
な
い
女
性
で
あ
っ
て
も
、「
男
性
を

色
に
喩
え
る
感
覚
は
、
な
ん
と
な
く
分
か
る
」
と
言
う
女
性
が
多
く
い
る
の
で

あ
っ
て
、
女
性
そ
の
も
の
が
、
そ
う
い
っ
た
感
性
と
本
能
と
を
持
つ
存
在
な
の

だ
ろ
う
と
、
僕
は
ど
こ
か
で
直
観
す
る
の
だ
が
） 

そ
う
い
う
女
性
の
方
々
に
、

こ
の
僕
の
感
覚
が
ど
う
映
る
の
か
も
興
味
が
あ
る
。
僕
自
身
も
、
こ
の
僕
の
感

覚
に
つ
い
て
、
一
生
を
通
じ
て
深
く
見
つ
め
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。 

  

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
女
性
に
つ
い
て
２
） 

 

二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
僕
の
「
女
性
に
色
が
見
え
た
り
、
音
が
聞
こ
え
た
り
、
触
感
を
覚
え
た
り
す

る
共
感
覚
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
、
分
か
り
や
す
く
言
う
た
め
に
、「
文

字
に
色
を
見
る
共
感
覚
」
と
「
風
景
に
触
感
を
覚
え
る
共
感
覚
」
と
と
も
に
図

示
し
て
み
ま
し
た
。（
話
題
が
話
題
だ
け
に
、
や
は
り
誤
解
を
生
ま
な
い
た
め
に

も
、
う
ま
く
言
葉
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
て
。） 

 
そ
れ
に
し
て
も
、
僕
が
二
十
年
間
、
共
感
覚
を
告
白
し
な
か
っ
た
の
は
、
正
直

に
言
う
と
、
ほ
と
ん
ど
は
「
男
が
こ
う
い
う
感
性
的
な
こ
と
を
語
る
の
は
、
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
嘲
笑
に
値
す
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。」
と
の
不
安
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感
か
ら
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
思
え
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
は
周
り
の

人
の
主
観
が
言
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
（
ま
さ
に
僕
の
共
感
覚
が
極
め
て
主
観
的

な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
！
）
、
そ
う
い
う
目
線
を
気
に
し
て
悩
ん
で
、
不
安
感
に

さ
い
な
ま
れ
て
い
た
自
分
自
身
が
滑
稽
な
気
も
し
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
頃

は
真
剣
で
し
た
し
、
懐
か
し
い
気
も
し
ま
す
。「
共
感
覚
」
な
る
呼
称
を
手
に
入

れ
て
、
語
る
勇
気
を
得
た
今
と
な
っ
て
は
、
実
に
す
が
す
が
し
い
気
分
で
あ
る

一
方
で
、
色
々
な
こ
と
を
考
え
て
は
、
目
頭
が
熱
く
な
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
・
・
・
。
と
、
余
談
が
入
り
ま
し
た
が
。 

 

や
は
り
、
と
り
わ
け
「
女
性
に
色
が
見
え
る
」
「
女
性
に
音
が
聞
こ
え
る
」「
女

性
に
触
感
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
感
覚
は
、”
普
通
の
人
”
に
と
っ
て
は
”
尋
常

で
は
な
い
”
感
覚
だ
と
思
う
し
（
い
ま
だ
に
共
感
覚
を
”
障
害
”
や
”
異
常
”

と
い
う
言
葉
で
言
う
人
が
い
る
）
、
た
だ
そ
れ
ゆ
え
に
、
何
と
か
し
て
分
か
り
や

す
い
言
葉
で
説
明
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
る
の
も
ま
た
一
興
で
あ
り
、
深
い

醍
醐
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
え
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
こ
の
共

感
覚
は
、
前
回
の
例
の
よ
う
に
、
僕
の
あ
ら
ゆ
る
共
感
覚
の
結
晶
体
と
言
っ
て

も
よ
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
僕
自
身
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
共
感
覚
を
海
外
の
共
感
覚
研
究
に
倣
っ
て
名
付
け
る
な
ら
、
例
え
ば
”

F
ig

u
re

 o
f A

 F
e
m

a
le

-C
o
m

p
le

x
 S

e
n

se
s S

y
n

e
sth

e
sia

”
な
ど
と
大
げ
さ
な

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
共
感
覚
を
便
宜
的
に
「F

共

感
覚
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
、
話
を
進
め
ま
す
。 

 

本
来
な
ら
「
女
性
に
色
が
見
え
る
共
感
覚
」、「
女
性
に
音
が
聞
こ
え
る
共
感
覚
」、

「
女
性
に
触
感
を
感
じ
る
共
感
覚
」
な
ど
と
細
分
化
し
て
語
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、
僕
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
意
味
が
な
さ
す
ぎ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
実
際
に
感
じ
て
い
る
感
覚
を
そ
の
ま
ま
書
く
と
、
前
回
の
よ
う
に

し
か
書
き
よ
う
が
な
い
か
ら
で
す
。
ど
う
見
た
っ
て
、
そ
の
女
性
は
特
定
の
色

と
音
と
触
感
と
の
一
体
不
可
分
を
保
っ
て
い
て
、
ど
れ
か
が
欠
け
る
と
、
す
で

に
そ
の
女
性
は
そ
の
女
性
で
は
な
く
な
る
。 

 

さ
て
、F

共
感
覚
を
考
え
る
上
で
、
い
つ
も
僕
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
（
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
）、
あ
え
て
挙
げ
る
な
ら
、
次
の
二
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
僕
の
持
論
な
ど
で
は
な
く
、
僕
の
生
身
の
体
験
・
実
感
と
し
て
、
そ
う
語
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。） 

 

①F

共
感
覚
は
、
女
性
の
本
質
・
属
性
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
女
性
の
個
別

的
存
在
・
現
実
存
在
・
個
人
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
、
一
人
の
他
人
（
＝
共
感

覚
主
体
者
＝
僕
）
が
主
観
的
に
受
け
止
め
る
感
覚
に
す
ぎ
な
い
。 

②F

共
感
覚
は
、
女
性
の
エ
ロ
ス
的
な
る
も
の
と
関
連
付
け
て
語
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
し
か
し
、F

共
感
覚
が
エ
ロ
ス
的
な
目
的
を
持
つ
の
で
は
な
い
。F

共

感
覚
が
、
エ
ロ
ス
的
な
も
の
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

  
① ま

ず
、
「
共
感
覚
」
と
「
連
想
・
比
喩
・
共
通
感
覚
・
異
種
感
覚
連
合
・
想
像
」
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と
の
違
い
を
書
い
て
お
き
ま
す
。
（
図
の
中
に
も
書
い
て
い
ま
す
。） 

 

 

 

◆
共
感
覚 

○
不
随
意
的 

○
根
源
的
能
力
・
辺
縁
系
処
理 

○
具
体
的
・
個
別
的
・
特
異
的 

（
例
え
ば
、
図
の
中
の
「
か
」
の
赤
色
は
、
共
感
覚
者
本
人
に
実
際
に
知
覚
さ

れ
て
い
る
。） 

 

◆
連
想
・
比
喩
・
共
通
感
覚
・
異
種
感
覚
連
合
・
想
像
（
い
わ
ゆ
る
、
人
間
が

日
常
的
に
用
い
て
い
る
感
覚
で
す
ね
） 

○
随
意
的 

○
高
次
能
力
・
大
脳
皮
質
処
理 

○
抽
象
的
・
統
合
的
・
普
遍
的 

（
例
え
ば
、
図
の
中
の
「
か
」
の
赤
色
は
、
知
覚
さ
れ
な
い
。） 

  

な
ぜ
、F

共
感
覚
を
語
る
上
で
、
改
め
て
共
感
覚
と
他
の
感
覚
と
の
違
い
を
確

認
し
た
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。 

 

前
回
、「A

さ
ん
が
右
を
向
く
姿
は
、
彼
女
が
ま
と
っ
て
い
る
帯
の
右
手
首
に
近

い
部
分
だ
け
が
水
に
濡
れ
、
左
耳
の
後
方
に
あ
る
帯
の
先
端
あ
た
り
に
お
い
て
、

深
緑
色
な
い
し
萌
葱
色
の
コ
ッ
プ
を
僕
が
右
手
で
持
ち
上
げ
た
と
き
の
よ
う
な

感
触
を
僕
が
覚
え
る
と
こ
ろ
の
姿
な
の
だ
。」
と
書
き
ま
し
た
が
、「
”
ま
る
で
”
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こ
の
女
性
の
姿
は
、
深
緑
色
の
コ
ッ
プ
を
右
手
で
持
ち
上
げ
た
と
き
の
よ
う
な

感
触
だ
。
」
と
い
う
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
普
通
な
ら
女

性
の
姿
形
は
、
視
覚
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
余
計
に
感
覚

モ
ダ
リ
テ
ィ
が
加
算
さ
れ
て
、
触
覚
と
い
う
も
の
が
僕
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
い

う
知
覚
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
つ
ま
り
、
視
覚
・
聴
覚
・

嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
・
内
臓
感
覚
・
平
衡
覚
な
ど
の
感
覚
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
改
め
て
統
合
さ
れ
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
得
る
よ
う
な
現
実
感
は
、

共
感
覚
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
聴
覚
→
視
覚
、
視
覚
→
触
覚
、
と
い
っ

た
感
覚
が
、
あ
え
て
そ
れ
ら
を
分
け
隔
て
る
ま
で
も
な
く
認
識
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
） 

 

そ
の
女
性
そ
の
も
の
の
姿
に
お
い
て
、「
た
だ
僕
が
こ
の
目
で
見
て
い
る
」
と
い

う
行
為
そ
の
も
の
に
お
い
て
、「
女
性
が
、
す
な
わ
ち
視
覚
と
触
覚
、
そ
の
他
の

全
て
の
感
覚
に
よ
っ
て
、
一
切
の
感
覚
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
垣
根
を
一
挙
に
か
つ
瞬

時
に
乗
り
越
え
て
、
僕
に
知
覚
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。「
女

性
の
姿
を
見
て
、
そ
れ
か
ら
こ
う
い
う
触
感
を
覚
え
る
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
女
性
の
姿
を
見
る
こ
と
自
体
が
、
視
覚
や
聴
覚
や
触
覚
を
知
覚
さ
せ
る
」
の

で
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
女
性
の
姿
は
、
ど
う
見
て
も
、「
青
色
の
コ
ッ
プ
」
や
「
赤
色
の

帯
」
な
ど
で
は
形
容
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
赤
い
服
を
着
て
い
る
女
性
に
向
か

っ
て
、
「
あ
な
た
は
青
い
服
を
着
て
い
る
。
」
と
言
っ
た
り
、
髪
の
長
い
女
性
に

向
か
っ
て
、「
髪
が
短
い
で
す
ね
。
」
な
ど
と
言
う
の
と
同
じ
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

ど
うB

さ
ん
の
姿
を
見
て
も
、
彼
女
は
あ
く
ま
でF

フ
リ
ジ
ア
ン
・
モ
ー
ド
や

陰
旋
法
の
姿
な
の
で
あ
っ
て
、
他
の
音
階
で
彼
女
の
美
し
さ
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る

こ
と
は
僕
に
は
で
き
な
い
。 

 

例
え
ば
、
髪
の
長
い
、
赤
い
服
を
着
た
女
性
に
、
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
あ
る
一
定
の
触
感
を
僕
は
得
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
あ
る
理
由
で
、
今
、

彼
女
が
即
座
に
髪
を
束
ね
て
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
服
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
き
、
そ
の
姿
に
得
る
触
感
が
、
直
前
に

得
た
触
感
と
全
く
違
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
は
、
し
ば
し
ば
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
ま
で
は
、
と
あ
る
女
性
の

左
手
の
あ
た
り
が
、
ち
ょ
う
ど
僕
が
持
っ
て
い
る
国
語
辞
典
の
柔
ら
か
い
カ
バ

ー
の
背
表
紙
の
部
分
を
右
手
で
触
れ
た
と
き
の
感
触
で
あ
り
、
そ
の
女
性
の
背

中
か
ら
左
足
方
向
に
向
か
う
細
い
滅
紫
色
の
曲
線
が
彼
女
を
包
ん
で
い
た
の
が
、

ま
さ
に
今
は
同
じ
左
手
の
あ
た
り
が
、
僕
の
ほ
う
が
首
を
左
に
傾
け
な
が
ら
そ

の
国
語
辞
典
を
同
様
に
触
れ
た
と
き
の
感
触
で
あ
り
、
彼
女
を
包
ん
で
い
た
も

の
が
、
彼
女
の
背
中
か
ら
右
腰
を
回
り
、
右
足
に
至
る
薄
紅
色
の
螺
旋
状
の
二

本
の
糸
に
な
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。（
実
に
書
き
方

が
難
し
く
て
、
恐
縮
で
す
。） 

 

そ
れ
か
ら
興
味
深
い
こ
と
に
、
日
本
人
女
性
が
、
和
服
を
着
て
い
る
と
き
と
普

段
着
（
つ
ま
り
は
洋
服
で
す
ね
）
を
着
て
い
る
と
き
と
で
は
、
確
実
に
そ
こ
か

ら
僕
が
得
て
い
る
触
感
は
違
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
は
、
何
を
さ
て
置
い
て
も
優

先
的
に
意
識
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
し
ば
し
ば
、「
赤
い
洋
服
と
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青
い
洋
服
」
と
い
っ
た
差
よ
り
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
触
感
の
変
容
を
生
む
こ

と
さ
え
あ
り
ま
す
。 

  

② さ
て
次
に
、F

共
感
覚
を
語
る
と
き
に
、
必
ず
付
い
て
回
る
こ
と
。
き
っ
と
こ

れ
こ
そ
が
、
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
も
思
い
ま
す
が
。 

 F

共
感
覚
を
語
る
こ
と
と
、
「
文
字
に
色
が
見
え
る
」
「
風
景
に
触
感
が
す
る
」

共
感
覚
を
語
る
こ
と
と
で
は
、
事
情
が
違
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ

は
、
共
感
覚
が
、
エ
ロ
ス
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
に
他
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
と
も
か
く
こ
の
共
感
覚
は
、
こ
れ

ま
で
の
他
の
共
感
覚
と
同
様
、
感
じ
て
い
る
本
人
に
と
っ
て
は
、
エ
ロ
ス
以
前

に
強
い
現
実
感
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
僕
は
明
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
共
感
覚
と
エ
ロ
ス
と
の
間
に
一
切
の
関
係
が
な
い
と
は
、
僕
も
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。
花
や
木
が
共
感
覚
を
引
き
起
こ
す
の
と
違
っ
て
、
女
性
の
姿

が
共
感
覚
を
引
き
起
こ
す
と
は
、
す
な
わ
ち
女
性
の
身
体
美
が
共
感
覚
に
お
の

ず
と
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
僕
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
関
係
の
仕
方
に
目
を
向
け

る
こ
と
で
す
。 

 

こ
のF

共
感
覚
は
僕
に
と
っ
て
、
エ
ロ
ス
に
対
し
て
、
形
相
因
で
は
あ
り
得
て

も
、
質
料
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、「
こ
の
女
性
の
醸
す
エ
ロ
ス
的
雰
囲

気
・
肉
体
美
の
形
相
か
く
あ
る
べ
し
」
な
ど
と
い
う
理
想
の
設
計
図
が
あ
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
に
向
か
っ
て
目
的
論
的
に
、
僕
の
共
感
覚
が
練
り
上
げ
ら
れ
て

発
動
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
女
性
の
身
体
の
エ
ロ
ス
的
な
る
も
の

が
、「A

さ
ん
が
右
を
向
く
と
、
黄
朽
葉
色
の
帯
が
濡
れ
る
感
覚
を
覚
え
る
」、「B

さ
ん
が
た
め
息
を
つ
く
姿
を
見
て
い
る
と
、
淡
い
緋
色
の
空
気
が
僕
に
ぶ
つ
か

る
」
と
い
っ
たF

共
感
覚
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
、
と
い
う

ベ
ク
ト
ル
が
あ
る
の
み
で
す
。 

 

僕
に
と
っ
て
の
、
そ
の
女
性
に
特
有
のF

共
感
覚
、
そ
の
女
性
を
そ
の
女
性
た

ら
し
め
るF

共
感
覚
と
い
う
形
相
は
、
偶
然
に
も
、
そ
の
女
性
の
エ
ロ
ス
的
身

体
美
を
質
料
因
に
持
ち
、
僕
が
「
女
性
を
”
見
る
”」
こ
と
を
作
用
因
と
し
て
、

た
だ
僕
の
主
観
的
体
験
の
中
に
完
成
さ
れ
る
、
と
い
う
だ
け
な
の
で
す
。
つ
ま

り
、
僕
に
見
え
て
い
る
「
黄
朽
葉
色
の
帯
」
な
るF

共
感
覚
が
、
そ
の
女
性
の

エ
ロ
ス
的
な
美
に
よ
っ
て
、
不
随
意
的
に
形
作
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
助
け
を
借

り
て
発
動
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
帯
は
、
わ
ざ
わ
ざ
エ
ロ
ス
の

た
め
、
共
感
覚
の
主
体
者
で
あ
る
僕
の
エ
ロ
ス
を
生
成
す
る
た
め
に
、
僕
自
身

に
よ
っ
て
意
図
的
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
のF

共
感
覚
は
、

女
性
の
本
質
を
問
わ
な
い
。
全
て
の
女
性
に
共
通
す
る
属
性
を
取
り
出
し
て
、

女
性
の
本
質
存
在
を
語
る
の
は
、
僕
の
共
感
覚
に
反
す
る
語
り
方
だ
と
思
い
ま

す
。
む
し
ろ
、
僕
が
感
覚
し
て
い
る
も
の
は
、
女
性
の
個
別
的
・
現
実
存
在
を

問
う
と
こ
ろ
の
、
僕
の
中
で
完
結
し
て
い
る
主
観
的
体
験
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 
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僕
は
僕
の
共
感
覚
と
向
き
合
う
と
き
、
い
つ
も
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
、「
私

に
は
、
バ
ラ
の
匂
い
を
嗅
ぐ
と
、
昔
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
バ

ラ
の
匂
い
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
匂
い
そ
の
も

の
の
う
ち
に
思
い
出
を
嗅
ぐ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
匂
い
が
私
に
と
っ
て
全
て
で

あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
、
と
思
い
ま
す
。 

 

「
私
に
は
、
文
字
を
見
る
と
、
色
が
付
い
て
見
え
る
が
、
そ
れ
は
文
字
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
文
字
そ
の
も
の
の
う
ち
に
色
を
見
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
色
付
き
の
文
字
が
私
に
と
っ
て
全
て
で
あ
る
。」 

 

「
私
に
は
、
女
性
や
風
景
を
見
る
と
、
色
や
音
や
触
感
が
知
覚
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
女
性
や
風
景
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
女
性
や
風
景
そ

の
も
の
の
う
ち
に
、
色
と
、
音
と
、
触
感
と
を
知
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
女
性

や
風
景
が
私
に
と
っ
て
全
て
で
あ
る
。
」 

 F

共
感
覚
も
、
そ
の
他
の
共
感
覚
も
、
常
に
人
間
の
知
覚
能
力
の
範
囲
内
の
も

の
と
し
て
、
人
間
ら
し
い
感
性
と
し
て
、
語
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
、
僕
は
思

い
ま
す
。 

  

さ
て
、
以
上
の
点
を
前
提
と
し
て
、
僕
は
共
感
覚
を
語
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
望
で
す
。 

  

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
女
性
に
つ
い
て
３
） 

 

二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

少
し
前
、「
純
一
さ
ん
に
と
っ
て
、
赤
く
見
え
て
い
る
女
性
は
、
暗
が
り
で
見
て

も
や
は
り
赤
い
の
で
し
ょ
う
か
。
青
い
女
性
は
、
暗
が
り
で
も
や
は
り
青
い
の

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
ハ
短
調
の
女
性
は
、
暗
い
と
こ
ろ
で
見
て
も
ハ
短
調
の

姿
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
、
女
性
か
ら
の
質
問
が
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、

「
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。」
と
答
え
た
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
僕
は
、
こ
の

質
問
の
文
面
そ
の
も
の
に
言
葉
に
な
ら
な
い
美
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
、「
あ
あ
、

美
し
い
質
問
だ
な
。」
と
思
っ
て
、
そ
れ
以
降
の
詳
細
な
答
え
を
書
く
前
に
、
思

わ
ず
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
今
日
は
、
書
き
た
か
っ
た
こ
と
の
中

か
ら
、
い
く
つ
か
書
い
て
み
よ
う
と
思
う
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
は
本
当
に
「
明
る
す
ぎ
る
」
社
会
に
な
っ
た
と
思
う
。

ど
こ
を
見
て
も
電
気
の
使
い
す
ぎ
状
態
、
電
気
の
付
け
っ
ぱ
な
し
状
態
で
、
ま

ぶ
し
す
ぎ
る
く
ら
い
だ
。
先
日
の
中
越
沖
地
震
の
停
電
は
、
早
く
復
興
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
方
で
、
我
々
は
「
明
か
り
」
が
な
け
れ
ば
何
も

で
き
な
い
社
会
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
、
停
電
を
見
る
た
び
に
思
う
。
僕
は
、「
日

本
が
ま
ぶ
し
す
ぎ
る
社
会
、
や
か
ま
し
い
社
会
、
よ
く
し
ゃ
べ
る
社
会
に
な
っ

た
」
こ
と
も
、
共
感
覚
を
日
本
人
男
性
の
中
か
ら
奪
い
去
っ
た
一
因
な
の
で
は
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な
い
か
、
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
る
。 

 
質
問
し
て
下
さ
っ
た
方
に
は
期
待
外
れ
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
本
当
は
日
本

人
女
性
の
美
し
さ
を
語
る
と
き
、「
僕
の
よ
う
な
男
性
共
感
覚
者
の
目
に
、
女
性

が
特
別
に
ど
う
見
え
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
い
か
に
も
専
売
特
許
の
よ

う
に
強
調
す
る
と
い
う
以
前
に
、
ま
ず
は
、
お
し
な
べ
て
日
本
人
男
性
に
と
っ

て
、
そ
の
美
し
さ
が
か
つ
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
思

い
起
こ
す
べ
き
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
僕
に
女
性
の
姿
が
ど
う
知
覚
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、”
暗
が
り
”
と

の
密
接
な
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
、
ず
っ
と
考
え
て
い

る
し
、
僕
が
な
ぜ
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
に
「
暗
が
り
」
「
夜
」「
陰
影
」
と
い

う
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
、
そ
の
理
由
を
書
き
始
め
た
ら
、
確

か
に
頭
の
中
に
何
十
も
あ
っ
て
書
き
き
れ
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

僕
の
共
感
覚
体
験
を
書
く
と
き
に
、
僕
の
主
観
以
前
に
、
日
本
人
女
性
の
美
し

さ
に
つ
い
て
何
ら
か
の
客
観
性
な
り
普
遍
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と

に
意
味
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
し
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
点
に
目
を
向
け
て

お
い
た
上
で
、
再
び
僕
の
主
観
的
美
感
に
立
ち
戻
り
つ
つ
僕
の
共
感
覚
を
書
か

せ
て
も
ら
え
る
な
ら
、
き
っ
と
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
う
の
で
、
そ

う
い
っ
た
書
き
方
で
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
前
置
き
の

部
分
で
す
。 

  

①
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
は
、「
暖
色
か
ら
寒
色
に
移
行
す
る
」
変
容
と
「
彩
度

が
落
ち
て
無
彩
色
に
移
行
す
る
」
変
容
の
中
に
、
す
な
わ
ち
「
暗
」「
夜
」「
影
」

の
中
に
あ
る
。 

 

日
本
人
女
性
の
和
服
姿
に
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
固
有
の
美
観
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
暗
が
り
・
夜
・
陰
影
の
中
に
お
い
て
い
っ
そ
う
美
し
さ
を
増
す
と

思
う
。
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
は
、
そ
も
そ
も
暖
色
よ
り
も
寒
色
の
中
に
、
ま

ぶ
し
い
有
彩
色
よ
り
も
繊
細
な
程
合
い
の
有
彩
色
と
無
彩
色
の
中
に
あ
る
も
の

だ
と
感
じ
る
。 

 

そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
を
目
に
す
る
男
性
の
主
観
に
よ
る
も
の
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
古
来
よ
り
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
は
、
人
間
の
目
（
網
膜
）
の
特
徴
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
「
プ
ル
キ
ン
エ
現
象
」
に
そ
ぐ
う
美
し
さ
で
あ
る
。
こ
こ
で

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
説
明
し
て
し
ま
う
と
、
僕
が
本
当
に
書
き
た
い
こ
と
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
で
、
詳
細
は
省
く
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
日
常
で
も
、
明
け
方
や

夕
方
な
ど
暗
い
と
き
に
は
、
赤
い
も
の
（
波
長
が
長
い
）
は
暗
く
黒
く
見
え
る

の
に
、
青
色
の
も
の
（
波
長
が
短
い
）
は
比
較
的
き
ち
ん
と
色
が
見
え
る
、
あ

の
現
象
の
こ
と
を
言
う
。（
だ
か
ら
、
道
路
標
識
な
ど
は
青
く
し
て
あ
る
。
昼
間

は
逆
に
、
赤
や
黄
の
も
の
が
目
立
っ
て
見
え
る
。） 

こ
の
現
象
は
、
も
ち
ろ
ん

日
本
人
に
限
ら
ず
、
ヒ
ト
の
網
膜
に
見
ら
れ
る
特
徴
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
横

文
字
で
「
～
現
象
」
な
ど
と
僕
が
書
く
ま
で
も
な
く
、
そ
し
て
プ
ル
キ
ン
エ
が

こ
れ
を
”
発
見
し
た
”
な
ど
と
言
う
ま
で
も
な
く
、「
か
つ
て
の
日
本
人
女
性
は
、

皆
こ
れ
を
自
分
た
ち
の
体
と
頭
で
知
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
、
僕
に
は
実
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に
重
要
に
思
え
る
し
、
感
慨
深
く
さ
え
あ
る
。 

 
日
本
人
女
性
の
唇
と
い
う
も
の
は
、
赤
い
色
を
し
て
い
る
。
し
か
も
、
日
本
人

女
性
に
特
有
の
赤
色
を
し
て
い
る
。
い
や
、
こ
こ
で
す
で
に
「
赤
い
」
と
言
う

よ
り
は
、
薄
紅
色
だ
、
朱
華
色
だ
、
紅
梅
色
だ
、
な
ど
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ

け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
そ
れ
は
、
ま
さ
に
赤
に
近
い
色
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
青
や
緑
で
は
な
い
。 

 

さ
て
、
そ
こ
に
い
っ
そ
う
濃
い
赤
色
を
上
乗
せ
す
る
の
が
、
口
紅
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
口
紅
を
引
く
と
い
う
の
は
、
人
間
の
色
覚
上
か
ら
見
て
も
、

ま
た
現
代
の
社
会
生
活
の
あ
り
方
か
ら
考
え
て
も
、
「
女
性
を
昼
に
見
る
」「
女

性
を
太
陽
光
の
も
と
に
眺
め
る
」
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
、「
女
性
を
昼
に
見
」

な
け
れ
ば
、
口
紅
は
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
塗
れ
ば
塗
る
ほ
ど
、

そ
う
で
あ
る
。
日
が
落
ち
た
と
き
に
真
っ
先
に
明
度
と
彩
度
と
が
滅
び
行
く
の

は
、
長
波
長
域
を
占
め
る
、
ま
さ
に
女
性
の
唇
、
肌
の
う
ち
の
よ
り
赤
み
を
帯

び
た
部
分
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
人
女
性
に
は
日
本
人
女
性
の
、
生

ま
れ
持
っ
た
肌
の
色
が
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
人
女
性
の
頬
や
鼻
の
肌
の
色
と
、

そ
の
唇
の
色
の
対
比
を
見
る
に
つ
け
、
そ
の
同
じ
姿
の
ま
ま
夜
に
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
よ
く
分
か
る
。
要
す
る
に
、
口
紅
と
い

う
の
は
、「
生
ま
れ
つ
き
の
唇
の
色
＝
昼
夜
を
問
わ
な
い
美
・
明
暗
を
問
わ
な
い

美
」
を
、「
よ
り
濃
い
赤
色
・
紅
色
＝
”
昼
”
、”
明
”
、
”
光
”
の
美
」
に
集
約
す

る
も
の
、
生
ま
れ
つ
き
の
唇
の
色
に
不
足
を
感
じ
る
中
で
、
夜
の
美
を
不
在
に

し
て
ま
で
、
あ
え
て
そ
れ
を
昼
の
世
界
に
引
き
連
れ
て
く
る
も
の
で
す
。 

 

普
段
の
日
常
の
中
で
、
常
に
こ
う
い
っ
た
点
に
目
が
向
く
の
も
、
男
性
共
感
覚

者
に
特
有
の
知
覚
の
仕
方
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
「
共
感
覚
者
と

し
て
の
僕
」
と
い
う
こ
と
を
抜
き
に
し
て
考
え
て
も
、
ど
う
し
て
も
僕
は
、
い

つ
も
そ
う
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
目
が
行
く
か
ら
、
今
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
書

い
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
女
性
は
女
性
で
、
そ
れ
を
日
常
生
活
で
無
意
識

の
う
ち
に
や
っ
て
い
る
（
昼
に
自
分
自
身
が
ど
う
映
え
る
か
を
、
思
考
に
上
せ

な
い
と
こ
ろ
で
す
で
に
実
行
し
て
い
る
）
わ
け
で
、
女
性
の
そ
う
い
っ
た
点
に

は
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
も
の
だ
。 

 

か
つ
て
の
日
本
人
女
性
は
、
青
い
口
紅
を
塗
っ
て
い
た
。
（
こ
の
「
青
い
口
紅
」

と
い
う
言
葉
が
す
で
に
矛
盾
か
つ
不
適
切
で
あ
り
、
本
当
は
「
口
青
」
と
言
う

べ
き
だ
が
。） 

か
つ
て
の
祇
園
の
女
性
が
ど
う
だ
、
な
ど
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。「
京
紅
」
の
口
紅
の
濃
い
紅
色
が
悪
い
と
い
う
意
味
で
も
な
い
。（
京
紅
は
、

そ
れ
は
そ
れ
で
昼
間
の
女
性
の
美
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
） 

し
か
し
、

と
に
か
く
「
青
や
紺
や
藍
や
紫
や
碧
や
緑
の
色
が
、
い
か
に
自
分
た
ち
の
身
体

を
、
背
後
の
日
本
の
夜
の
空
気
と
い
う
キ
ャ
ン
バ
ス
に
そ
ぐ
う
も
の
に
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
、
日
本
人
女
性
は
生
活
の
中
で
お
し
な
べ
て
知
っ
て
い
た
。 

 

こ
こ
で
「
青
い
口
紅
を
引
く
女
性
な
ん
て
、
よ
ほ
ど
セ
ン
ス
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。
」
と
思
う
の
は
、
そ
れ
は
日
本
人
女
性
の
美
の
う
ち
の
「
昼
の
、
明
の
、

光
の
側
面
」
だ
け
を
見
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
人
女
性
が
青
口
紅

を
つ
け
た
、
と
い
う
時
点
で
、
そ
の
女
性
は
「
私
は
夜
に
見
ら
れ
る
」
こ
と
を



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

59 

 

意
識
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
セ
ン
ス
が
、
実
践
と
ま
で
は
行
か
な
く
と
も
、

今
の
日
本
人
女
性
に
少
し
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ

し
て
、
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
が
、
暗
が
り
・
夜
・
陰
影
の
中
に
お
い
て
こ
そ

増
す
も
の
だ
と
い
う
伝
統
的
美
感
に
は
、
実
は
僕
ら
男
性
共
感
覚
者
と
男
性
色

盲
者
の
色
覚
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
僕
の
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

な
の
だ
。 

 

 
 

 
 

 

右
上
：
大
多
数
の
人
、
右
下
：
第
一
色
盲
、
左
上
：
第
二
色
盲
、
左
下
：
第
三

色
盲
の
人
の
色
覚 

  

②
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
は
、
日
本
独
特
の
主
観
的
な
色
彩
感
覚
を
問
い
な
が

ら
、
一
方
で
日
本
人
男
性
の
視
覚
・
色
覚
の
主
観
を
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
曖

昧
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
完
成
を
見
る
。 

 

日
本
人
女
性
の
美
し
さ
が
、
何
も
僕
の
よ
う
な
男
性
共
感
覚
者
だ
け
に
映
る
も

の
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
日
本
人
の
美
感
そ
の
も
の
の
中
に
脈
々
と
流
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
、
そ
の
一
例
を
、
色
盲
の
視
点
で
見
て
み
る
と
す
る
。 

 

現
在
も
、
日
本
人
男
性
の
二
十
～
三
十
人
に
一
人
は
、
い
わ
ゆ
る
色
盲
で
あ
る
。

（
僕
は
あ
え
て
色
覚
”
異
常
”
や
色
覚
”
障
害
”
と
い
う
言
い
方
を
避
け
て
、「
色

盲
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
呼
称
が
変
わ
っ
て
も
、
結
局
は
人
の
意
識

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
し
、「
色
盲
」
の
ほ
う
が
淡
々
と
色
覚
の
特
性
を
述
べ
て

い
る
適
切
な
言
葉
だ
と
、
個
人
的
に
判
断
し
て
い
ま
す
。） 

 

両
者
合
わ
せ
て
色
盲
者
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
第
一
色
盲
（
赤
錐
体
細
胞
の
欠

如
）
と
第
二
色
盲
（
緑
錐
体
細
胞
の
欠
如
）
の
場
合
、
昼
に
お
い
て
は
緑
色
と

赤
色
が
、
我
々
で
言
う
と
こ
ろ
の
黄
色
や
黄
土
色
や
枯
色
と
い
っ
た
黄
色
系
統

の
色
に
見
え
て
い
る
が
（
洒
落
て
言
う
な
ら
、
青
色
以
外
の
も
の
は
、
セ
ピ
ア
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色
に
近
い
色
世
界
で
あ
る
）
、
日
本
人
女
性
の
肌
の
色
も
、
ま
た
美
し
い
色
に
見

え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

と
言
う
の
も
、（
僕
は
色
盲
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
女
性
を
見
た
だ
け
で
色
や
音

や
触
覚
ま
で
を
感
じ
る
と
い
う
点
で
は
、
女
性
に
対
す
る
知
覚
の
仕
方
は
、
色

盲
者
の
そ
れ
と
は
一
見
す
る
と
正
反
対
な
の
だ
が
、
） 

女
性
の
見
え
方
が
他
の
”

健
常
な
”
男
性
と
僕
と
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、「
共
感
覚
」
な
る
言

葉
を
知
る
ま
で
長
年
悩
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
結
局
は
「
女
性
に
つ
い
て

の
見
え
方
は
主
観
で
あ
る
」「
女
性
に
客
観
的
・
絶
対
的
な
美
な
ど
な
い
」
と
い

う
こ
と
、
そ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
僕
は
色
盲
者
の
知
覚
に
親
し
み
を
感
じ
て
、

共
感
覚
探
究
の
一
環
に
色
盲
探
究
を
据
え
て
い
る
。 

 

今
で
は
、
僕
は
女
性
の
姿
や
風
景
な
ど
を
見
て
、
そ
れ
を
第
一
色
盲
～
第
三
色

盲
ま
で
の
人
に
ど
う
見
え
て
い
る
か
を
即
座
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
目

の
中
に
浮
か
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
と
に
か
く
、
色
盲
者

の
見
て
い
る
日
本
人
女
性
の
姿
も
、
昼
間
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
一
つ
の
美
を
保

っ
て
い
る
も
の
だ
。
極
め
て
稀
で
あ
る
第
三
色
盲
（
青
錐
体
細
胞
の
欠
如
）
に

し
て
も
、
女
性
の
肌
は
、
少
し
桃
色
が
か
っ
て
見
え
る
が
、
ヒ
ト
の
青
錐
体
細

胞
は
そ
も
そ
も
数
が
少
な
く
、
第
三
色
盲
者
は
我
々
と
ほ
と
ん
ど
事
情
が
変
わ

ら
な
い
し
、
障
害
な
ど
と
い
う
目
で
見
る
必
要
も
な
い
。 

 

そ
し
て
、
夕
方
、
日
が
落
ち
て
、
わ
ず
か
に
光
が
差
し
て
い
る
と
い
う
頃
（
つ

ま
り
我
々
の
色
覚
が
暖
色
か
ら
寒
色
に
移
行
す
る
頃
＝
長
波
長
か
ら
短
波
長
に

引
き
ず
ら
れ
る
頃
）
に
な
る
と
、
当
然
な
が
ら
、
色
盲
者
と
そ
う
で
な
い
者
と

の
色
覚
の
峻
別
は
、
な
お
さ
ら
意
味
を
成
さ
な
く
な
る
。
女
性
の
肌
の
色
も
、

明
度
と
彩
度
が
落
ち
て
、
か
つ
色
相
が
寒
色
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
先
ほ
ど
の
唇

の
色
も
然
り
だ
。
や
が
て
、
昼
間
に
は
最
も
目
立
っ
て
い
た
赤
色
が
ま
ず
最
初

に
散
り
行
き
、
か
す
か
に
青
や
紫
や
紺
や
緑
の
色
が
目
の
う
ち
に
残
っ
て
い
る

状
態
、
す
な
わ
ち
、
ち
ょ
う
ど
色
盲
者
の
昼
間
の
見
え
方
が
そ
の
ま
ま
明
度
と

彩
度
と
を
落
と
し
た
よ
う
な
状
態
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
日
本
人
女
性
の
肌
は
、

ま
ぶ
し
い
赤
色
を
忘
れ
る
代
わ
り
に
、
悍
体
細
胞
の
助
け
を
借
り
て
、
微
弱
な

月
明
か
り
や
屋
内
の
灯
火
の
も
と
に
暗
色
に
移
行
し
た
肌
色
な
い
し
鶯
茶
色
や

媚
茶
色
を
見
せ
、
そ
こ
に
寒
色
の
濃
紺
や
緑
青
の
服
装
な
り
ア
ク
セ
ン
ト
な
り

口
紅
が
映
え
る
美
観
を
生
み
出
す
。
た
と
え
現
代
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
女
性

の
美
し
さ
は
、
本
来
は
赤
い
口
紅
を
引
く
こ
と
に
は
な
く
、
昼
間
は
薄
く
引
い

て
お
い
て
、
夜
に
何
ら
か
の
暗
色
や
寒
色
の
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
を
身
に
付
け
る

こ
と
に
あ
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。 

 

日
本
人
女
性
の
美
し
さ
と
い
う
の
は
、
本
当
は
ど
こ
か
で
男
性
の
主
観
を
問
い

な
が
ら
、
最
後
に
は
そ
れ
を
裏
切
る
と
こ
ろ
で
、
完
成
を
見
る
。
こ
の
こ
と
を
、

僕
の
個
人
的
な
共
感
覚
体
験
を
述
べ
る
前
に
、
書
い
て
お
き
た
い
。
冒
頭
の
意

味
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
日
本
人
女
性
の
美
し
さ

や
日
本
人
女
性
の
持
つ
色
彩
セ
ン
ス
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
男
性
共
感
覚
者
や

男
性
色
盲
者
の
美
感
と
主
観
に
十
分
に
答
え
う
る
も
の
だ
っ
た
し
、
そ
れ
は
昼

よ
り
も
夜
、
明
よ
り
も
暗
、
光
よ
り
も
影
に
お
い
て
こ
そ
、
い
っ
そ
う
美
し
い

も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
女
性
の
ほ
う
も
身
に
染
み
て
知
っ
て
い
た
。
逆



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

61 

 

を
言
え
ば
、
共
感
覚
が
後
天
的
な
天
才
的
能
力
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
色
盲
が
障

害
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
が
あ
ま
り
に
明
る
す
ぎ
る

社
会
に
な
っ
た
こ
と
が
一
因
と
し
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
夜
の
あ
り
方

は
、
ま
さ
に
昼
の
よ
う
だ
。 

 

僕
が
思
う
に
、
色
盲
は
、
共
感
覚
同
様
、
決
し
て
障
害
な
ど
で
は
な
く
、
昔
か

ら
脈
々
と
人
間
の
中
に
流
れ
て
い
る
「
文
化
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
性
染

色
体
が
関
わ
る
以
上
、
男
性
の
ほ
う
に
色
盲
者
が
多
い
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
は
科
学
者
に
任
せ
て
、
僕
ら
男
性
共
感
覚
者
は
、

ま
ず
共
感
覚
や
色
盲
そ
の
も
の
が
、
む
し
ろ
日
本
人
女
性
を
美
し
く
見
せ
る
こ

と
に
一
役
買
っ
て
い
る
こ
と
を
、
脈
々
と
し
た
文
化
伝
統
の
中
で
見
つ
め
直
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
、
当
時
は
珍
し
く
な
か
っ
た
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
や

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
人
び
と
が
作
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
何
の
不
自
然
も
な

く
、
事
実
、
海
外
で
は
そ
の
よ
う
な
観
点
が
よ
う
や
く
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
に
、
同
様
に
日
本
の
男
性
共
感
覚
者
の
色
彩
感
覚
や
音
の
感
覚
や
触

覚
、
男
性
色
盲
者
の
色
彩
感
覚
は
、
同
系
色
を
美
の
基
調
に
据
え
る
日
本
独
特

の
色
彩
感
覚
を
生
む
こ
と
に
、
か
つ
て
は
一
役
買
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
色
盲
は
、
感
覚
器
官
そ
の
も
の
、
網
膜
の
問
題
で
あ
っ
て
、
男
性

共
感
覚
者
の
よ
う
に
脳
自
体
の
構
造
を
根
本
的
に
問
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

色
盲
で
あ
っ
て
も
共
感
覚
者
か
ど
う
か
は
言
え
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。
し
か
し
、

両
者
が
共
通
し
て
持
て
る
心
が
、「
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
は
、
昼
の
色
覚
の
中

に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。
わ
ず
か
な
光
の
中
に
、
ど
ん
な
寒
色
と
形
と
音
と

触
感
と
が
残
る
か
に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
実

に
す
ば
ら
し
い
と
僕
は
思
う
。 

 

共
感
覚
者
は
圧
倒
的
に
女
性
に
多
く
、
逆
に
色
盲
者
は
男
性
に
多
い
と
い
う
の

は
皮
肉
だ
が
、
日
本
の
男
性
共
感
覚
者
と
男
性
色
盲
者
が
手
を
取
り
合
え
ば
、

何
か
面
白
み
の
あ
る
、
味
わ
い
深
い
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
つ

も
思
っ
て
い
る
。
人
数
が
多
い
ほ
う
に
色
覚
障
害
・
色
覚
異
常
な
ど
と
、「
障
害
」

「
異
常
」
な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
何
と
も
寂
し
い
限
り

だ
。
な
ら
ば
、
男
性
共
感
覚
者
は
極
め
て
重
度
の
障
害
者
・
異
常
者
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
見
方
は
寂
し
い
し
、
情
け
な
い
。
も
っ
た
い
な

い
限
り
だ
。 

 

僕
が
ま
だ
自
分
自
身
の
共
感
覚
を
説
明
し
切
れ
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も
じ
れ

っ
た
い
限
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
色
盲
・
色
弱
で
か
つ
共
感
覚
を
お
持
ち

の
女
性
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
出
会
っ
て
み
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
日
本
人
女
性
の
美
し
さ
と
い
う
も
の
を
、
僕
個
人
に
対
し
て
尋
ね
ら
れ

た
の
に
、
あ
え
て
僕
の
主
観
的
美
感
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
色
覚
の
あ
り
方
と

日
本
の
伝
統
に
広
げ
て
語
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
質
問
者
に
対
し
て
少
し
申

し
訳
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
僕
の
よ
う
な
男
性
共
感



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

62 

 

覚
者
の
感
じ
方
が
、
い
か
に
か
つ
て
の
日
本
の
伝
統
美
と
関
連
の
深
い
も
の
で

あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
と
思
う
。 

 

そ
れ
を
語
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
長
く
な
っ
た
の
で
、
今
回
は
①
②
の
み

で
、
続
き
は
次
回
に
。 

 

参
考
記
事
・
・
・h

ttp
://ij-a
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u
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僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
色
彩
を
表
す
漢
字
） 

  

二
〇
〇
七
年
八
月
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

 

「
漢
字
に
色
が
見
え
る
共
感
覚
」
の
続
き
で
す
。（
前
回
の
「
女
性
に
対
す
る
共

感
覚
」
の
続
き
も
、
書
い
て
い
き
ま
す
。
長
く
な
り
そ
う
で
す
が
。） 

 

今
日
は
、「
色
の
名
前
を
表
す
漢
字
は
、
共
感
覚
者
に
は
、
そ
の
色
の
と
お
り
に

見
え
て
い
る
の
か
」
と
い
う
、
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
問
い
に
関
し
て
、
僕

の
体
験
を
図
示
し
て
お
こ
う
と
い
う
趣
旨
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
。 

 

ご
覧
の
通
り
、
僕
に
は
、
色
の
名
前
が
自
ら
の
共
感
覚
に
一
致
し
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
少
な
く
と
も
、
物
心
つ
い
て
、「
文
字
」
と
い
う
も
の
を
学
習
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
十
五
年
ほ
ど
は
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。（
今
と
な

っ
て
は
、
こ
の
頃
も
懐
か
し
く
思
え
る
も
の
で
す
が
。） 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
例
え
ば
「
紫
」
と
い
う
漢
字
を
見
る
と
、”
普
通
な
ら
”「
ム

ラ
サ
キ
」
と
い
う
”
感
じ
”
が
す
る
そ
う
で
す
が
、
僕
は
い
ま
だ
に
、
そ
の
感

覚
を
”
感
覚
”
す
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。（
そ
れ
が
ど
う
い
う
感
覚
か
は
、
分
か

る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
意
識
的
に
毎
度
毎
度
や
る
と
い
う

苦
労
を
、
他
の
人
が
や
っ
て
い
な
い
と
知
っ
た
と
き
は
、
子
ど
も
な
が
ら
に
驚

い
た
と
同
時
に
、
言
語
習
得
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
理
由
が
鮮
明
に
な
っ
て
嬉

し
か
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。） 

「
橙
」
を
見
る
と
、
あ
の
オ
レ
ン
ジ
色
が
頭

に
浮
か
ぶ
・
・
・「
紺
」
を
見
る
と
、
あ
あ
、
濃
い
青
だ
な
あ
と
い
う
感
じ
が
す

る
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
が
、
な
ぜ
大
多
数
の
人
の
”
普
通
”
の
感
覚
で
あ
る
の

か
。
そ
れ
が
不
思
議
で
な
ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
言
葉
に
し
な
い
ま
で
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も
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
昔
よ
り
は
慣
れ
た
し
、
本
も
ず
い
ぶ

ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

十
代
の
頃
は
特
に
、「
他
の
人
と
僕
と
で
、
文
字
や
言
葉
の
記
憶
の
仕
方
が
違
う

は
ず
は
な
い
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
周
囲
と
の
齟

齬
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
た
び
に
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校
の
漢

字
の
テ
ス
ト
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
満
点
だ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
れ
が
僕
の
「
”

モ
ノ
の
形
状
”
を
記
憶
す
る
能
力
の
特
殊
性
」
で
説
明
で
き
る
の
か
、
そ
れ
は

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
メ
モ
リ
ー
と
同
じ
な
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
今
探
究
中

で
す
。
（
日
本
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
見
た
だ
け
で
車
名
が
言
え
る
と
い
う
、

四
・
五
歳
の
頃
か
ら
の
僕
の
能
力
は
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。） 

 

僕
は
、
失
読
症
の
人
や
言
語
を
新
作
す
る
統
合
失
調
症
の
人
、
自
閉
症
の
人
の

言
語
と
文
字
へ
の
「
感
じ
方
」
は
、
病
気
だ
、
病
気
で
は
な
い
と
言
う
以
前
に
、

む
し
ろ
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
共
感

覚
と
そ
う
遠
く
な
い
話
、
い
や
、
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
共
感
覚
な
ん
だ
と
い
う
感

慨
を
覚
え
る
し
、
そ
う
い
っ
た
”
特
殊
な
”
人
の
素
晴
ら
し
い
個
性
を
考
慮
に

入
れ
つ
つ
、
僕
自
身
の
感
覚
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
、
漢
字
の
と
お
り
の
色
が
ま
ば
ら
に
付
い
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら

く
何
年
も
か
け
て
、
「
こ
の
文
字
は
こ
の
色
を
表
す
の
だ
。
」
と
無
理
や
り
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
、
僕
な
り
の
努
力
の
痕
跡
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。） 

 

も
し
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
、
漢
字
の
意
味
と
形
状
と
が
一
致
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
共
感
覚
と
言
う
よ
り
は
、
何
か
後
天
的
な
学
習
に
よ
っ
て
得
た
感

覚
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
も
ち
ろ
ん
、
ひ
ら
が
な
や
数
字
な
ど
、
特
定
の

文
字
体
系
に
の
み
共
感
覚
を
お
持
ち
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
一
概
に
は

共
感
覚
者
と
非
共
感
覚
者
と
を
峻
別
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

書
い
て
き
た
と
お
り
で
す
。） 

 

ご
覧
の
通
り
、
僕
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
「
ム
ラ
サ
キ
」
と
い
う
、
ま
さ
に
僕
の

目
に
見
え
て
い
る
ム
ラ
サ
キ
色
を
カ
タ
チ
に
す
る
な
ら
、「
紫
」
な
ど
と
い
う
カ

タ
チ
の
文
字
に
は
し
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、「
僕
と
い
う
個

人
」
が
「
母
国
語
で
あ
る
日
本
語
に
使
わ
れ
る
文
字
体
系
」
に
さ
え
、
違
和
感

を
感
じ
て
生
き
て
き
た
体
験
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
何
か
民
族
性
や
国
籍
や
一

切
の
所
属
や
、
僕
自
身
の
個
人
的
な
文
化
観
さ
え
も
僕
自
身
に
よ
っ
て
超
越
し

た
よ
う
な
、「
日
本
語
の
手
前
に
あ
る
僕
と
い
う
人
間
、
あ
る
い
は
個
人
そ
の
も

の
」
を
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
僕
自
身
に
対
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

一
方
で
、
僕
の
日
本
語
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
、
日
本
語
を
美
し
い

と
思
う
心
、「
ち
ょ
ー
」
や
「
マ
ジ
」
と
い
う
よ
う
な
同
世
代
の
人
が
使
う
言
葉

が
ど
う
し
て
も
嫌
で
、
会
話
で
も
文
章
で
も
一
度
も
使
っ
た
こ
と
が
な
い
そ
の

美
意
識
と
こ
だ
わ
り
は
、
い
っ
た
い
僕
の
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
ど
う
し
て
そ

れ
ら
が
僕
の
同
じ
心
か
ら
出
発
し
て
い
る
言
語
観
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え

る
の
が
、
今
は
面
白
い
限
り
で
す
。
政
治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
全
く
な
い

け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ッ
ク
な
文
化
観
と
、
郷
里
と
日
本
各
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地
の
方
言
を
大
切
に
し
た
い
考
え
に
ま
で
、
僕
の
心
が
及
ん
で
い
る
の
は
、
自

分
で
も
本
当
に
見
ご
た
え
が
あ
っ
て
、
胸
が
せ
わ
し
な
く
、
熱
く
な
る
思
い
で

す
。 

 

さ
て
、
話
す
の
に
さ
え
、
並
々
な
ら
ぬ
精
神
力
を
要
す
る
共
感
覚
で
す
が
、
こ

う
い
っ
た
、
図
示
可
能
な
共
感
覚
に
つ
い
て
は
特
に
、（
言
語
障
害
の
ゆ
え
に
自

分
の
感
性
を
語
れ
な
い
、
自
閉
症
な
ど
の
方
々
の
た
め
に
も
、）
僕
の
よ
う
な
共

感
覚
者
が
語
る
責
任
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
意
味

で
も
な
く
、
自
閉
症
者
・
障
害
者
の
代
弁
者
と
い
う
意
味
で
も
な
く
て
、
僕
が
、

そ
も
そ
も
日
本
語
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
日
本
語
の
手
前
・
言
語

の
手
前
に
あ
る
人
間
の
「
世
界
の
見
え
方
」
を
、
実
在
の
現
象
と
し
て
、
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
人
間
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
て
自
ら
の
感
覚
を
、
少
し
ず

つ
で
も
人
に
分
か
る
形
で
、
図
示
な
り
文
章
化
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

「
自
分
だ
け
が
違
う
。
言
語
能
力
が
劣
っ
て
い
る
。
」
と
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
が

も
し
い
た
ら
、
そ
の
子
は
む
し
ろ
、
絵
画
の
能
力
に
長
け
て
い
る
、
素
晴
ら
し

く
個
性
的
な
子
ど
も
だ
ろ
う
、
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
子
ど
も
を
、

大
人
は
も
っ
と
愛
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

関
連
記
事 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/4
4

6
0
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6
0

.h
tm
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h
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u
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5
4
8

5
1
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tm

l 

 

 

僕
の
共
感
覚
体
験
記
（
共
感
覚
を
嗜
む
） 

  

二
〇
〇
七
年
八
月
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 
 

●
「
木
と
花
」（
僕
に
は
、
数
字
の
形
状
が
右
の
よ
う
な
色
に
見
え
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
用
い
て
。） 
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●
右
の
紫
陽
花
の
写
真
の
色
彩
を
、
僕
の
共
感
覚
で
描
い
た
も
の
。
僕
に
は
、

漢
字
の
羅
列
が
、
右
の
紫
陽
花
や
葉
の
影
の
色
彩
に
見
え
て
い
ま
す
。 

 

解
説 

 

●
前
回
の
記
事
と
も
関
連
し
ま
す
が
、「
漢
字
の
形
に
色
が
見
え
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
漢
字
を
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
様
々
な
絵
が
描
け
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
数
字
で
も
仮
名
で
も
何
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
数
字
だ

と
十
通
り
の
色
し
か
使
え
な
い
こ
と
に
な
り
（
字
体
に
よ
る
濃
淡
な
ど
の
違
い

は
あ
る
け
れ
ど
）
、
図
の
よ
う
な
木
や
花
と
い
っ
た
簡
単
な
も
の
し
か
描
け
ま
せ

ん
。
（
こ
う
い
う
遊
び
は
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。） 

 

さ
ら
に
繊
細
な
「
共
感
覚
絵
画
」
と
し
て
、
紫
陽
花
の
写
真
と
女
性
画
を
例
に

と
っ
て
み
ま
す
。（
タ
テ
・
ヨ
コ
適
当
に
セ
ル
に
区
切
っ
て
、
そ
こ
に
見
え
る
色

に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
描
い
て
い
く
と
い
う
、
共
感
覚
者
な
り
の
楽
し
み
で
す
。） 

も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
目
を
ど
ん
ど
ん
細
か
く
区
切
っ
て
い
く
と
、
限
り
な
く
写
真

の
と
お
り
の
写
実
性
に
近
づ
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
と
漢
字
の
形
が
逆
に
見
え
な

く
な
る
の
で
、
こ
の
例
程
度
の
区
切
り
方
の
と
き
が
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
具
合
に
、

僕
に
は
美
し
い
花
模
様
に
（
色
が
付
い
て
）
見
え
て
い
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
同
じ
漢
字
に
対
し
て
見
え
る
色
は
共
感
覚
者
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
で

す
の
で
、
こ
の
漢
字
の
羅
列
が
写
真
の
よ
う
な
紫
陽
花
に
見
え
る
の
は
、
僕
だ

け
、
と
い
う
の
が
、
な
ん
だ
か
切
な
い
気
が
す
る
も
の
で
す
。
い
つ
も
（
昨
日

も
）
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
失
読
症
や
言
語
障
害
を
持
っ
た
人
が
、
い
か
に
言

語
を
「
意
味
」
以
前
に
「
絵
画
的
に
」
と
ら
え
て
い
る
か
、
共
感
覚
の
視
点
か

ら
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
も
、
僕
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

逆
に
、
こ
う
い
っ
た
漢
字
や
そ
の
他
の
文
字
の
羅
列
を
眺
め
た
り
、
本
を
読
ん

だ
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
文
字
列
が
ち
ょ
う
ど
僕
に

と
っ
て
美
し
い
色
彩
を
帯
び
て
い
る
と
、
風
景
や
人
の
姿
や
音
楽
が
浮
か
ん
で

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
僕
は
作
曲
を
し
て
い
ま
す
が
、
音
楽
を
聴
い

て
、
そ
こ
か
ら
極
め
て
鮮
明
な
風
景
や
事
物
や
人
の
姿
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
当
然
な
が
ら
、
そ
の
と
き
に
は
、
自
分
の
共
感
覚
が
強
す
ぎ
る
た
め
に
、
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本
に
書
い
て
あ
る
内
容
や
文
章
の
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ

で
慌
て
る
。） 

 

例
え
ば
、
身
の
回
り
の
ど
の
人
の
姿
を
曲
に
し
よ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
さ
し

あ
た
り
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
自
ら
の
共
感
覚
を
用
い
て
女
性
画
を
描

い
て
お
い
て
、
そ
れ
を
曲
に
す
る
、
と
い
う
二
重
の
芸
術
表
現
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
本
を
読
ん
で
い
て
、
女
性
画
が
見
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
思
わ
ず

見
と
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
正
直
に
言
う
と
、
社
会
生
活
で
は
こ
の
感
性
を

抑
圧
し
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
二
重
と
言
っ
て
も
、
僕
の
中
で

は
一
つ
の
「
出
来
事
」
で
す
け
れ
ど
。
共
感
覚
に
限
ら
ず
、
女
性
画
を
描
く
の

は
好
き
な
の
で
す
が
、
こ
う
し
て
共
感
覚
を
用
い
て
描
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

  

●
時
々
見
か
け
る
問
い
と
し
て
、「
何
の
文
字
か
が
分
か
ら
な
い
く
ら
い
遠
く
か

ら
見
た
ら
、
黒
一
色
に
見
え
る
し
、
文
字
の
一
部
し
か
目
に
入
ら
な
い
く
ら
い

に
近
づ
い
て
見
た
ら
、
線
し
か
見
え
な
い
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
で
も
共
感
覚
者

に
と
っ
て
は
色
が
付
い
て
見
え
る
ん
で
す
か
？ 

急
に
色
が
変
わ
る
ん
で
す

か
？
」
と
い
う
鋭
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
答
え
は
実
に
簡
単
な
こ
と
だ

と
僕
は
思
う
の
で
す
。 

 

例
え
ば
、
登
山
を
し
て
い
る
と
き
、
我
々
に
は
木
々
の
緑
だ
け
で
な
く
、
幹
の

茶
色
や
、
歩
い
て
い
る
道
の
砂
の
茶
褐
色
や
、
露
出
し
て
い
る
岩
の
灰
色
や
、

人
の
着
て
い
る
服
の
色
が
目
に
入
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
遠
く
か
ら

山
を
見
て
「
あ
あ
、
あ
の
山
は
美
し
い
深
緑
だ
な
あ
。」
と
感
傷
に
浸
っ
て
い
る

人
に
向
か
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
「
山
が
緑
色
だ
け
の
は
ず
が
な
い
。
茶
褐
色
や
灰

色
や
青
色
や
赤
色
も
あ
る
。
よ
く
見
な
さ
い
。」
な
ど
と
は
言
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
れ
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

も
み
じ
の
葉
が
百
枚
あ
る
と
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
枚
を
残
し
て
、
残
り
は

全
て
緋
色
に
紅
葉
し
た
と
し
ま
す
。
そ
れ
を
遠
く
か
ら
見
た
ら
、
緋
色
一
色
に

見
え
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
何
の
文
字
か
が
分
か
ら
な

い
よ
う
な
状
況
で
、
文
字
に
色
が
付
い
て
見
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
人
間
の
身
体
の
構
造
と
機
能
（
分
解
能
が
二
百
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
と
か
、
紫
外
線
や
赤
外
線
は
見
え
な
い
だ
と
か
・
・
・
）
を
は
み
出
る
よ
う

で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
「
超
能
力
」
で
「
非
人
間
的
な
能
力
」
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
僕
が
共
感
覚
を
語
る
上
で
最
も
避
け
た
い
の
は
、
そ
う

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。 

 

僕
だ
っ
て
、
い
く
ら
共
感
覚
者
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
地
球
の
裏
側
に
い
る

女
性
に
向
か
っ
て
「
美
人
で
す
ね
。
あ
な
た
の
左
耳
あ
た
り
の
空
間
に
、
素
敵

な
桃
色
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
よ
。
感
動
し
ま
す
。
絵
に
描
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
か
。」
な
ん
て
言
え
な
い
し
、
見
え
な
い
微
生
物
に
向
か
っ
て
「
君
は
青
色
で

ホ
長
調
だ
ね
。」
な
ん
て
言
え
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
共
感
覚
者
の
知
覚
の
仕

方
は
、
”
普
通
”
だ
と
か
”
常
識
”
だ
と
か
言
わ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
す
れ
ば
、

特
異
な
能
力
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
僕
は
共
感
覚
者
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も

人
間
の
身
体
に
と
て
も
忠
実
な
生
き
方
を
す
る
存
在
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。 
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漢
字
（
や
そ
の
他
の
文
字
）
に
色
を
見
る
場
合
、
そ
の
文
字
の
意
味
に
関
係
な

く
色
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
例
え
ば
、
あ
る
花
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
何

の
花
で
あ
る
の
か
、
名
前
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
も
し
か
し
た
ら
そ

の
花
を
毎
朝
、
一
輪
だ
け
人
に
手
渡
す
こ
と
が
、
あ
る
文
化
圏
に
お
い
て
は
「
お

は
よ
う
」
と
い
う
意
味
内
容
の
「
言
語
」
に
な
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
の
と
同

じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
音
声
と
文
字
で
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
文
字
の
意
味
（
漢
字
の
意
味
）

を
僕
も
理
解
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
一
方
で
、
そ
れ
以
前
に
僕
に
と
っ
て
は
、

文
字
や
文
章
と
い
う
も
の
は
、
「
色
彩
の
パ
レ
ッ
ト
」
で
あ
り
、（
絵
画
そ
の
も

の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
）
絵
画
に
匹
敵
す
る
芸
術
で
あ
り
、（
人
そ
の
も
の
で
は

な
い
け
れ
ど
も
）
人
の
美
し
い
姿
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。 

  

共
感
覚
と
真
摯
に
向
き
合
う 

 

二
〇
〇
七
年
八
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

●
先
日
、「
共
感
覚
者
は
障
害
者
だ
と
思
う
」
と
の
意
見
を
他
の
人
か
ら
も
ら
っ

た
と
い
う
、
共
感
覚
に
理
解
の
あ
る
非
共
感
覚
者
か
ら
、「
そ
う
で
は
な
い
と
思

う
、
と
返
事
を
し
て
お
い
た
」
と
の
話
を
聞
い
た
。
そ
の
理
解
の
深
さ
と
対
応

と
に
、
僕
は
感
謝
と
感
動
を
覚
え
た
の
だ
が
、（
以
前
よ
り
、
そ
の
理
解
の
程
度

に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
そ
う
い
う
人
は
、
す
で
に
ど
こ
か
共
感
覚
的

な
感
性
の
持
ち
主
で
あ
る
、
と
僕
は
思
う
の
だ
が
） 

同
時
に
そ
の
事
実
を
聞

い
て
、
寂
し
さ
も
覚
え
た
。
そ
し
て
、
過
去
の
色
々
な
こ
と
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
し
て
き
た
。（
そ
の
と
き
の
気
分
を
あ
ま
り
表
面
に
出
さ
な
く
な
っ
た
自
分

を
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
面
白
く
な
い
人
間
に
な
っ
た
な
あ
、
と
思
う
が
・
・
・
。） 

 

い
つ
も
僕
は
周
り
の
人
に
、「
僕
の
ブ
ロ
グ
の
書
き
方
は
、
敵
も
味
方
も
た
く
さ

ん
作
る
よ
う
な
書
き
方
だ
と
思
う
」
と
自
分
で
言
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
言
う

と
、
わ
ざ
と
共
感
覚
と
い
う
も
の
を
、
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
書
い
て
い
る
よ
う

な
自
覚
が
、
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。
し
か
し
、
先
の
よ
う
な
例
を
聞
く
と
、

も
し
多
く
の
人
か
ら
の
理
解
を
期
待
す
る
あ
ま
り
に
、
今
の
書
き
方
を
緩
め
て

敷
居
を
低
く
す
る
と
、
僕
が
思
う
以
上
に
多
く
の
人
か
ら
の
偏
見
の
目
が
降
り

か
か
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
不
安
に
な
る
。
そ
の
不
安
感
こ
そ
が
、

僕
の
文
体
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
臆

病
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ど
こ
か
で
、
常
に
自
覚
し
て
い
る
。 

 

今
、
も
し
こ
の
敷
居
を
下
げ
た
ら
、
き
っ
と
多
く
の
感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

が
読
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ
る
。
今
の
ま
ま
だ
と
、
子
ど
も
が

読
む
に
は
、
難
し
す
ぎ
る
か
ら
だ
。
む
し
ろ
、
子
ど
も
相
手
に
共
感
覚
を
語
る

と
い
う
の
は
、
実
は
す
ご
く
楽
な
こ
と
だ
と
思
う
。
一
方
で
、
い
ざ
そ
れ
を
や

る
と
（「
共
感
覚
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
に
、「
僕
は
音
に
色
が
見
え
る
」「
僕

は
文
字
に
絵
が
見
え
る
」
と
い
う
、
僕
が
最
も
美
し
い
と
思
う
書
き
方
を
貫
こ

う
も
の
な
ら
）、
先
の
よ
う
な
状
況
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
。
僕
は
「
共
感
覚
者
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が
障
害
者
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
の
が
、
本
当
は
怖
い
人
間
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
実
は
僕
の
中
に
ず
っ
と
巣
食
い
続
け
て
い
る
ジ
レ
ン
マ
な
の
だ

ろ
う
。 

 

し
か
し
、
今
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
僕
自
身
が
「
障
害
者
」
と
言
わ
れ
よ
う

と
も
、
あ
ま
り
傷
つ
か
な
い
気
が
す
る
。
な
ぜ
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、「
自

分
が
人
と
違
う
人
間
で
あ
る
」
こ
と
に
、
も
は
や
慣
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
む

し
ろ
、
他
の
共
感
覚
者
が
障
害
者
扱
い
さ
れ
る
の
を
見
る
と
、
無
性
に
憤
り
を

覚
え
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
、
多
く
な
っ
た
気
が
す
る
。 

 

「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
あ
ま
り
に
も
信
用
な
ら
な
い
、
曖
昧
な
も

の
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
曖
昧
さ
の
中
に
、
あ
た
か
も

明
確
な
定
義
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
「
人
間
の
過
ち
」
か

ら
で
き
る
だ
け
離
れ
て
共
感
覚
を
見
つ
め
る
こ
と
が
、
僕
の
「
共
感
覚
探
究
」

の
目
標
だ
と
思
う
。 

 

例
え
ば
今
、「
い
く
ら
共
感
覚
を
説
明
し
て
も
分
か
ら
な
い
人
の
脳
は
、
ど
こ
か

障
害
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
な
ど
と
僕
た
ち
共
感
覚
者
が
言
っ
た
ら
、
大
多

数
の
人
が
憤
慨
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
こ
か
の
星
で
、「
地
球
人
は
、
あ
ん
な
に

二
酸
化
炭
素
を
出
し
た
り
、
戦
争
を
し
た
り
・
・
・
、
よ
ほ
ど
脳
に
重
い
障
害

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
な
ど
と
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
は
、
あ
る
か
な
い
か
が
分
か
ら
な
い
う
ち
は
、
な
い
と
は
言
え

な
い
し
、
曖
昧
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
「
障
害
者
と
健
常
者
」
と
い
う
区
別
は
、

本
来
は
そ
う
い
う
も
の
の
考
え
方
の
う
ち
に
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
気
が
、
僕
は

す
る
。
そ
れ
こ
そ
相
対
的
な
も
の
の
考
え
方
だ
、
と
思
う
。
共
感
覚
者
は
、
自

分
の
感
性
が
絶
対
的
で
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
に
思
い
や
り

を
持
っ
て
、
相
対
的
で
客
観
的
な
考
え
方
を
す
で
に
持
て
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

し
か
し
、「
何
か
が
障
害
者
の
定
義
に
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
」「
健
常
者
と
障

害
者
は
区
別
で
き
る
」
と
い
う
暗
黙
の
前
提
の
も
と
で
、
我
々
は
障
害
者
を
見

て
い
る
。
こ
れ
は
本
当
に
怖
い
こ
と
だ
、
と
僕
は
思
う
。 

 

そ
れ
で
も
、
僕
が
こ
う
し
て
堂
々
と
共
感
覚
に
つ
い
て
書
い
て
い
ら
れ
る
の
は
、

百
人
の
う
ち
一
人
で
も
理
解
し
て
く
れ
る
な
ら
、
そ
れ
で
本
望
だ
、
と
い
う
微

か
な
期
待
か
ら
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
こ
最
近
は
、
そ
の
期
待
の
可
能
性
は

「
微
か
」
と
悲
観
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
、
類
は
友
を
呼
ぶ
の
だ
か
ら
、
理
解
者

は
周
り
に
も
っ
と
多
く
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
た
。

も
し
周
り
に
理
解
者
が
増
え
た
ら
、
僕
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
拙
文
を
書
く
ま
で

も
な
く
な
り
、
な
ぜ
今
さ
ら
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
だ
と
さ
え
、
自
分

で
思
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
実
に
爽
快
だ
、
と
僕
は
思
う
。 

  

●
い
つ
も
見
て
い
る
虹
色
協
奏
曲B

B
S

に
、
十
一
日
に
研
究
者
か
ら
の
書
き
込

み
が
あ
っ
た
。
勉
強
に
は
な
る
の
で
、
い
つ
も
そ
れ
な
り
の
答
え
を
頭
で
考
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
今
回
は
返
信
し
よ
う
に
も
、
ほ
と
ん
ど
返
信
の
仕
方

が
分
か
ら
な
い
。 



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

69 

 

 h
ttp

://w
w

w
.h

id
e
b

b
s.n

e
t/b

b
s/m

a
m

e
sy

n
e
s 

 

「
最
も
典
型
的
な
日
本
人
共
感
覚
者
の
経
験
を
研
究
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
も

効
果
的
な
研
究
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
何
よ

り
も
「
僕
が
典
型
的
な
日
本
人
共
感
覚
者
で
あ
る
の
か
ど
う
な
の
か
」
が
分
か

ら
な
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
相
手
の
意
に
沿
え
な
い
の
だ

か
ら
、
こ
こ
で
ま
ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
僕
は
、

自
分
が
「
最
も
典
型
的
な
日
本
人
共
感
覚
者
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
ば
か

り
か
、「
共
感
覚
に
典
型
な
ど
な
い
」
と
い
う
の
が
、
共
感
覚
研
究
の
採
用
す
べ

き
最
低
限
の
態
度
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が

そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
気
が
す
る
。
し
か
も
、
「
最
も
効
果
的
な
研
究
と
は
、

最
も
典
型
的
な
”
人
間
”
を
離
れ
て
、
あ
る
共
感
覚
者
個
人
の
生
い
立
ち
や
感

性
を
追
い
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
僕
の
考
え
の
一
方
で
、

何
か
し
ら
の
「
典
型
」
を
見
い
出
し
て
一
般
化
す
る
の
が
科
学
の
役
割
だ
か
ら
、

こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
を
、
ま
ず
は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

だ
か
ら
、
全
く
答
え
が
思
い
浮
か
ば
な
い
。
答
え
た
く
な
い
の
で
は
な
く
、
何

か
協
力
し
た
い
と
思
う
が
ゆ
え
に
、
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
答
え
に

窮
し
て
、
苦
し
く
な
る
感
覚
だ
。
要
す
る
に
、
僕
が
こ
れ
に
答
え
て
よ
い
人
間

で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
答
え
る
と
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
判
断
が
、
ま
ず
と
ん

で
も
な
く
難
し
す
ぎ
る
気
が
す
る
。 

 

本
当
に
個
性
的
な
共
感
覚
者
は
、
こ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
、
選
択
肢
に
つ
い
て
も
、
僕
の
場
合
は
全
て
に
チ
ェ
ッ
ク
が
付
く
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
嘘
だ
と
思
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
う
少
し
じ
っ
く
り

と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。 

  

共
感
覚
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１ 

 

二
〇
〇
七
年
八
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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●
僕
は
、
全
て
の
漢
字
に
色
が
付
い
て
見
え
ま
す
が
、
楷
書
だ
け
で
な
く
、
行

書
・
草
書
も
時
々
書
い
て
、
調
べ
て
み
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
本
の
線
に
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な
る
ほ
ど
の
崩
し
方
を
す
れ
ば
、
形
が
全
く
違
う
の
で
、
元
の
楷
書
に
見
え
る

色
か
ら
は
ず
い
ぶ
ん
と
遠
ざ
か
り
ま
す
。 

 

●
戦
国
武
将
な
ど
の
辞
世
の
句
は
、
ほ
と
ん
ど
は
文
字
だ
け
で
な
く
、
色
で
記

憶
し
て
い
ま
す
。
適
当
に
ス
キ
ャ
ン
し
た
の
で
、
分
か
り
に
く
く
て
申
し
訳
な

い
で
す
。
同
じ
歌
の
と
こ
ろ
は
、
右
（
＝
最
初
か
ら
色
で
書
い
た
も
の
）
と
左

（
＝
黒
で
書
い
た
文
字
を
見
え
る
色
で
な
ぞ
っ
た
も
の
）
と
で
色
が
一
致
す
る

か
、
自
分
で
実
験
し
た
も
の
で
す
。） 

 

百
人
一
首
も
全
首
記
憶
し
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
れ
も
一
首
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
色

が
違
う
の
で
、「
覚
え
る
こ
と
に
苦
労
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
歌
の
内
容
や
色
彩

が
美
し
す
ぎ
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
自
分
の
感
性
に
苦
労
す
る
」。
し
か
し
、

色
を
間
違
え
た
ら
、
歌
も
間
違
え
る
わ
け
で
、
い
わ
ゆ
る
短
歌
通
の
人
と
知
識

的
に
そ
ん
な
に
差
は
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

 

面
白
い
こ
と
に
、
三
島
由
紀
夫
の
「
益
荒
男
が
た
ば
さ
む
太
刀
の
鞘
鳴
り
に
幾

と
せ
耐
へ
て
今
日
の
初
霜
」
は
、
短
歌
と
し
て
は
強
が
り
す
ぎ
で
、
勇
ま
し
す

ぎ
る
が
、
色
彩
は
穏
や
か
に
す
ぎ
、
森
田
必
勝
の
「
今
日
に
か
け
て
か
ね
て
誓

ひ
し
我
か
胸
の
思
ひ
を
知
る
は
野
分
の
み
か
は
」
は
、
色
彩
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
原
色
的
で
勇
ま
し
い
が
、
短
歌
と
し
て
は
特
に
ひ
ね
り
が
な
い
ん
だ
な
・
・
・
。 

  

共
感
覚
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２ 

  

二
〇
〇
七
年
八
月
二
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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●
最
初
の
六
枚
。
仮
名
・
漢
字
に
色
が
見
え
る
共
感
覚
に
つ
い
て
、
楷
書
・
行

書
・
草
書
と
、
色
々
な
書
体
で
書
い
て
、
実
験
を
し
て
み
て
い
ま
す
。
今
日
は
、

万
葉
集
の
好
き
な
歌
を
思
い
つ
く
が
ま
ま
に
書
い
た
も
の
を
載
せ
ま
し
た
。 

 

書
体
を
変
え
る
た
び
、
文
字
を
書
く
た
び
に
、
様
々
な
色
彩
を
見
せ
る
の
で
、

そ
の
感
動
の
ほ
う
が
大
き
く
て
、
僕
自
身
も
新
た
な
発
見
ば
か
り
で
す
が
。 

 

●
七
枚
目
。
二
十
四
節
気
を
、
文
字
で
も
覚
え
て
は
い
ま
す
が
、
文
字
の
色
も

用
い
て
覚
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
描
い
て
み
ま
し
た
。
人
に
は
び
っ
く
り
さ

れ
ま
す
が
、
い
ざ
自
分
の
記
憶
法
を
自
分
に
対
し
て
視
覚
的
に
描
い
て
み
る
と
、

ど
う
も
照
れ
く
さ
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
本
当
に
効
率
の
良
い
覚
え

方
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
少
し
不
安
感
を
覚
え
た
り
し
ま
す
。 
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●
八
枚
目
。
今
日
も
地
下
鉄
に
乗
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
メ
ト
ロ
が
決
め
て
い

る
地
下
鉄
の
路
線
名
と
、
そ
の
路
線
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
が
、
僕
の
共
感
覚

に
一
致
し
な
い
た
め
に
、
い
ま
だ
に
大
混
乱
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
っ

と
周
り
の
人
は
、
僕
が
そ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
は

ず
・
・
・
で
す
が
、
当
の
僕
は
、
今
や
苦
労
を
通
り
越
し
て
、
一
人
で
興
趣
に

浸
っ
て
い
ま
す
。
「
あ
れ
、
な
ぜ
千
代
田
線
が
二
本
も
あ
る
ん
だ
・
・
・
。
あ
、

こ
れ
は
有
楽
町
線
だ
っ
た
。
」
と
い
う
具
合
に
。
（
そ
の
下
の
言
葉
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ジ
ョ
ー
ク
で
す
。
思
わ
ず
書
い
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。） 

 

●
前
回
・
前
々
回
の
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
話
は
、
一
度
書
き
出
し
た
ら
、
文
法

的
な
こ
と
を
色
々
と
書
い
て
し
ま
い
た
い
で
す
が
、
本
日
は
少
し
休
憩
で
す
。 

  

漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧 

  

二
〇
〇
八
年
一
月
一
日 

画
像
制
作
、
起
筆 

 

二
〇
〇
九
年
一
月
二
十
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

一
覧
表
は
別
添
資
料
を
見
よ
。 
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漢字の共感覚色一覧 

 

2009 年 1 月 20 日 

岩崎純一 

掲載サイト：http://iwasakijunichi.net/ 
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0. 目的 

 

 共感覚者である筆者が漢字について日常的かつ不可避的に知覚している共感覚色を、自

ら忠実に記録することを目的とする。（2008 年 1 月 1 日から 12 月 31 日まで、筆者 25 歳か

ら 26 歳の時期） 

 

 

1. 筆者の漢字認識 

 

 共感覚者が漢字に見ている多様な色を寸分の誤差もなく忠実に再現することは、不可能

であるとしか言えない。しかし、ある部首はある特定の色相の範囲内の色彩にしか見えな

いなど、一定の傾向はあるのであって、これらをなるべく正確に記録してゆく作業は、共

感覚者当人にとっても自らの感覚を知るよい契機となると考える。 

 

 小学生の頃の私は、「文字記号である漢字の構成部分としての黒線の羅列（亜など）」と

「記号性を持たない無意味な黒線の羅列（二｜｜□×＿〒）など）」との区別がなかなか付

かず、「共感覚で見える色」で漢字を記憶しており、そのためにかえって漢字テストの成績

は大変に良かった。 

当時、前者のような線の羅列が文字であることを筆者に保証するのは、「文字としての学

習」というよりは「共感覚で見た覚えのある色」であった。この点が、見覚えのある抽象

的な黒線が眼前にあるというのみでそれが文字であることを認識できる、あるいは黒線の

配置が違えば直ちに違う漢字であると認識できると主張した当時の友人たちの知覚世界と

は、大きく異なる点であったと思う。 

 筆者が、共感覚がないと主張する周囲の友人たちと同程度の速さで日本語の文章を読解

することができるようになったのは、ちょうど中学校に入る頃に、一文字につきわずか零

点数秒で線の羅列に見える色を漢字の読みに変換・同定し、それを文章全体に渡って高速

に繰り返すことができるようになったからで、その読解法のなごりは、成人した現在も頭

と体に存在している。 

 

私の経験上、男性においては、筆者のように全ての漢字を色で処理していながら言語コ

ミュニケーションに支障がない場合は稀有であって、そのおよそ九割近くの男性が言語障

害者として生活しているものと考えている。全ての漢字に色が見えていながら、六割以上

が言語障害を持たないことが観察される女性の場合とは、対照的であると感じる。実際の

ところ、発達障害や知的障害は多く男性に現れるものである。 

 しかし、わずか 30 字弱のラテン文字しか用いない欧米圏の人々が日本語の仮名・漢字の
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多さを知ったときの驚きをよそに、日本人が日本語を難なく操っているのと同様に、筆者

にとっては、この試みで記録した全漢字の色彩は、現在もいつでも取り出し、難なく操る

ことのできるものとなっている。 

 

 

2. 記録方法 

 

2.1. 対象とする漢字 

 

 以下に該当する漢字について、筆者が見ている共感覚色を記録した。 

●工業標準化法に基づき財団法人日本規格協会によって選定・公布された日本工業規格

（JIS 規格）において定められる「7 ビット及び 8 ビットの 2 バイト情報交換用符号化漢字

集合」（通称 JIS X 0208）のうち、16 区から 47 区までに割り当てられた第一水準漢字 2965

字。 

 

 第一水準漢字には文部科学省が定める常用漢字 1945 字（1981 年公布）が含まれ、その

中に通称としての教育漢字が含まれる。なお、第二水準から第四水準までの漢字について

も共感覚色が見えるが、現代日本人の一般的な生活においてはほとんど使用されない漢字

であるため、省略した。 

 

 

2.2. 記録時期及び条件 

 

(1) 次の時期及び条件のもとに記録を行った。各漢字について二通りの天候のもとでの共感

覚を調べることで、記録の正確さを図った。（ア）と（イ）で色の彩度・明度などが異なる

場合は平均をとり、一致する場合はそのまま記録した。 

 

（ア）2008 年 1 月 1 日～12 月 31 日の快晴の日における上記漢字に対する筆者の共感覚色 

（イ）2008 年 1 月 1 日～12 月 31 日の雨の日における上記漢字に対する筆者の共感覚色 

 

 

(2) 字体により共感覚色が異なる場合があるが、WindowsOS において標準搭載されている

MS 明朝体で表示可能な字体を目視した際の色を記録した。 

 

「飽」を例に示す。 

左から順に、 
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MS 明朝（採用）、MS ゴシック、HG 正楷書体-PRO、HGP 教科書体、MingLiU、Batang 

 

 

 

 

 

 

「飽」の字では、「ヽ」が「日」から離れると、「ヽ」のみ紅色に輝き、これが正字体にお

いて「─」のように水平になると、再び肌色に戻る。その他の部分も、形状によって変化

する。このような場合、MS 明朝の色を採用して、以下のように記すものとする。単独で漢

字として成立し得ない要素については、「人の下」などとしてその位置を明示する。 

 

 

（漢字に付された番号は、左から順に、JIS 規格における区点番号、JIS コード、シフト JIS

コード、EUC コード、Unicode(UTF-8, UTF-16)を表す。） 

 

 

(3) 六色以上に見える漢字の場合、最も近似の二色または三色を統合して一色とし、五色以

内に収まるようにした。 

 

 

(4) 健康状態に留意し、平常時と比べて著しく体調が異なる時期や日時には記録を避けた。 

 

 

43 16 4B30 964F CBB0 

E9A3BD 98FD   飽 
人   人の下   勹   己   
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将
棋
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
四
年
十
二
月
十
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

日
本
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
四
年
二
月
十
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

世
界
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

 

二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

自
動
車
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
四
年
十
月
六
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

鉄
道
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

  
二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
三
年
八
月
二
十
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

79 

 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

 
特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

元
素
周
期
表
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
四
年
十
一
月
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
四
日 

最
終
更
新 

 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の
考
案 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
四
日 

画
像
制
作
、
起
筆 

 

二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
五
日 

女
性
施
設
の
閲
覧
室
に
て
提
供 

 

二
〇
〇
八
年
十
月
十
五
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

五
月 

  

二
〇
〇
八
年
五
月
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

こ
こ
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
先
月
は
更
新
し
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
色
々
と
個
人
的
に
共
感
覚
や
そ
の
他
の
こ
と
に
没
頭
し
て
い
た

ら
・
・
・
。
今
後
も
ペ
ー
ス
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
が
、
水
面
下
で
は
い
つ
で

も
研
究
没
頭
中
。
時
々
は
呼
吸
を
し
に
水
面
に
上
が
っ
て
き
ま
す
。
最
近
は
潜

り
す
ぎ
か
も
。 

  

サ
イ
ト
大
幅
更
新
＆
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
の
図
解
を
載
せ
ま
し
た
。 

  

二
〇
〇
九
年
四
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

先
日
、
サ
イ
ト
を
大
幅
に
更
新
し
ま
し
た
。
最
近
、
か
な
り
多
く
の
共
感
覚
者

や
共
感
覚
に
関
心
の
あ
る
方
と
交
流
し
て
い
て
、
自
分
で
も
き
ち
ん
と
共
感
覚

サ
イ
ト
と
し
て
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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今
日
は
早
速
、
サ
イ
ト
に
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
の
図
解
を
載
せ
ま
し
た
。 

 h
ttp

://w
w

w
.ij-a

rt-m
u

sic.co
m

/m
irro

r.p
d

f 

 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
と
い
う
の
は
、
共
感
覚
の
う
ち
、
第
三
者
が
対
象
者
を

触
っ
て
い
る
の
を
見
て
自
分
が
対
象
者
を
触
っ
て
い
る
の
と
同
じ
触
覚
が
生
じ

た
り
、
第
三
者
が
対
象
者
に
触
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
自
分
が
対
象
者
に
触
ら

れ
て
い
る
の
と
同
じ
触
覚
が
生
じ
た
り
す
る
共
感
覚
で
す
。
海
外
で
は
、
す
で

に
実
験
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
共
感
覚
が
本
物
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
て
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
以
下
が
代
表
的
な
論
文
で
、
こ
こ
で
は
「
頬
」
へ

の
刺
激
を
用
い
た
実
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 h
ttp

://h
o
m

e
.co

m
ca

st.n
e
t/~

se
a
n

.d
a

y
/b

a
n

issy
%

2
0
&

%
2

0
w

a
rd

%
2
0

p
u

b
lish

e
d

.p
d
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第
三
者
を
介
さ
ず
に
、
対
象
者
の
身
体
部
位
を
目
視
す
る
だ
け
で
触
る
こ
と
が

で
き
る
共
感
覚
も
、
同
じ
よ
う
な
も
の
と
言
え
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
「
ミ
ラ
ー
」

と
い
う
名
称
で
は
呼
べ
な
い
の
で
、
今
後
新
し
い
名
称
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

 

対
女
性
共
感
覚
と
の
関
連
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
当
然
、
女
性
の
身
体
に
対

し
て
も
こ
の
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
は
起
こ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
倫
理
的

な
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
験
で
き
る
身
体
部
位
も
限
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
間
接
的
に
も
色
々
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
研
究
者

も
、
女
性
の
様
々
な
身
体
部
位
（
時
に
は
外
性
器
や
胸
部
な
ど
も
）
を
「
目
視

だ
け
で
触
っ
て
い
る
」
男
性
が
本
当
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
分
か
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

欧
米
の
共
感
覚
研
究
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今
後
も
ど
ん
な
実
験
が
行
わ
れ
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
共
感
覚
の
体
験
者
の
私
と
し
て
も
、
さ
す
が

に
そ
こ
ま
で
は
行
か
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
に
不
安
が
る

の
も
、
ど
う
か
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
。
や
は
り
、「
ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
は
、

人
が
人
に
共
感
す
る
こ
と
、
人
が
人
の
痛
み
を
分
か
る
こ
と
に
、
役
立
っ
て
い

た
時
代
が
あ
っ
た
」
と
い
う
方
向
で
研
究
が
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

  

こ
こ
一
週
間
の
訪
問
者
急
増
の
理
由
は
・
・
・
！
？ 

  

二
〇
〇
九
年
五
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

以
下
の
ブ
ロ
グ
を
書
い
た
後
、
番
組
を
見
た
と
い
う
何
人
か
の
共
感
覚
者
か
ら
、

番
組
の
様
子
や
そ
の
俳
優
さ
ん
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
日

曜
日
も
あ
る
そ
う
な
の
で
、
番
組
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
共
感
覚
の
話

が
あ
る
の
か
ど
う
か
・
・
・
。（
ま
あ
確
か
に
、
何
人
か
の
方
も
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
共
感
覚
の
扱
わ
れ
方
に
、
少
し
ば
か
り
先
行
き
が
不
安
な
感
が
あ
る
こ
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と
は
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
見
て
み
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。） 

 
●
と
思
っ
た
ら
、
次
回
は
出
演
し
な
い
よ
う
で
す
（
た
ぶ
ん
）
。（
五
月
二
十
二

日 

追
記
） 

 

●
次
回
の
出
演
は5

/3
1

（
日
）
だ
そ
う
で
す
。（
五
月
二
十
三
日 

追
記
） 

 --------------------- 

 

い
つ
も
は
一
日
当
た
り
百
五
十
人
ほ
ど
の
方
が
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
っ
て
い
る

僕
の
サ
イ
ト
。（
ブ
ロ
グ
も
同
じ
く
ら
い
。
サ
イ
ト
の
性
質
上
、
多
く
が
常
連
客

様
だ
と
思
う
け
れ
ど
。） 

 

と
こ
ろ
が
、
十
七
日
（
日
曜
日
）
、
突
如
と
し
て
七
百
人
が
訪
問
。
「
な
ん
じ
ゃ

こ
れ
は
！
！
」
と
び
っ
く
り
仰
天
し
て
い
た
が
、
び
っ
く
り
し
て
い
る
暇
も
な

く
、「
は
じ
め
ま
し
て
。
今
日
初
め
て
共
感
覚
を
知
り
ま
し
た
。
純
一
さ
ん
の
共

感
覚
を
も
っ
と
教
え
て
下
さ
い
！
！
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
押
し
寄
せ
、
対
応
に

追
わ
れ
る
。
楽
し
い
の
だ
が
、
楽
し
い
と
き
ほ
ど
、「
と
に
か
く
、
僕
の
サ
イ
ト

を
色
々
と
見
て
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
だ
い
た
い
の
こ
と
は
分
か
り
ま
す
よ
。」

と
し
か
言
え
な
い
忙
し
さ
に
な
る
（
苦
笑
）
。 

 

そ
し
て
、
昨
日
や
っ
と
、
数
人
の
共
感
覚
者
が
教
え
て
下
さ
っ
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、「
十
七
日
の
熱
血
！
平
成
教
育
学
院
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
で
、
中
野
裕
太
さ

ん
と
い
う
俳
優
が
、
自
分
は
共
感
覚
者
だ
と
言
っ
て
い
て
、
色
々
と
面
白
か
っ

た
」
と
の
こ
と
。
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
原
因
だ
っ
た
か
・
・
・
。
そ
の

俳
優
は
、
申
し
訳
な
い
な
が
ら
、
存
じ
上
げ
な
い
の
だ
け
れ
ど
。
し
か
し
、
芸

能
人
の
一
声
が
、
名
も
な
き
一
般
人
に
波
及
す
る
と
い
う
の
は
、
面
白
い
の
だ

け
れ
ど
も
、
大
変
で
あ
る
。 

 

そ
ん
な
僕
は
、
十
七
日
の
夕
方
は
、
必
死
で
前
回
の
ブ
ロ
グ
の
下
書
き
を
パ
ソ

コ
ン
に
打
ち
込
み
、
あ
の
通
り
投
稿
し
、
そ
の
あ
と
は
食
事
を
し
て
、
ま
た
何

か
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
平
成
教
育
委
員
会
は
、
今
回
は
飛
ば
し
た
の
で
あ
る
。

色
々
と
メ
ー
ル
を
返
し
て
、
本
日
、
や
っ
と
精
神
的
に
落
ち
着
い
た
（
苦
笑
）
。 

 

僕
よ
り
も
以
前
か
ら
活
発
に
活
動
し
て
い
た
共
感
覚
サ
イ
ト
は
、
今
は
ほ
ぼ
全

滅
と
言
っ
て
よ
い
状
態
で
、「
共
感
覚
サ
イ
ト
」
と
呼
べ
る
サ
イ
ト
自
体
が
、
た

ぶ
ん
僕
の
こ
の
サ
イ
ト
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
皆
さ
ん
、
色
々
と
事
情

は
あ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
復
活
し
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
う
サ
イ
ト
は
い
く

つ
か
あ
る
。
ど
ん
な
事
情
で
放
置
し
た
り
閉
鎖
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
。 

 

そ
ん
な
中
、
共
感
覚
者
に
と
っ
て
一
番
つ
ら
い
の
は
、
他
人
に
自
分
の
共
感
覚

体
験
を
盗
用
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
以
前
、
サ
イ
ト
を
開
設
さ
れ
て
い
た
あ

る
共
感
覚
者
が
体
験
を
書
い
た
文
章
が
、
あ
る
程
度
名
の
あ
る
小
説
家
に
盗
作

さ
れ
た
状
況
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
僕
の
サ
イ
ト
の
画
像
は
、
す

で
に
日
本
や
海
外
の
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
な
ど
で
多
く
盗
用
さ
れ
て
お
り
、
な
す
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術
も
な
い
し
、
特
に
害
も
出
て
い
な
い
の
で
、
放
っ
て
お
く
し
か
な
い
。 

 
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
盗
作
と
は
違
う
の
だ
が
、「
ギ
ミ
ー
・
ヘ
ヴ
ン
」
と
い
う
共

感
覚
の
映
画
。
共
感
覚
者
の
あ
い
だ
で
は
有
名
な
映
画
で
、
女
優
の
宮
崎
あ
お

い
さ
ん
ら
が
主
演
し
た
も
の
な
の
だ
が
、
こ
れ
も
制
作
側
が
、
僕
よ
り
も
前
か

ら
サ
イ
ト
を
開
い
て
い
た

N
2

さ
ん
と
い
う
方
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
の
が

一
つ
の
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
映
画
の
よ
う
だ
。
そ
ん
な
雰
囲
気
は
あ
る
に
は

あ
っ
た
が
、N

2

さ
ん
自
身
が
か
つ
て
「
自
分
の
サ
イ
ト
を
関
係
者
が
見
た
こ
と

が
き
っ
か
け
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
公
表
さ
れ
て
い
て
、
あ
あ
、
や
は
り
そ

う
な
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
覚
え
が
あ
る
。 

 

さ
て
、
僕
の
と
こ
ろ
に
も
色
々
な
依
頼
な
ど
が
来
る
。
例
え
ば
、
男
性
専
門
誌

か
ら
「
純
一
さ
ん
の
対
女
性
共
感
覚
を
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
来
た
り
、「
い

つ
か
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
作
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
来
た
り
・
・
・
。
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
自
体
は
大
変
に
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ど
う

も
僕
と
い
う
人
間
の
本
質
的
な
特
徴
と
言
う
か
、
人
生
観
な
り
世
界
観
に
そ
ぐ

わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、「
い
え
、
ま
だ
時
期
尚
早
な
の
で
、
申
し
訳
な
い
で

す
が
、
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」・
・
・
。
そ
う
い
う
姿
勢
を
続
け
て
い

る
と
、
華
や
か
な
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
僕
が
出
会
い
た
い
と
思
っ
て

き
た
性
質
や
人
格
を
持
っ
た
色
々
な
共
感
覚
者
に
出
会
え
る
の
で
、
や
は
り
今

は
ま
だ
、
そ
ち
ら
に
没
頭
し
て
い
る
自
分
が
好
き
だ
。 

 

今
は
と
り
あ
え
ず
、
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
優
先
順
位
を
決
め
て
、
活
動
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。 

  

私
の
著
書
が
出
版
さ
れ
ま
し
た 

  

二
〇
〇
九
年
九
月
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

 

こ
の
た
び
、
私
の
著
書
がP

H
P

新
書
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
方

に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』 

岩
崎
純
一 

P
H

P

新
書 

 

発
売
日 

二
〇
〇
九
年
九
月
十
五
日 

 

７
５
６
円
（
本
体
価

格
７
２
０
円
） 

 
※
店
頭
に
並
ぶ
の
は
、
お
よ
そ
２
日
後
で
す
。 

IS
B

N
 9

7
8

-4
-5

6
9

-7
7

1
0

9
-0
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決
し
て
入
門
書
と
い
う
分
類
に
は
入
ら
な
い
本
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
内
容

そ
の
も
の
に
共
感
し
て
下
さ
る
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
文
学
で
も

科
学
書
で
も
な
い
、
教
養
書
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

（P
H

P

の
紹
介
よ
り
） 

本
書
で
は
、
当
事
者
の
視
点
か
ら
、
共
感
覚
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
解

説
す
る
。
さ
ら
に
、
古
語
や
和
歌
の
考
察
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
原
風

景
が
共
感
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
来
、
人
間
の
基
本
的
な

感
覚
で
あ
っ
た
は
ず
の
共
感
覚
と
と
も
に
、
現
代
人
は
何
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
。 

  

週
刊
朝
日
に
書
評 

  

二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

週
刊
朝
日
（
十
月
二
十
七
日
発
売
、
十
一
月
六
日
増
大
号
）
の
「
新
書
の
小
径
」

（
８
６
頁
）
に
、『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

～
共
感
覚
と
は
何
か
～
』
書
評
（
谷

本
束
氏
）
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。 

 h
ttp

://p
u

b
lica

tio
n

s.a
sa

h
i.co

m
/e

cs/d
e
ta

il/?ite
m

_
id

=
1

0
8

8
3
 

  

週
刊
朝
日
の
書
評
全
文
掲
載 

  

二
〇
〇
九
年
十
一
月
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

週
刊
朝
日
で
の
拙
著
の
書
評
で
す
が
、
以
下
の
ペ
ー
ジ
に
全
文
が
載
っ
て
い
ま

す
。 

 h
ttp

://b
o
o
k

.a
sa

h
i.co

m
/sh

in
sh

o
/T

K
Y

2
0

0
9

1
1
0

2
0
1

7
9

.h
tm

l 

  

共
感
覚
日
本
地
図 

  

二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
一
日 

起
筆 

二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
三
日 

擱
筆
、
公
開 

 

こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
（
や
り
取
り
し
た
）
共
感
覚
者
の
分
布 

都
道
府
県
名
の
直
下
が
男
■
、
そ
の
下
が
女
■ 

（
●
は
、
実
際
に
お
会
い
し
た
共
感
覚
者
が
一
人
以
上
い
る
都
道
府
県
・
国
） 
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北海道 

              
  

              
  

               

              
青森 

               

              
  

             
秋田 岩手 

 
男 

  
女 

          

 
  1～5 人   1～5 人 

      
    

 
  6～10 人   6～10 人 

      
山形 宮城 

 
  11人～ 

 
  11～15 人 

        

    
  15 人～ 

      
    

            
新潟 

 
福島 

             
栃木 

 
英国 

 
中国 韓国 

       
富山   

 
  

          
石川 

 
群馬 

  
  

 
●   

     
福井 

 
  

 
埼玉 茨城 

          
  

 
    

 
米国 

    
島根 鳥取 

 
京都   

 
長野 

 
● ● 

        
  滋賀 岐阜 

 
山梨 東京 

 
  

    
    兵庫 ● 

  
  

 
● 

 

    
山口 広島 岡山 

 
大阪     

  
● 千葉 

 
長崎 佐賀 福岡 

   
●   奈良 

 
愛知 静岡 神奈川   

     
  ● 

 
● 

 
三重   

 
● ● 

 
      

    
和歌山   

 
  ● ● 

 

  
熊本 大分 

 
愛媛 香川 

        

        
  

      

   
  

  
  

        
沖縄 

 
鹿児島 宮崎 

 
高知 徳島 
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ア
ナ
ロ
グ
に
生
き
る 

  

二
〇
一
〇
年
三
月
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

二
〇
〇
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
で
地
球
の
自
転
が
速
く
な
り
、
一
日
が
１

０
０
万
分
の
６
・
８
秒
短
縮
し
た
ら
し
い
が
、
こ
の
た
び
の
チ
リ
大
地
震
で
も

１
０
０
万
分
の
１
・
２
６
秒
短
縮
し
た
ら
し
い
。
私
も
小
学
生
の
頃
、
帰
り
道

を
全
速
力
で
走
っ
た
り
、
跳
び
は
ね
た
り
し
て
、「
今
、
地
球
の
自
転
が
僕
の
せ

い
で
変
わ
っ
た
」
な
ど
と
主
張
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。
極
端
な
話
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
つ
ま
り
こ
れ
は
、
大
人
に
な
り
き
れ
な
い
子
ど
も
の
頃
の
動

物
的
直
観
が
極
め
て
正
し
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
一
例
な
の
だ
っ
た
。「
こ
の
世

で
最
も
詳
細
な
こ
と
、
最
も
正
し
い
こ
と
は
、
数
値
で
観
測
・
検
出
で
き
な
い
。」 

 

私
は

F
1

が
好
き
な
の
だ
が
、
今
年
か
ら
参
戦
す
る
新
チ
ー
ム
に
「
ヴ
ァ
ー
ジ

ン
・
レ
ー
シ
ン
グ
」
が
あ
り
、
こ
の
チ
ー
ム
の
マ
シ
ン
「V

R
-0

1
」
は
、
風
洞

実
験
無
し
で
、
全
て
最
新
の
「
数
値
流
体
力
学
（
計
算
流
体
力
学
、

C
o
m

p
u

ta
tio

n
a
l F

lu
id

 D
y
n

a
m

ics

）」
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
で

設
計
さ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
マ
シ
ン
、F

1

マ
ニ
ア
に
は
極
め
て
滑
稽
で
懐
疑
的
な
目
で
見
ら

れ
て
い
る
。
私
も
マ
シ
ン
の
外
観
を
見
た
と
た
ん
、
最
新
の
物
理
学
で
作
ら
れ

た
マ
シ
ン
の
外
観
が
こ
れ
な
の
か
と
驚
い
た
。
そ
し
て
、
フ
ァ
ン
の
目
が
正
し

い
こ
と
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
蓋
を
開
け
て
見
る
と
、
今
行
わ
れ
て
い
る

テ
ス
ト
走
行
で
も
最
後
尾
争
い
。
遅
い
だ
け
で
な
く
、
突
然
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン

グ
が
脱
落
す
る
と
い
う
危
険
極
ま
り
な
い
珍
事
を
演
出
し
て
い
る
。 

 

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
「
デ
ジ
タ
ル
設
計
」
の
は
ず
が
、
逆
の
結
果
を
生
む
と

い
う
よ
い
例
だ
ろ
う
か
。
何
で
も
デ
ジ
タ
ル
仕
掛
け
に
す
れ
ば
事
足
り
る
、
と

い
う
現
代F

1

の
愚
か
さ
の
一
例
と
非
難
す
る
の
は
ま
だ
先
送
り
に
し
て
、
と
り

あ
え
ず
興
味
深
い
の
で
、
こ
の
新
チ
ー
ム
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
数
値
流
体

力
学
」、
ル
マ
ン
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

私
の
好
き
な
フ
ェ
ラ
ー
リ
も
、
ピ
ッ
ト
ア
ウ
ト
の
信
号
を
手
作
業
か
ら
デ
ジ
タ

ル
信
号
に
変
え
た
と
た
ん
、
事
故
発
生
。
そ
の
た
め
手
作
業
に
戻
し
た
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
最
近
のF

1

の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
昔
な
が
ら
の
フ
ァ
ン
に

し
て
み
れ
ば
、
好
き
に
な
れ
な
い
と
こ
ろ
な
の
だ
っ
た
。 

 

「
デ
ジ
タ
ル
設
計
上
で
一
番
速
い
マ
シ
ン
」
と
「
本
当
に
速
い
マ
シ
ン
」
と
は

違
う
。「
速
い
マ
シ
ン
」
の
と
こ
ろ
を
「
賢
い
人
間
」
に
変
え
て
も
、
成
り
立
つ

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。 

 

私
は
こ
こ
十
年
ほ
ど
、
旅
・
旅
行
と
い
う
も
の
を
ほ
と
ん
ど
一
人
で
し
か
し
た

こ
と
が
な
い
の
だ
が
、
人
間
の
心
の
デ
ジ
タ
ル
化
だ
な
あ
と
思
っ
た
印
象
的
な

出
来
事
は
、
京
都
に
て
、
私
の
好
き
な
龍
安
寺
の
石
庭
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と

だ
っ
た
。
老
若
男
女
が
端
か
ら
端
ま
で
身
を
乗
り
出
し
て
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
つ
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つ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
我
先
に
と
石
庭
を
見
て
い
る
光
景
を
、
日
本

人
の
精
神
性
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
象
徴
だ
と
言
う
の
は
、
決
し
て
暴
論
で
は
な
い

と
思
う
。 

 

非
常
に
興
ざ
め
な
気
が
し
て
、
落
ち
着
い
て
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
早
々
と
別
の
と
こ
ろ
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

う
い
う
人
た
ち
は
、
石
庭
の
何
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
何
の
た

め
に
旅
行
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
り
に
理
由
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。 

 

そ
の
あ
と
は
、
苔
で
有
名
な
西
芳
寺
に
行
っ
た
。
近
隣
住
民
の
訴
え
や
観
光
の

諸
事
情
で
予
約
制
に
な
っ
た
の
だ
が
、
よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
観
光
客
が

増
え
た
と
か
、
不
況
だ
と
か
い
う
表
向
き
の
問
題
と
は
異
な
る
理
由
が
根
底
に

あ
る
気
が
し
た
。
つ
ま
り
は
、
あ
の
龍
安
寺
で
見
た
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
ド

タ
バ
タ
と
歩
き
、
陣
取
り
な
が
ら
石
庭
を
見
て
い
る
日
本
人
た
ち
、
あ
あ
い
う

人
々
が
こ
の
苔
寺
を
壊
し
た
の
だ
ろ
う
な
と
い
う
思
い
が
し
た
。
こ
の
あ
た
り

に
、
私
が
一
人
旅
を
好
む
理
由
が
あ
る
気
が
し
た
。 

  

サ
イ
ト
に
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。 

  

二
〇
一
〇
年
十
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

 

サ
イ
ト
に
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
交
流
を
持
っ
て

き
た
共
感
覚
や
精
神
疾
患
の
方
々
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/se

ish
in

/ 

 

ず
っ
と
ノ
ー
ト
に
付
け
て
は
い
ま
す
が
、
い
ざ
こ
う
し
て
み
る
と
、
色
ん
な

こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
例
え
ば
、
共
感
覚
者
が
精
神
科
・
心
療
内
科
・
神
経
内

科
な
ど
に
行
っ
て
、「
文
字
や
音
に
色
が
見
え
る
」
と
訴
え
た
際
に
、
医
師
や
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
も
共
感
覚
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
い
う
対
応
を
し
て
い
る

か
、
そ
の
傾
向
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
載
せ
て
み
た
の
で
す
。 

「
ど
の
文
字
や
音
が
何
色
だ
」
と
い
う
訴
え
が
、
幻
視
・
幻
聴
と
受
け
取
ら
れ

た
場
合
は
「
統
合
失
調
症
」
、「
玄
間
の
カ
ギ
は
何
度
も
確
認
し
な
い
と
気
が
済

ま
な
い
」
な
ど
と
同
じ
く
「
こ
の
文
字
は
こ
の
色
で
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
」

と
い
う
強
迫
観
念
と
受
け
取
ら
れ
た
場
合
は
「
強
迫
性
障
害
」
と
診
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

  

拙
著
『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』
に
つ
い
て 

  

二
〇
一
一
年
四
月
三
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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私
の
こ
の
初
著
は
、（
読
者
の
方
々
か
ら
の
報
告
も
合
わ
せ
て
）
確
認
で
き
る

限
り
、
日
本
で
初
め
て
共
感
覚
者
本
人
が
自
ら
の
共
感
覚
を
告
白
し
た
本
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
は
共
感
覚
を
日
本
文
化
論
と
結
び
つ
け
て
書

い
て
み
た
の
だ
っ
た
。
今
後
、
日
本
で
自
分
の
共
感
覚
を
自
分
で
論
じ
る
人
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
私
の
経
験
を
書
い
て
お
き
た
い
。 

 

こ
の
拙
著
は
、
和
歌
研
究
者
・
日
本
文
学
者
・
日
本
史
学
者
・
言
語
学
者
・

小
中
高
等
学
校
教
諭
な
ど
か
ら
は
比
較
的
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
、
授
業
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
一
方
、
現
在
の
自
然
科
学
系
方
面
の
共

感
覚
研
究
者
に
お
い
て
は
、
懇
意
な
知
人
関
係
に
あ
る
大
学
な
ど
の
先
生
方
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
ら
ず
、「
非
科
学
的
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
を
頂
く
こ
と
も
多
い
。 

 

前
者
の
分
野
を
専
門
と
さ
れ
て
い
る
方
々
の
中
に
は
、
す
で
に
「
古
典
分
析

の
結
果
、
日
本
人
は
古
来
共
感
覚
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
」
と
い
う
私
と
同
等

の
主
張
を
し
て
い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
実
際
に
、
日
本
で
初
め
て
「
共

感
覚
」
と
い
う
語
を
用
い
た
の
は
、
心
理
学
・
神
経
科
学
分
野
で
は
な
く
、
日

本
文
学
、
と
り
わ
け
和
歌
の
分
野
な
の
で
あ
っ
た
。（
特
に
二
冊
目
の
拙
著
内
で

そ
の
事
実
を
紹
介
し
て
い
る
。） 

 

前
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
こ
の
た
び
、
共
感
覚
者
で
あ
る
私
が
本
を
書
き
、

同
じ
主
張
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
先
人
の
説
が

強
化
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
と
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
学
で

の
私
の
講
義
も
、
ほ
と
ん
ど
が
文
系
学
生
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
私
の
共
感
覚
の
実
在
を
科
学
的
に
証
明
す
る
に
は
、
す
で
に
欧
米

の
共
感
覚
研
究
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
高
価
な
実
験
機
器
や
施
設
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
る
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
す
が
に
私
個
人
の
力
で
は
用
意
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
の
大
き
な
研
究
機
関
で
実
験
が
行
わ
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

現
在
、
東
京
大
学
な
ど
の
先
生
方
や
医
師
・
研
究
者
な
ど
に
、
自
分
自
身
の

共
感
覚
を
科
学
的
に
証
明
す
る
た
め
に
、
実
験
・
検
査
を
受
け
、
血
液
・
遺
伝

子
デ
ー
タ
・
脳
デ
ー
タ
等
を
提
供
す
る
心
の
準
備
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
旨
を
お

伝
え
し
て
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
私
が
挑
戦
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
一
部
の
学
識
者
向
け
の
論
文
を
書

く
こ
と
で
も
な
く
、
大
衆
全
体
に
受
け
の
良
い
「
共
感
覚
獲
得
の
た
め
の
自
己

啓
発
ノ
ウ
ハ
ウ
本
」
を
書
く
こ
と
で
も
な
く
、
学
識
的
な
共
感
覚
論
を
ご
く
一

般
の
読
者
に
投
げ
か
け
る
こ
と
だ
っ
た
。「
共
感
覚
と
は
、
音
に
色
が
見
え
る
こ

と
で
す
」
と
い
う
解
説
書
は
、
私
が
書
い
て
も
悪
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ

よ
り
は
、
共
感
覚
専
門
家
の
う
ち
テ
レ
ビ
へ
の
露
出
な
ど
も
多
い
学
者
が
書
い

た
ほ
う
が
よ
い
と
感
じ
て
い
た
。 

 

た
だ
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
入
門
解
説
書
は
日
本
に
は
な
か
っ
た
か
ら
、
私

は
「
共
感
覚
」
の
生
理
学
的
入
門
的
解
説
の
た
め
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
当
て
る

こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
自
ら
の
共
感
覚
論
も
な
る
べ
く
多
く
残
し
た
つ
も
り

で
あ
る
し
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を
主
に
し
た
本
だ
と
言
え
る
。 

 

そ
れ
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
ど
の
程
度
重
要
な
こ
と
か
は
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、

興
味
深
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
何
度
か
書
き
直
し
て
、
様
々
な
出
版
社
の
方
々
に

読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
に
、
よ
う
や
く
五
社
目
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
に
て
出

版
が
叶
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
だ
け
が
違
っ
た
点
は
、
私
の
原
稿
を
お

読
み
下
さ
っ
た
の
が
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
二
冊
目
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『
私
に
は
女
性
の
排
卵
が
見
え
る
』
の
編
集
者
も
女
性
で
あ
っ
た
。 

 
共
感
覚
者
が
女
性
に
偏
っ
て
多
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
と
共
感
覚
に
つ
い

て
は
女
性
の
ほ
う
が
理
解
が
早
い
と
は
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、

理
解
が
深
い
と
い
う
言
い
方
で
も
、
と
り
あ
え
ず
差
し
支
え
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
結
局
は
確
率
論
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
あ
る
程
度
は

深
刻
に
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
点
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
私
に
限
ら
ず
、
多
く

の
共
感
覚
者
が
同
じ
こ
と
を
訴
え
て
い
て
、
男
性
の
精
神
科
医
や
大
学
教
員
、

知
人
、
何
よ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
、
夫
か
ら
共
感
覚
を
精
神
疾
患
と
誤
解
さ
れ
て
暴

言
・
暴
力
に
遭
っ
た
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
苦
悩
が
高
ま
っ
て
本
当
に
精
神
疾
患

に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
女
性
が
、
私
の
サ
イ
ト
を
多
く
訪
れ
て
い
る
。 

 

自
分
の
共
感
覚
を
誰
か
に
伝
え
よ
う
と
試
み
る
時
、
ま
ず
入
口
の
と
こ
ろ
で

男
性
に
当
た
る
と
、
ど
う
し
て
も
「
共
感
覚
が
本
当
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
議

論
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
、
そ
こ
か
し
こ
で
耳
に
し
て
き
た
が
、
た
だ

し
、
拙
著
の
男
性
編
集
者
の
方
々
は
、
共
感
覚
に
か
な
り
理
解
が
深
く
、
非
常

に
あ
り
が
た
い
思
い
が
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
こ
で
付
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

さ
て
、
こ
の
書
籍
に
は
い
く
つ
か
私
自
身
の
ミ
ス
が
あ
る
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
。
例
え
ば
、8
6

頁
「
自
我
は
言
語
よ
り
も
早
く
か
ら
あ
っ
た
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
の
「
自
我
」
の
意
味
は
極
め
て
俗
的
な
意
味
を
帯
び

て
い
て
、
哲
学
的
用
語
と
し
て
は
ミ
ス
で
あ
る
。
最
初
の
原
稿
で
は
何
の
問
題

も
な
く
響
い
て
い
た
気
が
す
る
が
、
こ
の
本
だ
け
を
読
む
と
、「
自
我
」
は
「
記

憶
」
と
で
も
直
さ
れ
る
べ
き
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
編
集
作
業
の
ミ
ス
で
は

な
く
、
私
の
ミ
ス
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
私
は
こ
の
本
を
出
す
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
サ
イ
ト
で
共
感
覚

を
告
白
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
の
経
験
が
頭
に
あ
り
、
私
は
こ
の
本
を
出
し

た
あ
と
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
局
の
反
応
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
す
な

わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
教
育
マ
マ
や
ス
パ
ル
タ
方
式
の
学
習
塾
か
ら
の
共
感
覚
教
育

の
依
頼
や
、
超
常
現
象
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
新
宗
教
ビ
ジ
ネ
ス
の
方
面
か
ら

の
協
力
依
頼
な
ど
が
来
な
い
よ
う
に
、
入
口
の
と
こ
ろ
か
ら
し
て
ガ
ー
ド
を
固

め
た
文
体
に
し
な
け
れ
ば
、
の
ち
の
ち
痛
い
目
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
、
世
の

共
感
覚
を
持
っ
た
子
供
た
ち
に
も
迷
惑
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
っ
た

過
剰
な
不
安
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
体
が
か
な
り
厳
し
く
な
り
す
ぎ
た
き

ら
い
が
あ
る
と
思
う
。 

 

日
本
の
自
然
科
学
系
の
共
感
覚
研
究
者
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
私
は
少
な
か

ら
ぬ
不
満
を
感
じ
る
も
の
の
、
そ
こ
ま
で
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

全
体
と
し
て
、
研
究
者
に
対
し
て
私
が
感
じ
る
心
配
事
が
一
つ
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、「
日
本
の
共
感
覚
研
究
者
は
世
の
親
た
ち
を
甘
く
見
過
ぎ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

私
に
は
、
絶
対
音
感
教
室
や
書
道
教
室
を
や
っ
て
い
る
知
人
が
何
人
か
い
ら

っ
し
ゃ
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
元
気
に
は
し
ゃ
ぎ
回
る
子
供
た
ち
へ
の
対

応
で
は
な
く
、
そ
の
子
供
た
ち
を
連
れ
て
来
る
親
た
ち
へ
の
対
応
の
ほ
う
に
大

変
疲
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

子
供
た
ち
に
習
い
事
や
学
習
塾
通
い
を
強
制
し
て
い
る
親
は
多
い
。
時
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
子
供
に
共
感
覚
を
植
え
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
相

談
が
、
私
の
元
に
も
来
る
。
本
著
が
出
版
さ
れ
た
後
で
も
、
そ
の
状
況
は
特
に

変
わ
っ
て
い
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
な
親
た
ち
に
対
す
る
先
の
知
人
た
ち
と
私
の
意
見
は
同
じ
で
あ
る
。
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共
感
覚
の
生
理
学
的
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
、
ど
う
い
う
未
来
が
予

想
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

多
く
の
親
が
言
う
か
も
し
れ
な
い
。「
ウ
チ
の
息
子
、
ま
だ
受
精
卵
な
ん
で
す

が
、
今
か
ら
こ
の
子
に
共
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
方
法
を
教
え
て
下
さ
い
、

先
生
」
と
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
日
本
で
尋
常
な
ら
ぬ
絶
対
音
感
ブ
ー
ム
が
起
こ

っ
た
と
き
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
。 

 

遺
伝
子
を
操
作
し
て
共
感
覚
や
サ
ヴ
ァ
ン
的
能
力
を
有
す
る
天
才
児
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
「
人
間
製
造
キ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
、
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
登
場
し

て
い
る
発
想
が
日
本
で
登
場
す
る
の
は
、
ま
だ
先
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
い
わ

ゆ
る
「
試
験
管
ベ
ビ
ー
」
の
増
加
の
動
向
を
見
る
限
り
、
確
実
に
そ
の
よ
う
な

時
代
が
来
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。 

 

共
感
覚
、
特
に
自
分
自
身
の
共
感
覚
に
つ
い
て
自
著
を
持
つ
（
持
と
う
と
す

る
）
人
間
は
、
こ
の
よ
う
な
話
題
に
対
し
て
態
度
が
曖
昧
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
し
、
何
か
し
ら
自
著
に
書
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
え
思
え

る
。 

「
子
供
の
感
性
や
能
力
は
、
親
の
所
有
物
で
は
な
い
」 

 

こ
の
考
え
方
が
、
私
自
身
の
人
生
の
重
要
な
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
が
た
め
に
、

単
に
「
共
感
覚
」
と
言
っ
て
も
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
済

ま
な
い
と
い
う
思
い
が
出
て
し
ま
う
。 

 

さ
て
、
こ
の
本
の
帯
に
は
、
脳
科
学
者
で
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
茂
木
健

一
郎
氏
が
紹
介
文
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。「
共
感
覚
は
、
岩
崎
純
一
さ
ん
の
独
創

の
始
ま
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
う
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
、
こ
の
本
の
出
版
後

に
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
超
常
現
象
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ

ー
ム
関
連
番
組
へ
の
出
演
・
協
力
依
頼
や
、
霊
能
業
界
関
係
か
ら
の
拙
著
の
利

用
に
対
し
て
毅
然
と
し
た
姿
勢
を
貫
く
上
で
、
一
つ
の
支
え
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
あ
え
て
一
つ
だ
け
書
い
て
お
こ
う
と
思
う
。 

 

今
や
、
ど
う
客
観
的
に
見
て
も
、
そ
の
茂
木
氏
が
せ
っ
か
く
ご
活
動
の
最
た

る
場
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
テ
レ
ビ
業
界
自
体
が
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
世
の
多

く
の
親
た
ち
と
共
に
、
脳
ブ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
を
率
先
し
て
形

成
し
て
い
る
主
体
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。 

 

テ
レ
ビ
番
組
が
実
質
的
に
大
衆
扇
動
効
果
を
生
み
、
脳
ブ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
関
連
本
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
出
版
社
に
利
益
を
も
ら
た
し

て
い
る
現
状
は
否
め
な
い
と
言
え
る
。 

 

拙
著
と
て
、
そ
の
よ
う
な
世
相
に
組
み
込
ま
れ
か
ね
な
い
と
も
言
え
る
し
、

実
際
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
現
状
は
見
え
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
私
は
非
常
に

心
配
し
て
い
る
。
つ
い
最
近
も
、
再
び
右
脳
ブ
ー
ム
、
血
液
型
占
い
ブ
ー
ム
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
な
ど
が
巻
き
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
私
が
意

図
し
な
い
形
で
拙
著
が
使
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
か
、
本
当
に
不
安
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
を
出
し
た
以
上
は
、
じ
っ
く
り
と
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
も
思
う
。 

 

こ
れ
か
ら
先
、
自
身
の
日
常
的
な
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
避
け
て
学
術
行
為
に
専

念
す
る
タ
イ
プ
の
他
の
脳
科
学
者
ら
に
よ
る
、
茂
木
氏
や
テ
レ
ビ
業
界
関
係
者

へ
の
様
々
な
評
価
を
も
全
く
同
時
に
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
、
共
感
覚
当
事
者

の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
、
改
め
て
深
い
思
い
を
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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共
感
覚
な
ど
を
め
ぐ
る
私
の
動
向
（
模
式
図
） 

 
二
〇
一
一
年
五
月
二
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

共
感
覚
な
ど
に
つ
い
て
の
私
の
現
状
の
動
向
を
発
表
い
た
し
ま
す
の
で
、
関

係
す
る
皆
様
は
ご
参
照
下
さ
い
。
ほ
ぼ
関
東
圏
、
全
て
国
内
の
活
動
な
の
で
す

が
、
分
か
り
や
す
く
描
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
い
か
に
も
人
脈
が
広
い
か
の
よ

う
な
自
分
中
心
の
僭
越
な
図
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
は
、
も
う
少
し

小
ぢ
ん
ま
り
し
て
い
ま
す
。
頭
の
中
を
整
理
す
る
た
め
に
描
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
図
を
見
な
が
ら
今
回
の
新
著
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
余
計
に
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
ら
申
し
訳
な
い
で

す
。 

  

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
に
出
演
し
ま
す
。 

 

二
〇
一
一
年
六
月
三
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
と
言
っ
て
も
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
大
学

の
先
生
、
学
者
な
ど
が
参
加
な
さ
っ
た
こ
と
も
あ
る
、
対
談
ラ
イ
ブ
の
よ
う
な

も
の
で
、
聴
衆
の
皆
様
に
共
感
覚
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

「
ザ
・
ギ
ー
ス
尾
関
の
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
４
」 

今
回
共
感
覚
者
で
も
あ
り
共
感
覚
の
研
究
第
一
人
者
岩
崎
純
一
さ
ん
が
！ 

数
字
が
色
で
見
え
る
世
界
と
は
。
我
々
の
知
ら
な
い
世
界
を
教
え
て
頂
き
ま

す
！ 

 

【
日
時
】2

0
1
1

/7
/1

6

（
土
）o

p
e
n

1
2

:3
0

/sta
rt1

3
:0

0
 

【
出
演
】
尾
関
高
文(T

H
E

 G
E

E
S

E
) 

h
ttp

://w
w

w
.lo

ft-p
rj.co

.jp
/n

a
k

e
d

/ 

  

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
図
解 

  

二
〇
一
一
年
十
月
二
十
三
日 

画
像
制
作
、
起
筆 

 

二
〇
一
二
年
一
月
二
十
二
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
二
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  
私
の
共
感
覚
な
ど
の
変
遷 

  

二
〇
一
一
年
四
月
三
日 

起
筆 
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二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日 

公
開 

 
二
〇
一
七
年
八
月
十
四
日 

最
終
更
新 

 

二
〇
一
二
年
（
三
十
歳
） 

◆
引
き
続
き
皆
様
と
交
流
。
個
人
勉
強
会
・
交
流
会
も
ひ
ら
く
。 

 

二
〇
一
三
年
（
三
十
一
歳
） 

◆
日
本
の
共
感
覚
研
究
者
・
共
感
覚
者
界
隈
で
覚
せ
い
剤
・
麻
薬
・
危
険
ド
ラ

ッ
グ
使
用
者
の
存
在
を
個
人
的
に
初
め
て
確
認
。「
日
本
共
感
覚
関
連
動
向
調
査

会
」
を
発
足
さ
せ
る
。 

◆
共
感
覚
、
閃
輝
暗
点
、
発
達
障
害
、
鬱
、
不
安
障
害
、
強
迫
性
障
害
、P

T
S

D

、

解
離
性
障
害
、
統
合
失
調
症
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
な
ど
、
お
よ
そ
現
代
日

本
人
に
起
こ
り
得
る
知
覚
様
態
・
精
神
様
態
へ
の
興
味
は
尽
き
ず
、
様
々
な
方
々

と
の
温
か
い
交
流
が
続
い
て
い
る
。 

 
 

そ
の
一
方
で
、
一
部
の
大
学
教
員
・
学
生
や
一
般
参
加
者
の
質
の
低
さ
に
悩

ま
さ
れ
る
日
々
も
続
く
。 

 

二
〇
一
五
年
（
三
十
三
歳
） 

◆
「
日
本
共
感
覚
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
る
。
共
感
覚
研
究
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
共
感
覚
研
究
者
・
共
感
覚
者
の
倫
理
や
覚
せ
い
剤
・
麻
薬
・
危
険
ド
ラ
ッ

グ
使
用
の
実
態
の
追
究
団
体
に
明
確
に
移
行
。 

  

サ
イ
ト
更
新
情
報
【
仮
想
御
殿
の
名
前
、
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
、
超
音
波
知
覚

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】 

  

二
〇
一
二
年
六
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

 

■
い
く
つ
か
ご
報
告
で
す
。 

  

◆
仮
想
御
殿
の
名
前
が
決
定 

  

以
下
の
仮
想
御
殿
の
名
前
が
「
武
蔵
幻
想
邸
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
自

閉
症
の
子
に
よ
る
と
、
こ
の
御
殿
は
「
東
京
の
ど
こ
か
に
あ
る
幻
想
上
の
御
殿
」

で
、
そ
こ
か
ら
私
が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ

6
3

4
m

の
由
来
で
も
あ
る

旧
国
名
「
武
蔵
国
」
を
連
想
し
て
名
付
け
ま
し
た
。 

 

「
仮
想
」
御
殿
の
名
前
と
入
居
者
募
集
中
、
自
閉
症
観 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/iw

a
sa

k
i-j-b

lo
g
/5

5
9

5
5
5

8
7

.h
tm

l 

 
サ
イ
ト
の
御
殿
の
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/g

o
te

n
/ 

寝
殿
造
や
長
屋
建
築
の
特
徴
を
持
つ
仮
想
御
殿
。
共
同
体
社
会
（
ゲ
マ
イ
ン
シ
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ャ
フ
ト
）
の
構
築
の
参
考
と
す
る
。
自
閉
症
児
ら
の
図
案
に
基
づ
く
。 

 
◆
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
の
臨
時
休
止
・
改
編 

 

※ 
2
0

1
2

/7
/2

6
 

  

岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
は
再
開
し
ま
し
た
。 

  

→ 

 

※ 
2
0

1
2

/6
/1

5
 

  

数
年
う
ち
に
精
神
疾
患
分
類
の
世
界
的
な
改
訂
（
世
界
保
健
機
関
のIC

D
-1

1

と
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の

D
S

M
-5

の
発
表
）
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

IC
D

-1
0

とD
S

M
-IV

-T
R

に
基
盤
を
置
く
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
は
一
度
休
止

し
ま
す
。 

 

た
だ
、
現
在
の
使
用
者
の
方
々
に
は
再
登
録
な
ど
の
ご
面
倒
は
お
か
け
し
な

い
よ
う
に
致
し
ま
す
。 

 

今
度
の
改
訂
で
は
、
近
い
将
来
に
お
け
るIC

D

とD
S

M

の
統
合
の
方
向
性

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
し
、「
神
経
症
」
概
念
の
完
全
放
棄
、
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
概
念
の
積
極
採
用
、
東
洋
医
学
分
類
の
創
設
な
ど
、
色
々
と
一

長
一
短
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

私
個
人
と
し
て
は
、
見
て
い
て
「
色
々
と
裏
が
あ
り
そ
う
だ
な
」
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
す
し
、
か
な
り
悔
し
い
改
訂
に
な
り
そ
う
な
部
分
も
多
々
あ
り
ま

す
。 

 

こ
の
岩
崎
式
日
本
語
は
、
本
当
に
満
足
の
い
く
完
成
度
に
な
る
時
期
が
い
つ

な
の
か
、
自
分
で
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
い
つ
に
な
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
言
語
学
的
な
説
明
よ
り
も
、
も
っ
と
数
学
的
な

説
明
の
仕
方
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
言
語
の
使
用
者
に
対
し
て
で
は
な
く
て
、
精
神
医
学
界
な
ど
に
対
し
て
、

と
い
う
意
味
で
す
。 

「
な
ぜ
言
語
理
解
や
数
学
理
解
に
遅
れ
の
あ
る
発
達
障
害
者
た
ち
に
も
そ
の
人

た
ち
な
り
の
“
言
葉
”
が
あ
る
、
と
私
が
考
え
て
い
る
か
」
を
数
学
的
に
証
明

す
る
の
は
難
し
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
た
ら
、
本
当
に
す
ば
ら

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

◆
超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
充 

  

以
下
の
都
内
超
音
波
ス
ポ
ッ
ト
報
告
マ
ッ
プ
も
順
調
に
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
マ
ッ
プ
の
共
同
編
集
者
は
、
私
の
裁
断
で
あ
と
少
し
増
や
す
予
定
で
す
が
、

ス
ポ
ッ
ト
の
報
告
だ
け
な
ら
私
の
メ
ー
ル
で
ど
な
た
か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。 

 
念
の
た
め
書
い
て
お
き
ま
す
が
、
か
な
り
大
音
圧
の
超
音
波
を
発
生
す
る
装

置
（
ネ
ズ
ミ
駆
除
器
な
ど
）
を
設
置
し
て
い
る
店
舗
や
ビ
ル
の
場
合
、
そ
の
前

が
車
の
行
き
交
う
幅
の
広
い
大
通
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
の
よ
う
に
感
覚
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が
敏
感
な
人
に
は
、
そ
の
大
通
り
の
対
岸
ま
で
聴
こ
え
て
い
る
（
共
感
覚
で
見

え
て
い
る
）
こ
と
が
あ
り
、
頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
に
よ
り
本
当
に
そ
の
付
近
及

び
道
路
を
通
行
・
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

私
も
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
通
り
を
避
け
て
行
動
す
る
な
ど
、
色
々
と
工
夫
し
て

生
活
し
て
い
ま
す
。
何
の
こ
と
か
よ
く
分
か
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
本
当
に

よ
く
分
か
ら
な
い
感
覚
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
共
同
編
集
者
に
は

そ
の
よ
う
な
敏
感
な
方
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で

し
て
、
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

超
音
波
ス
ポ
ッ
ト
報
告
マ
ッ
プ 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/ch

o
o
n

p
a

/sp
o
t.h

tm
l 

  

共
感
覚
立
体
画
像 

(

１) 

「
数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

  

二
〇
一
二
年
九
月
二
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
二
年
九
月
十
四
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
三
年
二
月
五
日 

最
終
更
新 

   

数
字
に
つ
い
て
の
最
近
の
自
分
の
共
感
覚
。
相
変
わ
ら
ず
色
彩
に
つ
い
て
は
、

濃
淡
や
模
様
の
み
の
変
化
で
、
色
相
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
の
だ
が
、
数
字

の
配
置
は
な
ぜ
か
変
化
す
る
。 

「
３
」
の
よ
う
に
、
あ
る
日
突
然
、
棒
を
つ
た
っ
て
上
空
に
上
が
る
数
字
も
あ

る
。「
降
り
て
き
な
さ
い
、
３
！
」
と
頭
の
中
で
叱
る
な
ど
し
て
遊
ぶ
の
が
自
分

な
り
の
遊
び
方
。 

 

 

  
今
は
、「
４
」
が
「
５
」
を
ベ
ン
チ
代
わ
り
に
し
て
座
っ
て
い
る
。 

「
６
」
は
浮
い
て
い
る
し
、「
９
」
も
い
ま
い
ち
安
定
が
悪
い
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ー

で
引
っ
張
っ
て
い
る
。 
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「
３
」
が
「
６
」
を
時
々
揺
ら
し
て
遊
ぶ
。 

 

 

 

「
８
」
は
、
数
か
月
間
上
空
で
遊
ん
だ
あ
と
、
降
っ
て
き
た
と
き
に
「
７
」
に

お
か
し
な
は
ま
り
方
を
し
た
の
で
、
他
の
数
字
か
ら
笑
わ
れ
た
。
特
に
、
す
ば

ら
し
い
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
ダ
ン
ス
し
て
い
る
「
１
」
と
「
２
」
に
笑
わ
れ

た
。 

「
０
」
は
ど
う
見
て
も
露
天
風
呂
に
見
え
る
。 

 

 

  

伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

１) 

  

二
〇
一
二
年
九
月
四
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
二
年
九
月
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

   

新
し
い
芸
術
の
形
を
模
索
中
。 
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１
、
歌
題
を
決
め
る
。 

２
、
歌
題
に
合
っ
た
Ｃ
Ｇ
を
描
く
。 

３
、
Ｃ
Ｇ
に
合
っ
た
和
歌
を
詠
む
。 

 

晩
夏 

 

ゆ
く
夏
よ
光
さ
か
り
は
昔
に
て
水
面
寂
し
く
照
る
夕
日
か
な
（
純
星
） 

（
ゆ
く
な
つ
よ 

ひ
か
り
さ
か
り
は 

む
か
し
に
て 

み
な
も
さ
び
し
く 

て

る
ゆ
ふ
ひ
か
な
） 

 
 

 

※ 

現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
の
和
歌
の
「
夏
の
部
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。 

  



『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

96 

 

伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

２) 

 
二
〇
一
二
年
九
月
七
日 

画
像
制
作 

二
〇
一
二
年
九
月
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

   

今
度
は
前
回
と
違
い
、
和
歌
を
詠
ん
で
か
ら
Ｃ
Ｇ
画
像
を
描
い
て
み
た
が
、

結
局
私
は
、
和
歌
と
絵
画
が
同
時
に
「
フ
ァ
～
ン
」
と
頭
に
浮
か
ぶ
感
覚
が
あ

る
の
で
、
五
感
ど
う
し
の
前
後
関
係
・
手
続
き
を
考
え
る
の
は
あ
ま
り
意
味
が

な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

１
、
歌
題
を
決
め
る
。 

２
、
歌
題
に
合
っ
た
和
歌
を
詠
む
。 

３
、
和
歌
に
合
っ
た
Ｃ
Ｇ
を
描
く
。 

 

枯
野 

 

か
へ
り
見
る
夢
も
紛
へ
ぬ
草
の
原
弥
生
の
色
は
空
の
み
に
し
て
（
純
星
） 

（
か
へ
り
み
る 

ゆ
め
も
ま
が
へ
ぬ 

く
さ
の
は
ら 

や
よ
ひ
の
い
ろ
は 
そ

ら
の
み
に
し
て
） 

 

 

 

※ 

現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
の
和
歌
の
「
冬
の
部
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。 
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共
感
覚
立
体
画
像 

(

２) 

「
文
字
よ
、
立
て
。」 

 
二
〇
一
二
年
九
月
十
二
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
二
年
九
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
三
年
二
月
五
日 

最
終
更
新 

  

「
文
字
よ
、
立
て
。」
と
い
う
文
は
、
私
に
は
立
っ
て
見
え
る
の
で
、
描
い
て
み

た
。
全
長
三
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
～
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。 

（
文
字
の
色
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
の
共
感
覚
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。
） 

 

「
文
字
よ
、
座
れ
。」
と
い
う
文
も
立
っ
て
見
え
る
の
で
、「
文
字
よ
、」
の
部
分

が
あ
る
と
、
そ
の
そ
ば
の
言
葉
も
立
っ
て
見
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

 

  

そ
れ
に
、
今
日
の
東
京
は
小
雨
が
降
っ
た
と
い
う
点
が
鍵
で
あ
る
。
ど
う
も

最
近
、
雨
が
降
る
と
文
字
が
立
つ
の
で
あ
る
。（
共
感
覚
者
に
し
か
通
じ
な
い
日

本
語
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。） 
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実
際
に
五
メ
ー
ト
ル
も
の
木
材
や
粘
土
を
使
っ
て
作
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
先
日
の
数
字
の
例
以
降
、
画
像
ソ
フ
ト
で
色
々
と
表
現
し
て

い
る
。 

 

 

  
伝
統
和
歌
＋
Ｃ
Ｇ
画
像 

(

３) 

 

二
〇
一
二
年
九
月
二
十
三
日 

画
像
制
作 
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二
〇
一
二
年
九
月
二
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

   

下
の
Ｃ
Ｇ
画
像
は
、
そ
の
上
の
私
の
和
歌
に
つ
い
て
私
自
身
が
共
感
覚
で
見

て
い
る
風
景
で
す
。
今
回
は
、
風
景
が
幻
想
的
に
な
っ
て
い
る
和
歌
を
載
せ
ま

し
た
。
三
作
目
で
す
。
今
回
は
、(

１)

と(

２)

で
試
し
た
よ
う
な
制
作
過
程
の
前

後
関
係
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

「
花
思
ふ
涙
う
つ
ろ
ふ
大
虚
に
忘
れ
形
見
の
彦
星
の
影
」 

（
は
な
お
も
ふ 

な
み
だ
う
つ
ろ
ふ 
お
ほ
ぞ
ら
に 

わ
す
れ
が
た
み
の 

ひ

こ
ぼ
し
の
か
げ
） 

 

 

 

※ 

現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
の
和
歌
の
「
雑
の
部
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。 
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共
感
覚
立
体
画
像 

(

３) 

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。」 

 
二
〇
一
二
年
九
月
二
十
三
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
二
年
十
月
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
三
年
二
月
五
日 

最
終
更
新 

  

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。
」
と
い
う
文
を
私
が
共
感
覚
で
見
て
い
る
様
子
が
、
以
下

の
画
像
で
す
。 

 

こ
の
文
は
全
く
寝
そ
べ
っ
て
お
ら
ず
、
全
体
が
浮
か
び
、
か
つ
「
そ
べ
る
」

の
部
分
が
あ
ち
こ
ち
に
向
い
て
い
る
の
を
発
見
し
て
、
面
白
か
っ
た
の
で
、
描

き
ま
し
た
。 

 

 

  

私
に
は
、
全
て
の
日
本
語
の
文
章
が
こ
の
よ
う
に
様
々
な
色
彩
・
形
状
・
時

空
間
配
置
を
伴
っ
て
見
え
て
い
る
の
で
、
文
章
を
突
然
に
提
示
さ
れ
て
も
す
ぐ

に
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
面
白
い
も
の
を
優
先
的

に
取
り
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。 
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や
は
り
こ
の
よ
う
に
、
語
意
・
文
意
と
共
感
覚
立
体
像
の
実
際
の
姿
が
逆
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

  
「
武
蔵
幻
想
邸
」
の
ペ
ー
ジ
を
更
新 

 

二
〇
一
二
年
十
一
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

 

「
武
蔵
幻
想
邸
」
の
ペ
ー
ジ
（
以
下
の
リ
ン
ク
）
を
更
新
し
ま
し
た
。 

 

詳
細
図
・
区
画
図
・
原
図
・
建
築
デ
ー
タ
・
設
置
機
関
・
居
住
者
一
覧
な
ど

を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
部
屋
や
門
に
名
称
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

邸
そ
の
も
の
は
架
空
の
存
在
で
、
住
所
も
「
東
京
都
花
武
蔵
区
」
と
い
う
架

空
の
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
行
わ
れ
て
い
る
芸
術
は
本
物
で
、
私
の

ネ
ッ
ト
和
歌
集
編
纂
、
言
語
考
案
、
作
曲
な
ど
も
、
こ
の
邸
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

い
わ
ば
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
の
石
造
の
理
想
宮
や
ヘ
ン
リ
ー
・

ダ
ー
ガ
ー
の
物
語
の
よ
う
な
総
合
芸
術
の
「
ネ
ッ
ト
版
」、
と
い
っ
た
も
の
を
意

図
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
で
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
的
な
考
え
方
が
、

私
が
夢
見
て
い
る
将
来
の
芸
術
家
共
同
体
の
基
盤
に
で
も
な
れ
ば
、
面
白
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/g

o
te

n
/ 

  

共
感
覚
立
体
画
像 

(

４) 

「
円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

 

二
〇
一
二
年
十
一
月
四
日 

画
像
制
作 

二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

二
〇
一
三
年
二
月
五
日 

最
終
更
新 

   

私
が
共
感
覚
で
見
て
い
る
円
周
率
の
姿
。 

 

私
は
、
サ
ヴ
ァ
ン
の
人
の
よ
う
に
円
周
率
を
何
万
桁
も
記
憶
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
数
字
の
羅
列
に
つ
い
て
、
初
見
の
も
の
か
既
知
の
も
の
か
に
か

か
わ
ら
ず
一
定
の
色
彩
と
配
置
が
見
え
て
い
る
場
合
が
多
く
、
円
周
率
の
場
合

は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
の
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
数
字

の
配
置
が
変
化
す
る
。 

 

最
後
の
数
字
の
「
０
」
以
降
は
、
自
分
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
お
お
ま

か
に
見
て
白
い
棒
の
方
向
に
数
字
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 
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共
感
覚
立
体
画
像 

(

５) 

「
音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚
」 

  

二
〇
一
二
年
十
二
月
十
七
日 

画
像
制
作 

 

二
〇
一
三
年
一
月
二
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
最
終
更
新 

 

二
〇
一
三
年
二
月
五
日 

最
終
更
新 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

   

二
〇
一
三
年
最
新
版
の
私
の
「
音
階
共
感
覚
」
で
す
。
以
下
の
「
知
覚
・
共

感
覚
」
の
各
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
「
知
覚
・
共
感
覚
」 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/sy

n
a
e
sth

e
sia

/ 

 

「
基
本
的
な
共
感
覚
」
の
二
〇
〇
五
年
・
二
〇
〇
八
年
時
点
の
画
像
と
比
較
し

て
み
て
い
た
だ
け
る
と
、
面
白
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
立
体
画
像
は
、

「
応
用
的
な
共
感
覚
」
の
「
音
域
表
と
聴
覚
・
共
感
覚
（P

D
F

）」
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。 
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『岩崎純一全集』第七十一巻「芸術、文化、言語、文学（一の一）」 

109 
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岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

  

二
〇
一
四
年
十
月
十
一
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ガ
イ
ド
版 

＆ 

３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 

  

二
〇
一
四
年
十
月
十
一
日 

起
筆 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
四
月
三
十
日 

最
終
更
新 

  
 
 
 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要
と
目
的
、
ご
覧
い
た
だ

く
際
の
ご
体
調
な
ど
の
注
意
点 

 
 
 
 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
具
体
例
一
覧
） 

 
 
 
 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
脳
内
共
感
覚
デ
パ
ー
ト
の
フ

ロ
ア
ガ
イ
ド
版
） 
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岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（3

D

映
像
操
作
版
） 

 

 

 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要
と
目
的
、
ご
覧
い
た
だ
く
際

の
ご
体
調
な
ど
の
注
意
点 

  

私
は
、
共
感
覚
と
呼
ば
れ
る
感
覚
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
ほ
ど
で
は

な
い
で
す
が
、
直
観
像
記
憶
な
ど
の
知
覚
様
態
や
閃
輝
暗
点
な
ど
の
症
状
も
持

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
共
感
覚
と
い
う
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
ず
、
か
つ
知
っ

て
み
た
い
方
は
、
メ
ニ
ュ
ー
欄
や
以
下
の
基
本
的
な
ペ
ー
ジ
や
私
の
サ
イ
ト
全

般
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
共
感
覚
に
触
れ
て
み
て
、
嫌
悪
感
・
抵
抗
感
を
覚
え
た
方
は
、
当
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ご
覧
に
な
ら
な
い
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。） 

 

三
十
歳
を
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
は
共
感
覚
（
自
分
に
と
っ
て
生
涯
を
通
じ
て
大

切
な
実
感
）
と
実
生
活
（
社
会
に
お
い
て
自
分
に
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
）
と

の
距
離
が
よ
り
い
っ
そ
う
広
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
予
感
が
少
し
で
も
出
て

き
た
今
の
う
ち
に
、
共
感
覚
か
ら
学
ん
だ
楽
し
い
気
分
を
忘
却
の
彼
方
に
追
い

や
ら
な
い
た
め
に
も
、
私
が
共
感
覚
で
記
憶
・
知
覚
・
認
知
・
認
識
・
思
考
し

て
き
た
物
事
を
私
の
脳
内
に
架
空
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
形
で
整
理

し
て
い
く
予
定
で
す
。
い
わ
ば
脳
内
の
デ
フ
ラ
グ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
や
「
デ
フ
ラ
グ
」
と
言
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
用
語
に
よ
る
喩
え
で
、
私
自
身
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
な
る
わ
け
が

な
く
、
現
実
に
は
一
人
の
生
身
の
人
間
と
し
て
の
個
人
的
で
ア
ナ
ロ
グ
的
な
脳

内
作
業
の
公
表
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
共
感
覚
者
の
方
々
に
も
、
共
感
覚
を
お
持
ち
で
な
い
方
々
に
も
、

気
軽
に
楽
し
ん
だ
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
の
例
の
よ
う
に
、
私
が
数
理
論
理
学

や
超
数
学
の
証
明
・
意
味
内
容
を
共
感
覚
で
理
解
し
て
い
る
点
な
ど
、
難
解
な

学
問
に
つ
い
て
の
項
目
は
、
閲
覧
者
の
皆
様
の
共
感
覚
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

気
軽
に
お
読
み
い
た
だ
け
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
も
し
か
し
た
ら
、

特
に
ご
体
調
が
悪
い
状
態
で
ご
覧
に
な
る
な
ど
し
た
場
合
、
わ
け
が
分
か
ら
ず
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気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
頭
痛
や
吐
き
気
が
し
た
り
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
十
分
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
ご
遠
慮
な
く
飛
ば
し
読
み
し
て

い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。 

 

ま
た
、
共
感
覚
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
例
に
挙
げ
た
同
じ
知
覚
・
認
知
の

対
象
が
私
と
は
全
く
異
な
る
色
彩
に
見
え
た
り
音
声
に
聞
こ
え
た
り
し
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
無
理
の
な
い
程
度
に
（
ご
気
分
・
ご
体
調
を
崩
さ
な

い
程
度
に
）
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

必
要
に
応
じ
、
ユ
ー
ザ
ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
共
に
「iw

a
sa

k
i-j

」
で
ご
覧
下

さ
い
。 

 

★
「
脳
内
デ
パ
ー
ト
版
」
の
ほ
う
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
私
が
共
感
覚
を
使

っ
て
記
憶
・
知
覚
・
認
知
・
認
識
・
思
考
し
て
い
る
物
事
の
一
覧
」
と
題
し
て
、

ま
だ
サ
イ
ト
内
に
具
体
例
（
ペ
ー
ジ
・
フ
ァ
イ
ル
）
を
掲
載
し
て
い
な
い
も
の

も
挙
げ
て
い
ま
す
。 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
具
体
例
一
覧
） 

  

私
の
共
感
覚
は
主
に
、
基
本
か
ら
応
用
ま
で
、
以
下
の
順
に
積
み
上
げ
ら
れ

て
き
た
も
の
と
言
え
、
サ
イ
ト
で
も
こ
の
分
類
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

基
本
的
な
共
感
覚
（
二
〇
〇
五
年
の
初
執
筆
・
初
公
表
時
の
内
容
） 

 

基
本
的
な
共
感
覚
の
続
編
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
） 

漢
字
の
共
感
覚
色
一
覧 

数
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

「
文
字
よ
、
立
て
。」
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

「
文
字
が
寝
そ
べ
る
。」
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

円
周
率
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

音
階
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

 

応
用
的
な
共
感
覚
（
詳
細
な
解
説
・
画
像
・
動
画
） 

将
棋
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

日
本
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

世
界
地
図
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

自
動
車
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
日
産
自
動
車
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
例
に
） 

鉄
道
に
つ
い
て
の
共
感
覚
（
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
、
丸
ノ
内
線
を
例

に
） 

 

ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
の
証
明
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

元
素
周
期
表
に
つ
い
て
の
共
感
覚 

音
域
表
と
聴
覚
・
共
感
覚 

和
歌
を
詠
む
際
に
脳
内
に
出
現
す
る
風
景
の
Ｃ
Ｇ
画
像
化 

ミ
ラ
ー
タ
ッ
チ
共
感
覚
図
解 

対
女
性
共
感
覚
に
関
す
る
種
々
の
試
み 

音
楽
『
花 

- 

共
感
覚
者
五
十
人
に
よ
る 

-

』 

  

こ
の
ほ
か
、
私
の
知
覚
世
界
に
つ
い
て
の
各
種
解
説
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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私
の
知
覚
世
界
（
１
） 

私
の
知
覚
世
界
（
２
） 

直
観
像
記
憶
と
共
感
覚 

超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京 

 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
脳
内
共
感
覚
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア

ガ
イ
ド
版
） 

 

 

 

共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
脳
内
共
感
覚
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ガ
イ
ド
版 

「
～ 

私
が
共
感
覚
を
使
っ
て
記
憶
・
知
覚
・
認
知
・
認
識
・
思
考
し
て
い
る
物
事
の

一
覧 

～
」
）（P

D
F

） 

 

岩
崎
純
一
の
共
感
覚
記
憶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
は
廃
止
。
当
時
の
画
面
の
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
を
掲
載
す
る
。） 

 

 

 

●
閲
覧
推
奨
環
境 

 
O

p
e
n

G
L

 2
.0

 

以
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ビ
デ
オ
カ
ー
ド 

 
W

e
b

G
L

 1
.0

 

以
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ 

M
icro

so
ft E

d
g
e
 G

o
o
g
le

 C
h

ro
m

e
 M

o
z
illa

 F
ire

fo
x
 O

p
e
ra

 S
a

fa
ri 

M
icro

so
ft E

d
g
e

、G
o
o
g
le

 C
h

ro
m

e

、M
o
zilla

 F
ire

fo
x

、O
p

e
ra

、S
a

fa
ri 

 
【
注
】IE

 
In

te
rn

e
t 

E
x
p

lo
re

r

は
動
作
未
対
応
で
す
。
稀
に
最
新
パ
ッ
チ
済

み
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
11
で
動
作
可
能
で
す
が
、
回
転
時
に
３
Ｄ
描
画
と
な
ら
な
い
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不
具
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
共
感
覚
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
３
Ｄ
映
像
操
作
版
） 
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共
感
覚
公
表
十
年
目
の
記
念
コ
ン
テ
ン
ツ
の
公
表
と
多
少
の
不
安 

 

二
〇
一
五
年
一
月
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
追
記
：
現
在
、
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
。
） 

  

サ
イ
ト
で
初
め
て
共
感
覚
を
公
表
し
て
か
ら
十
年
目
に
入
り
ま
し
た
。（
正
し

く
は
、
十
年
目
に
入
っ
た
こ
と
に
今
年
に
入
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
。） 

 

そ
こ
で
、
作
り
た
め
て
い
る
共
感
覚
記
録
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
一
部
（
将

棋
・
地
図
・
自
動
車
・
鉄
道
・
数
学
な
ど
）
を
サ
イ
ト
で
公
表
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
だ
追
加
す
る
予
定
で
す
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/sy

n
a
e
sth

e
sia

-d
a

ta
b

a
se

/ 

  

遊
び
心
と
し
て
、
脳
内
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ガ
イ
ド
版
と
、
回
転
し
て
遊
べ

る
３
Ｄ
映
像
操
作
版
も
作
成
し
て
み
ま
し
た
。 

 

詳
し
い
更
新
内
容
は
、
更
新
情
報
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

そ
れ
か
ら
、
私
の
杞
憂
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
共
感
覚
の
例
の
中
に
は
、
共

感
覚
に
慣
れ
て
い
な
い
閲
覧
者
が
安
易
に
ご
覧
に
な
る
と
、
わ
け
が
分
か
ら
ず

気
分
・
体
調
が
悪
く
な
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ず
（
過
去
に
私
の
共

感
覚
の
具
体
例
に
仰
天
し
て
体
調
を
崩
し
、
逆
に
謝
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
）、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
閲
覧
時
の
ご
体
調
な
ど
に
関
す
る
一

応
の
注
意
書
き
を
添
え
て
お
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
共
感
覚
者
が
閲
覧
さ
れ
た
場
合
も
、
共
感
覚
色
が
当
然
私
と
は
異
な

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
無
理
の
な
い
よ
う
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 

い
ず
れ
の
場
合
も
、
ほ
と
ん
ど
は
笑
い
話
で
終
わ
り
ま
す
し
、
そ
れ
で
全
く

か
ま
わ
な
い
の
で
す
が
、
と
り
わ
け
初
め
て
共
感
覚
に
触
れ
る
方
々
に
つ
い
て

は
、
稀
に
先
述
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
私
も
閲
覧
者
の
体
調
を
悪
く

す
る
た
め
に
公
表
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
。 

 

お
そ
ら
く
、
共
感
覚
に
慣
れ
て
い
な
い
方
々
に
と
っ
て
は
、
悪
気
は
な
く
、

単
に
一
種
の
タ
ブ
ー
か
都
市
伝
説
、
神
秘
主
義
宗
教
に
で
も
出
会
っ
た
よ
う
な

衝
撃
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。
私
は
、
サ
イ
ト

で
精
神
疾
患
全
般
も
扱
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
話
題
さ
え
も
抵
抗
が
な
く
、
嫌

な
気
も
全
く
し
な
い
の
で
す
が
、
と
も
か
く
、
こ
う
い
っ
た
方
々
の
心
因
反
応

と
し
て
は
「
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
」
に
近
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
共
感
覚
の
場
合
は
、
も
は
や
同
じ
共
感
覚
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
の

中
で
も
学
者
・
研
究
者
が
新
説
を
生
み
出
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、

（
特
に
海
外
で
は
）
す
で
に
あ
り
ふ
れ
た
学
術
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
れ

ば
、
特
に
問
題
な
く
話
が
収
ま
る
の
で
す
が
。 

 

一
方
で
、
知
人
の
子
供
た
ち
に
私
の
共
感
覚
の
例
を
見
せ
る
と
、
親
が
「
岩

崎
さ
ん
、
ヘ
ン
な
も
の
を
ウ
チ
の
子
に
教
え
込
ま
な
い
で
下
さ
い
」
と
い
う
よ

う
な
空
気
を
出
し
て
く
る
の
に
、
子
供
の
ほ
う
が
最
初
か
ら
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と

喜
ん
で
い
ま
す
。
や
は
り
、
共
感
覚
は
子
供
た
ち
の
世
界
認
識
の
ほ
う
に
親
和

性
が
高
い
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。 

 
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
ま
ま
ヘ
ン
な
大
人
（
自
称
「
子
供
た
ち
の
気
持
ち
を

本
当
に
考
え
て
い
る
大
人
」）
で
い
よ
う
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

大
幅
に
話
が
ず
れ
ま
し
た
。 
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ま
た
、
サ
イ
ト
自
体
の
運
営
開
始
か
ら
は
十
一
年
目
で
す
が
、
記
念
に
サ
イ

ト
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
ミ
シ
ェ
ル
＝
フ
ー
コ
ー
の
用
語
を
用
い
た

"N
ich

e
s o

f E
p

iste
m

e
"

（
知
の
す
き
ま
）
を
追
加
し
ま
し
た
。
解
説
も
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
の
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
み
ま
し
た
。 

  

閲
覧
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

 

二
〇
一
五
年
一
月
二
六
日 
起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
て
、
特
に
大
き
な
問
題
は
起
き
て
い
な
い
の
で
こ

こ
に
書
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
万
が
一
の
時
の
た
め
に
（
私
自
身

の
こ
と
と
い
う
よ
り
は
、
共
感
覚
者
や
共
感
覚
に
ご
関
心
の
あ
る
皆
様
が
混
乱

し
な
い
た
め
に
）、
一
応
書
い
て
お
き
ま
す
。 

 

い
く
つ
か
の
ネ
ッ
ト
掲
示
板
で
、
私
本
人
を
装
い
、
私
の
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク

し
て
私
の
共
感
覚
を
紹
介
し
、
質
問
を
受
け
付
け
て
答
え
て
い
る
な
ど
の
例
が

見
ら
れ
ま
す
。
回
答
に
は
、
私
の
サ
イ
ト
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
、
一
見
す
る
と
き
ち
ん
と
し
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
内
容
的
に
誤
っ
て
い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。（
そ
れ
よ
り
も
ま

ず
、
そ
の
労
力
が
大
変
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
。） 

 

私
は
、
自
分
の
サ
イ
ト
、
ブ
ロ
グ
、
登
録
し
て
い
るS

N
S

以
外
で
は
、
そ
の

よ
う
な
共
感
覚
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
活
動
を
一
切
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
な
ど
の
外
部
掲

示
板
に
お
い
て
私
が
自
分
の
共
感
覚
を
紹
介
し
た
り
共
感
覚
の
質
問
に
回
答
し

て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ

い
。 

 

基
本
的
に
、
大
事
な
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
私
宛
て
に
直
接
メ
ー
ル
や
メ
ー

ル
フ
ォ
ー
ム
、S

N
S

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
お
送
り
い
た
だ
き
、
私
か
ら
の
直
接

の
返
信
を
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。 

（
ご
本
名
の
記
載
が
な
く
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
だ
け
で
す
と
、
こ
ち
ら
か
ら
の
返

信
が
遅
れ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
必
ず
ご
質
問
に
は
答
え
て
返

信
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。） 

 

も
ち
ろ
ん
、
単
に
外
部
掲
示
板
で
、
私
の
共
感
覚
に
言
及
し
た
り
、
法
律
や

こ
の
サ
イ
ト
の
断
り
書
き
の
範
囲
内
で
引
用
・
転
載
し
て
下
さ
る
こ
と
は
、
大

変
あ
り
が
た
く
、
禁
止
事
項
で
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

東
京
工
芸
大
学
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

  

二
〇
一
七
年
十
一
月
四
日 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
開
始 

 

二
〇
一
七
年
十
二
月
七
日 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了 

  
一
般
利
用
者
に
は
非
公
開
。
閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ

よ
。 
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